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プロモーションセミナー
「琴線に触れる写真と動画」の技法学ぶ
首長の思い

「NEW DAY, NEW LIGHT」新しい日、新しい光
粉川昭一（栃木県日光市長）

地域の未来を担うローカルスタートアップ
近年、ローカルスタートアップなど、地域資源を活用して新たな事業を立ち上げる企業や団体、これを支援する行
政の取り組みが注目されている。地域の課題解決や活性化に取り組む各地の事例を紹介する。

特  集

表
紙

ク
リ
ス
マ
ス
ア
ド
ベ
ン
ト

（
福
岡
県
福
岡
市
）

２
０
１
３
年
に
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
で
始
ま
っ
た
「
福
岡

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。
年
を
追
う
ご
と
に
天
神

や
中
洲
と
会
場
を
増
や
し
、
冬
の
福
岡
の
街
に
光
を
と

も
し
て
き
た
。
11
年
目
を
迎
え
る
今
年
「
ク
リ
ス
マ
ス

ア
ド
ベ
ン
ト
」（
ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
望
む
期
間
）
へ

と
進
化
。
2
カ
月
に
わ
た
っ
て
福
岡
市
内
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

大
型
の
ツ
リ
ー
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
前
広
場
や
福
岡
市
役
所
前
の
広
場
を
中
心
に
、

天
神
中
央
公
園
や
貴
賓
館
な
ど
市
内
各
所
に
会
場
を
設

置
。
福
岡
空
港
で
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
写
真
撮
影
で

き
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
登
場
す
る
。
新
た
に
福
岡
大

名
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
も
会
場
に
加
わ
り
、
中
洲
の
通
り

で
は
、
各
会
場
を
光
で
つ
な
ぐ
「
ナ
カ
ス
ヒ
カ
リ
ノ

ア
ド
ベ
ン
ト
」
が
実
施
さ
れ
る
。

会
場
で
は
冷
え
た
体
を
温
め
て
く
れ
る
ホ
ッ
ト
ワ
イ

ン
や
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
定
番
料

理
な
ど
を
味
わ
え
る
ほ
か
、
本
場
欧
州
の
ク
リ
ス
マ
ス

雑
貨
の
店
も
立
ち
並
ぶ
。
街
全
体
が
喜
び
や
希
望
に
満

ち
た
雰
囲
気
で
包
ま
れ
、
毎
日
を
特
別
な
日
と
し
て
過

ご
し
な
が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
福

岡
の
冬
の
風
物
詩
だ
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
岡
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
行
委
員
会

（
０
９
２
‐
４
０
２
‐
０
３
０
０
）

（
写
真
提
供
＝
福
岡
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
行
委
員
会
）

1 	 巻頭エッセー／「誰もが安心して暮らし、活躍できる鹿児島」を目指して� 塩田康一（鹿児島県知事）
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鹿
児
島
県
で
は
、
本
年
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
「
２
０

２
３
か
ご
し
ま
総
文
」
や
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご

し
ま
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
方
が
当
県
を
訪
れ

ま
し
た
。
県
内
各
地
に
お
い
て
、
各
種
競
技
に
併
せ
て
地
域
住
民

と
の
交
流
な
ど
も
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
契
機
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
再
生
と
飛
躍
」
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
県
勢
の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
力
を
入

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
県
は
多
く
の
有
人
離
島
が
あ
り
、
ウ

ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
や
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
見
学
な
ど
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
体
験
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
山
村
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
関
係
す
る
学
校
に
お

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
た
魅
力
あ
る
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
離
島
地
域
へ
の
移
住
希

望
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
多
く
の
方
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
一
員

と
し
て
迎
え
、
旧
正
月
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
外

国
人
材
の
確
保
や
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。さ

ら
に
、
高
齢
者
や
女
性
、
障
害
者
や
子
ど
も
な
ど
誰
も
が
生

涯
を
通
じ
て
健
や
か
で
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
形

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

特
に
、
結
婚・出
産・子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
不
妊
治
療
の
助
成
、
児

童
相
談
所
の
増
設
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
10
月
に
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
へ
の
就
任
を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

当
県
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
地
域
の
魅
力
・
資
源
を

生
か
し
た
産
業
の
振
興
を
図
り
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
や
生
産
基
盤
の
強
化
な
ど
各
種
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
商
社
等
と
連
携
し
て
販
路
開
拓
や
輸
出
拡
大
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
の
農
業
産
出
額
は
４
９
９
７
億
円
で

あ
り
、
５
年
連
続
で
全
国
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

の
輸
出
額
は
県
産
農
林
水
産
物
全
て
に
お
い
て
増
加
し
、
約
３
２

７
億
円
と
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
で
は
、
鹿
児
島
黒
牛
が
２
大
会
連
続
で
和
牛
日
本

一
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
有
名
な
か
ご
し
ま
黒
豚
に

加
え
て
、
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ
、
お
茶
な
ど
、
国
内
外
に
お
け
る
さ

ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
販
路
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

観
光
関
連
産
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
現
在
は
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
当
県
は
、
雄
大
な
桜
島
の
ほ
か
、
屋
久
島
や
奄

美
大
島
・
徳
之
島
の
二
つ
の
世
界
自
然
遺
産
、
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
な
ど
、
豊
富
な
観
光
資
源
（
宝
物
）
を
有
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
「
宝
物
」
を
有
す
る
鹿
児
島
を
訪
れ
て
ほ
し
い
、
体
験

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、「
南
の
宝
箱　

鹿
児
島
」
を

新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
宝
物
」
が

海
外
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
船
社
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
最

近
で
は
奄
美
大
島
な
ど
離
島
を
含
め
寄
港
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
わ
た
る
観
光
地
の
高
付
加
価
値
化
や
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

鹿
児
島
の
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
図
り
、
経
済
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
県
民
所
得
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、結
婚
・出
産・

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
高
齢
者
が
健
や
か
で
生
き
が
い

を
持
て
る
社
会
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し

て
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
活
躍
で
き
る
鹿
児
島
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

塩田　康一鹿児島県知事

「誰もが安心して暮らし、
活躍できる鹿児島」を目指して
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特 集
基調論文ま

ず
は
、
我
が
国
の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
と
ロ
ー
カ

ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
連
関
を
整
理
し
、本
稿
の
論
点「
地

域
の
未
来
を
担
う
視
点
」
を
明
確
に
し
ま
す
。

第
２
次
国
土
形
成
計
画
（
２
０
１
５
）
は
、
将
来
人
口

が
ど
う
な
る
の
か
を
地
域
で
考
え
、
地
域
の
担
い
手
を
育

て
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
噴
出
す
る
共
創
の
場
で
あ
る
、「
起
業
増
加
町
」
の

形
成
を
目
指
し
ま
し
た
。
８
年
が
経
過
し
、
第
３
次
国
土

形
成
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
小
規
模
地
方
都
市
か
ら
中

規
模
地
方
都
市
へ
の
人
口
減
少
の
加
速
が
注
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
九
州
圏
の
２
０
５
０
年
将
来
人
口
メ
ッ
シ

ュ
増
減
率
（
図
１
）
を
見
る
と
、
福
岡
都
市
圏
、
半
導
体

産
業
の
集
積
が
進
む
熊
本
郊
外
に
は
人
口
増
加
メ
ッ
シ
ュ

が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
地
域
で
は
人
口
減
少

や
消
滅
可
能
性
を
示
す
メ
ッ
シ
ュ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

担
い
手
不
足
に
よ
る
交
通
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
、
子
育

て
な
ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
第
３
次
計
画
で
は
、
第
２
次
計
画
で
形
成
が
企
図
さ
れ

た
、
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
起
業
増
加
町
」
の
機

能
強
化
に
向
け
、
企
業
・
大
学
・
地
域
金
融
機
関
等
と
行

政
が
協
働
し
た
共
創
の
加
速
を
求
め
、
①
地
域
を
支
え
る

人
材
の
育
成
、
②
地
域
課
題
解
決
へ
の
主
体
的
な
参
加
意

識
・
行
動
へ
の
変
容
等
に
よ
り
、「
地
域
課
題
克
服
」
と
「
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
原
動
力
に
地
域
の
魅
力
を
高
め

人
々
を
惹
き
つ
け
る
」
と
い
う
二
つ
の
地
域
力
の
醸
成
を

掲
げ
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
拡
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
右
の
傍
線
部
に
着
目
し
、
筆

者
の
活
動
と
研
究
を
ベ
ー
ス
に
「
人
材
育
成
に
よ
る
二
つ

の
地
域
力
醸
成
」
と
、「
意
識
変
容
の
仕
組
み
」
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

人
材
育
成
の
ポ
イ
ン
ト

①
つ
な
が
る
仕
掛
け

筆
者
が
所
属
す
る
熊
本
大
学
は
、
従
来
の
生
涯
学
習
と

は
異
な
る
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
、
産
官
学
金

地
域
の
未
来
を
担
う
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

地
域
の
未
来
を
担
う
二
つ
の
地
域
力
の
醸
成

―
地
域
人
材
と
支
援
者
が
愛
着
を
原
動
力
に
地
域
意
識
を
変
容
―

金
岡
　
省
吾

熊
本
大
学
副
学
長
・
教
授

熊
本
創
生
推
進
機
構
副
機
構
長

（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

筆者プロフィール

金岡 省吾氏
（かなおか・しょうご）

千葉大学大学院でランドスケープを学び、都市銀行のシンク
タンク（1991 ～）にて国土・地域政策、経済社会領域の学際
的調査研究に従事しつつ、室蘭工業大学大学院／社会人枠にて
工学博士取得。その後、縁故のない富山大学（2006）、熊本大
学（2021）にlターン。現在は、熊本・和歌山・富山など８拠
点にて産学官金共創によるCSV創出塾や、大学での地域定着教
育と高校へのナレッジ等、塾と教育・研究活動が連関する大学
の地方創生機能を形成中。
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が
連
携
し
て
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
予
備
軍
を
育

て
る
地
域
再
生
塾
を
展
開
。
こ
の
塾
は
30
〜
40
歳
代
の
若

手
経
営
者
が
、
な
ぜ
人
口
は
減
る
か
、
ど
の
よ
う
な
地
域

課
題
が
生
じ
る
か
、
企
業
課
題
と
地
域
課
題
の
双
方
を
解

決
す
る
企
業
行
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
自
身
の
経
営

戦
略
の
基
軸
と
な
る
共
通
価
値
／
コ
ン
セ
プ
ト
を
自
分
の

言
葉
で
語
り
、
修
了
式
で
発
表
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
塾
生
の

50
％
稼
働
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
て
設

定
し
、
修
了
後
も
産
学
官
金
が
塾
生
に
伴
走
し
、
塾
生
同

士
も
話
し
合
い
つ
な
が
り
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
超
え
る
率
で
提
案

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
す
る
こ
と
で
す
。
修
了
式
に
数
多

く
の
塾
生
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、
次
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開

の
連
携
相
手
の
発
掘
も
兼
ね
、
修
了
生
同
士
が
期
を
越
え

て
つ
な
が
り
、
数
多
く
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ

ま
す
。
筆
者
が
熊
本
Ｉ
タ
ー
ン
後
の
２
年
、
姉
妹
塾
８
カ

所
の
修
了
生
２
１
７
名
の
約
70
％
が
、
新
た
な
一
歩
と
し

て
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
源
泉
を
動
か
し
始
め

て
い
ま
す
。

②
本
務
で
の
連
携

市
役
所
の
方
々
は
民
間
等
共
同
研
究
員（
非
常
勤
職
員
）

や
常
勤
職
員
と
し
て
大
学
に
派
遣
頂
き
参
加
。
金
融
機
関

の
方
々
は
大
学
・
自
治
体
と
協
定
締
結
に
よ
る
組
織
間
連

携
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
く
本
務
の
本
業
支
援
と

し
て
参
加
。
両
者
は
、
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す

る
こ
と
で
地
域
を
直
接
変
え
よ
う
と
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
な
く
小
さ
い
源
泉
を
生
み
出
し
て
、
そ
れ
を
大
き

く
し
て
地
域
密
着
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
育
む
と
の
共
通

価
値
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
を
共
創
し
て
塾
運
営
に
加
わ
り
、
企
業

と
地
域
の
新
し
い
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、金
融
機
関
の
伴
走
す
る
力
は
と
て
も
重
要
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
連
携
は
和
歌
山
県
田
辺
支
店
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
和
歌
山
・
熊
本
で
の
遠
隔
支
店

間
連
携
、
面
的
拡
大
に
呼
応
し
た
熊
本
支
店
の
全
面
協
力

と
輪
が
拡
大
。
併
せ
て
、
熊
本
県
信
用
保
証
協
会
か
ら
も

全
面
協
力
を
得
て
お
り
ま
す
。
両
金
融
機
関
は
、
熊
本
で

は
各
地
区
の
地
域
再
生
塾
に
専
任
の
担
当
者
を
配
置
。
14

回
の
講
義
に
毎
回
出
席
、塾
生
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
同
行
し
、

経
営
者
の
個
性
・
積
極
性
を
把
握
し
た
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
立
案
支
援
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
、
伴
走
支
援
に

よ
る
塾
生
へ
の
本
業
支
援
を
実
装
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
の
掛
け
声
だ
け
で
は
な
く
汗
を
か
く
連
携
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
今
年
か
ら
肥
後
銀
行
も
本
務
と
し
て
参

加
者
を
派
遣
。

人
材
育
成
の
効
果

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
源
泉
と
な
る
塾
生
の
活

動
と
、
人
を
引
き
付
け
る
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

林
業
者
の
事
例

管
理
が
行
き
届
か
な
い
山
が
広
が
り
増
加
す
る
「
虫
食

い
材
」
を
隠
す
の
で
は
な
く
、
個
性
と
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
伝
え
る
「BokuM

oku

」。
和
歌
山
県
田
辺
市
で
地
域

の
林
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
製
材
業
、
木
工
所
、
家
具
店
、
一

級
建
築
士
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
と
い
っ
た

プ
ロ
ダ
ク
ト
、
森
林
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
取
り

組
み
、
不
要
と
さ
れ
て
き
た
「
虫
食
い
材
」
に
ス
ト
ー
リ

ー
を
加
え
、
地
域
課
題
を
地
域
資
源
に
変
え
、
２
０
１
６

年
に
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
を
受
賞
。　

BokuM
oku

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、（
株
）
中
川
の
中
川

雅
也
氏
は
、
田
辺
市
域
の
９
割
を
占
め
る
森
林
で
、
伐
採

面
積
の
４
割
の
み
が
植
栽
と
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
熊
野
の
山
を
守
ろ
う
と
地
域
の
ど
ん
ぐ
り
を
苗
木
に

育
て
山
に
還
す
熊
野
の
森
再
生
事
業
（
図
２
）
な
ど
、
新

し
い
山
づ
く
り
に
挑
戦
中
。
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

図 1　将来人口メッシュ（表示年 2050 透過率 50％（薄いメッシュ））
【出典】国土交通省「メッシュ別将来人口推計（平成 30 年推計）」
https://resasgojp/populationfuturemesh/#/map/434320322050200593427711591
1231233003965023236361308891525591836920502

【注】リーサスから転用（2023 年 10 月 12 日）した図表を，一部，筆者が加工・加筆

図２　熊野の森再生事業（田辺市提供資料）

特 集

3 2023・12 月号 地域づくり 本編 2023・12 月号地域づくり 本編 2



自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
独
自
の
働
き
方
シ

ス
テ
ム
も
導
入
。都
会
か
ら
移
住
者
十
数
名
を
受
け
入
れ
、

離
職
率
ほ
ぼ
０
％
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
、
農
林
水
産
省
イ
ナ
カ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
２
１
優
秀
賞
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
１
ほ
か
を

受
賞
。

農
業
者
、
飲
食
業
者
の
事
例

鳥
獣
害
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
地
域
の
若
手
農
家

ら
と
チ
ー
ム
を
結
成
。
捕
獲
か
ら
食
べ
る
ま
で
を
一
体
的

に
取
り
組
む（
株
）日
向
屋
。
田
辺
市
の
地
域
商
社
と
し
て
、

耕
作
放
棄
地
再
生
、
６
次
産
業
化
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
に
挑
戦
す
る
姿
に
、
日
向
屋
と
関
わ
り
た
い
、
こ

こ
で
働
き
た
い
と
い
う
都
会
の
若
者
を
引
き
つ
け
て
地
域

の
担
い
手
を
育
て
、
２
０
２
１
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

の
宝
全
国
優
良
事
例
、
２
０
２
２
年
度
鳥
獣
害
対
策
優
良

活
動
表
彰
農
林
水
産
大
臣
賞
、
日
本
農
業
賞
食
の
架
け
橋

部
門
特
別
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
同
社
の
取
り
組
み
に
引

か
れ
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
更
井
亮
介
氏
が
、
農
村
に
あ
る
祖

父
の
梅
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
全
国
ジ
ビ
エ

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
技
を
駆
使

し
、
ジ
ビ
エ
有
効
活
用
、
廃
棄
食
材
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、
廃

棄
梅
の
種
を
活
用
し
た
杏
仁
豆
腐
な
ら
ぬ
梅
仁
豆
腐
の
開

発
・
製
造
な
ど
、
地
域
循
環
型
レ
ス
ト
ラ
ン
を
実
践
し
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
京
都
・
大
阪
＋
和
歌
山
２
０
２
２
に

掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
持
続
可
能
な
食
を
提
供
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
に
対
す
る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
を
獲
得
。

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事
例

居
宅
介
護
支
援
な
ど
を
行
う
（
有
）
ラ
イ
フ
ケ
ア
（
熊

本
県
玉
名
市
）
は
、
介
護
保
険
に
依
存
し
な
い
新
サ
ー
ビ

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
の
遊
び
場
（
キ

ッ
ズ
ジ
ム
）、
ゴ
ル
フ
、
洗
車
場
な
ど
を
備
え
た
複
合
施

設
「
リ
ク
ル
た
ま
な
」
を
オ
ー
プ
ン
。
キ
ッ
ズ
ジ
ム
で
子

ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
間
に
、
家
族
が
カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
ぐ
。

マ
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
ま
さ
に
地
域
で
子
供
を

育
て
る
「
共
助
」
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
直
結
し
、
人
口
減
に
よ

り
成
立
し
づ
ら
く
な
っ
た
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

始
め
て
い
る
。
取
り
組
み
の
契
機
は
、
い
か
に
人
材
を
確

保
す
る
か
と
い
う
企
業
課
題
。
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
施
設
を

格
安
利
用
で
き
、
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
の
大
き
な
武
器
と

し
て
、
地
域
内
の
若
者
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
。

都
会
人
・
若
者
の
地
域
へ
の
意
識
変
容

都
会
人
の
参
加
意
識

和
歌
山
県
田
辺
市
で
は
、
都
会
に
住
み
な
が
ら
地
方
に

関
わ
り
た
い
と
考
え
る
人
材
と
地
域
再
生
塾
修
了
生
の
共

創
に
よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
す
関
係
人
口
講
座
「
た
な
コ

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」「
熊
野R

EBO
R

N
PR

O
JECT

」「
こ

と
こ
ら
ぼ
」
と
い
っ
た
三
つ
の
共
創
の
場
を
展
開
。
２
０

０
人
近
い
修
了
生
を
出
し
、
50
％
近
く
が
地
域
事
業
者
と

の
関
係
を
継
続
。
中
で
も
「
こ
と
こ
ら
ぼ
」
は
、
日
本
能

率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な
り
、
都

市
圏
企
業
の
幹
部
候
補
生
ら
十
数
人
と
塾
修
了
生
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
都
市
圏
企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
地
域
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。
事
業
稼
働
を
後
押
し
実
行
に
至
る
ケ
ー

ス
、
都
市
圏
企
業
と
地
域
企
業
の
取
引
開
始
、
ス
ピ
ン
オ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
は
じ
め
、
都
会
人
と
地
域
と

の
共
創
も
顕
在
化
し
、
都
会
人
の
参
加
意
識
を
変
容
さ
せ

て
い
ま
す
。
今
後
、
熊
本
の
各
地
域
再
生
塾
、
都
市
圏
企

業
、
県
内
中
核
企
業
と
の
新
た
な
共
創
の
場
「
熊
本
こ
と

こ
ら
ぼ
（
仮
）」
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

大
学
生
の
意
識
変
容
に
は
戦
略
が
必
要

大
学
の
講
義
で
、
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
塾
生
や

自
治
体
関
係
者
が
そ
の
様
子
を
伝
え
る
と
、学
生
か
ら「
こ

ん
な
の
知
ら
な
か
っ
た
」「
地
方
創
生
は
面
白
い
」
と
の

声
が
あ
が
り
、「
地
方
は
自
己
実
現
の
場
」
と
大
学
生
の

意
識
が
変
容
し
始
め
ま
す
。
こ
の
変
容
の
構
造
を
解
明
す

べ
く
、
我
々
の
仲
間
が
富
山
大
学
を
題
材
に
研
究
活
動
を

展
開
。
結
果
と
し
て
、
講
義
は
地
域
定
着
の
変
容
に
効
果

が
あ
り
、「
就
職
先
と
し
て
の
地
方
の
魅
力
度
が
統
計
的

に
有
意
に
向
上
（
注
１
）」。
ま
た
、
地
方
を
ひ
と
ま
と
め

に
考
え
ず
、
首
都
圏
・
中
枢
都
市
・
中
核
都
市
・
町
村
な

ど
、
地
域
特
性
に
よ
っ
て
伝
達
内
容
、
伝
達
方
法
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
Ｃ
Ｍ
・
Ｈ
Ｐ
な
ど
）
も
変
わ
り
、
ど
の

地
域
の
定
着
を
目
指
す
の
か
に
よ
り
若
者
を
地
域
に
引
き

付
け
る
戦
略
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
。
さ
ら
に
、
講
義
前

後
で
就
職
先
と
し
て
の
地
方
の
魅
力
に
関
す
る
意
識
が
変

化
し
、
働
き
方
や
待
遇
、
社
会
に
対
す
る
貢
献
の
仕
方
、

ブ
ラ
ン
ド
力
と
い
っ
た
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伝
え
る

こ
と
で
地
方
の
就
職
先
と
し
て
の
魅
力
が
向
上
（
注
２
）。

実
際
に
、
大
手
企
業
の
中
に
は
、
社
会
課
題
の
解
決
と
い

っ
た
地
方
創
生
を
掲
げ
、
地
方
創
生
を
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
が
高
校
生
の
意
識
を
変
容

地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す
る
塾
生
と
大
学
・
市

役
所
の
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
が
、
入
学
者
数

を
回
復
さ
せ
た
事
例
を
「
地
域
づ
く
り
」（
注
３
）
で
報

告
し
ま
し
た
が
、
我
々
の
仲
間
が
和
歌
山
県
田
辺
市
で
も

高
校
生
の
意
識
を
変
容
さ
せ
て
い
ま
す
。神
島
高
校
に
て
、

地
域
再
生
塾
の
修
了
生
と
連
携
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
「
神
島
塾
」
を
実
施
し
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た
結
果
、「
大
学
等
で
地
域
を
離
れ
て
も
将
来
は
帰
っ
て

き
た
い
」「
地
域
の
子
供
た
ち
に
神
島
塾
の
よ
う
な
経
験

を
さ
せ
た
い
か
ら
教
員
を
目
指
す
（
図
３
）」「
地
域
事
業

者
を
支
え
る
公
務
員
に
な
り
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
が
り
、

実
際
に
大
学
教
育
学
部
へ
の
進
学
や
、
田
辺
市
役
所
へ
の

入
庁
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
識
変
容
の
構

造
を
解
明
す
べ
く
、
我
々
の
仲
間
が
、
室
蘭
の
高
校
を
題

材
に
研
究
活
動
（
注
４
）
を
展
開
。
自
身
の
進
路
選
択
基

準
と
し
て
、
地
域
志
向
や
非
大
都
市
志
向
の
よ
う
な
地
域

定
着
に
直
接
的
に
関
わ
る
価
値
観
が
明
確
に
表
れ
、「
地

域
と
の
関
わ
り
と
自
己
実
現
」
が
「
自
身
の
将
来
像
」「
自

己
理
解
や
活
動
意
欲
」
を
高
め
、「
地
域
へ
の
興
味
関
心
」

と
し
て
地
域
へ
の
愛
着
を
高
め
る
学
習
内
容
が
地
方
志
向

を
高
め
る
こ
と
が
判
明
（
図
4
）。
熊
本
の
天
草
高
校
、

八
代
高
校
な
ど
で
も
、
塾
を
展
開
す
る
市
役
所
・
大
学
・

地
域
課
題
を
解
決
す
る
塾
生
と
連
動
し
た
探
究
学
習
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
が
試
行
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

大
学
で
の
私
の
職
務
は
、
地
方
創
生
担
当
と
し
て
、
共
創

の
場
で
あ
る
地
域
再
生
塾
を
実
践
し
、
さ
ら
に
教
育
・
研
究

機
能
と
連
関
さ
せ
、
大
学
の
新
た
な
存
在
意
義
を
探
究
す
る

こ
と
で
す
。
我
々
の
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
地
元
経

営
者
に
よ
る
第
二
創
業
、
移
住
者
に
よ
る
地
域
で
の
新
規
事

業
、
都
会
人
が
地
域
と
の
共
創
で
育
む
ス
ピ
ン
オ
フ
、
カ
ー

ブ
ア
ウ
ト
（
戦
略
的
な
一
部
事
業
の
会
社
分
割
等
）
な
ど
、

地
域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
噴
出
す
る
「
起
業
増
加
町
」
の
形
成
を
目
指

す
、
産
学
官
金
が
本
務
で
汗
か
く
共
創
の
場
づ
く
り
で
す
。

共
創
に
関
わ
る
産
学
官
金
は
教
育
活
動
も
共
創
し
、大
学
生・

高
校
生
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
高
め
、
地
方
で
の
活
躍
意

識
を
高
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
と
地
域
の
新
し
い
関
係

づ
く
り
は
、
第
３
次
国
土
形
成
計
画
が
求
め
る
「
地
域
を
支

え
る
人
材
育
成
に
よ
る
地
域
課
題
克
服
」
と
「
地
域
の
誇
り

と
愛
着
に
よ
り
地
域
に
人
々
を
引
き
付
け
る
」
二
つ
の
地
域

力
の
醸
成
そ
の
も
の
で
す
。
地
域
再
生
塾
は
、
２
０
０
８
年

に
大
学
の
敷
地
で
試
作
シ
ス
テ
ム
と
し
て
産う
ぶ
ご
え声

を
上
げ
、
魚

津
（
２
０
１
１
）、
高
岡
（
２
０
１
３
）、
田
辺
（
２
０
１
６
）、

南
砺
（
２
０
２
０
）、
八
代
（
２
０
２
０
）、
阿
蘇
広
域
地
域
・

天
草
・
玉
名
（
２
０
２
１
）、
菊
池
（
２
０
２
２
）、
山
鹿
（
２

０
２
３
）
に
展
開
し
、
現
在
は
熊
本
・
和
歌
山
・
富
山
の
８

拠
点
で
共
創
の
場
が
稼
働
。
２
０
２
４
年
か
ら
小
松
が
立
ち

上
げ
を
目
指
し
、
新
潟
の
自
治
体
も
地
域
再
生
塾
に
興
味
を

示
し
て
い
ま
す
。
共
創
の
場
形
成
に
よ
る
地
域
再
生
塾
は
、

地
域
課
題
解
決
の
地
域
力
を
育
み
〝
起
業
増
加
町
〟
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、

都
会
人
、
大
学
生
・

高
校
生
の
意
識
変
容

へ
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
全
国
各
地
で

応
用
可
能
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

本
稿
執
筆
に
当
た

り
、
人
材
育
成
の
効

果
、
都
会
人
の
参
加

意
欲
、
神
島
高
校
の

事
例
は
熊
本
大
学
政

策
研
究
員
・
鍋
屋
安

則
氏
の
協
力
を
得
て

作
成
し
ま
し
た
。

（
注
１
）
尾
山
真
・
金
岡
省
吾
・
塩
見
一
三
男
・
小
松
亜
紀
子
・
市

村
恒
士
（
２
０
２
１
）
＝
富
山
大
学
に
お
け
る
地
域
の
担
い
手
教

育
に
よ
る
地
域
定
着
意
識
の
変
化
に
関
す
る
研
究　

ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
研
究
84
（
５
）、
６
４
５

−

６
５
０
、
日
本
造
園
学
会

（
注
２
）
尾
山
真
・
金
岡
省
吾
・
小
松
亜
紀
子
・
市
村
恒
士
（
２
０

２
３
）
＝
富
山
大
学
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
地
域
定
着
意

識
構
造
モ
デ
ル
構
築
と
授
業
の
有
用
性
の
評
価
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
研
究
86
（
５
）、
５
６
７

−

５
７
２

（
注
３
）
金
岡
省
吾
（
２
０
２
０
）
＝
基
調
論
文
／
人
口
減
少
の
克

服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
域
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
７
月
号
№
３
９

７
、
ｐ
２
〜
５

（
注
４
）
葛
西
芳
枝
、
小
松
亜
紀
子
、
金
岡
省
吾
、
尾
山
真
、
伊
藤

大
志
、
市
村
恒
士
（
２
０
２
３
）
＝
地
域
課
題
解
決
型
学
習
に
よ

る
高
校
生
の
地
域
に
対
す
る
意
識
・
進
路
決
定
要
因
へ
の
影
響
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
86
（
５
）、
５
９
５

−

６
０
０

図３　2022 年 11 月 25 日（金）紀伊民報

図４　地域課題解決学習による高校生の意識構造モデル
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特 集
人
口
減
少
の
根
本
課
題
「
仕
事
」

人
口
減
少
は
日
本
全
国
の
地
方
に
お
け
る
課
題
で
す

が
、
中
で
も
秋
田
県
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
深
刻
な
地
域
で

す
。
こ
の
課
題
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、
ど
の
地

域
も
解
決
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

特
に
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
の
が
「
若
者
の
流
出
」、
つ
ま
り
進
学
や
就
職
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
地
元
を
離
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
戻
っ
て

こ
な
い
こ
と
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
に
か
ほ
市
出
身
の
方
だ
と
特
に
「
魅
力
的
な
職

場
が
少
な
い
」
と
い
う
理
由
が
多
い
そ
う
で
す
。
に
か
ほ

市
は
、
行
政
と
し
て
こ
の
現
状
を
受
け
止
め
、
自
分
た
ち

で
仕
事
を
作
る
こ
と
や
、
新
し
い
職
場
や
文
化
が
生
ま
れ

る
よ
う
、「
起
業
創
業
」
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
を
作
れ

な
い
か
、
と
い
う
考
え
に
至
り
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
廃
校
と
な

っ
た
小
学
校
を
利
活
用
し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
わ
く
ば
に

か
ほ
」
と
い
う
施
設
で
す
。

◆◆◆

一
般
社
団
法
人
ロ
ン
ド
が
運
営
す
る「
わ
く
ば
に
か
ほ
」

で
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、

会
議
室
と
い
っ
た
仕
事
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
、
起

業
へ
の
興
味
喚
起
を
促
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
挑
戦
や
評
価

を
得
ら
れ
る
機
会
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
、
プ
ラ
ン
の
実
現
や
実
験
に
向
け
て
専
門
家
が
伴
走
す

る
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
内
外
へ
の
発

信
の
場
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

「
仕
事
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

起
業
創
業
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

起
業
し
て
分
か
る
課
題
と
必
要
な
策

こ
れ
ま
で
の
秋
田
県
内
に
お
い
て
、
起
業
促
進
や
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
単
一
の

施
策
を
提
供
す
る
施
設
や
事
業
は
点
在
し
て
い
ま
し
た

が
、「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

や
課
題
に
一
挙
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。私
は
大
学
４
年
生
の
時
に
起
業
し
て
お
り
、

◆◆◆

実
体
験
と
し
て
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
や
会
社
は
、

規
模
が
広
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
段
階
的
に
新
し
い
課
題

が
現
れ
て
き
ま
す
。
特
に
起
業
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、

と
て
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
新
し
い
課
題
が
現
れ
、
比
例
し

て
意
思
決
定
と
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
る
た
め
、
単

一
の
施
策
で
は
解
決
策
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
他
地
域
よ

り
も
人
口
減
少
が
進
み
、
有
力
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
母
数
が

少
な
い
秋
田
に
お
い
て
、
地
域
の
未
来
を
担
え
る
起
業
家

や
人
材
が
輩
出
す
る
た
め
に
は
、
人
材
発
掘
か
ら
育
成
、

起
業
、
そ
し
て
そ
の
後
の
事
業
展
開
に
お
け
る
伴
走
支
援

ま
で
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
浸
透
さ
せ
る
組
織

包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
支
援

す
る
た
め
の
体
制
」と
、「
施
設
を
運
営
す
る
た
め
の
体
制
」

◆◆◆

わくばにかほコワーキングスペース

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

一
般
社
団
法
人
ロ
ン
ド

（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）

―
起
業
創
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
―

東
北
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
に金

子
　
晃
輝

一
般
社
団
法
人
ロ
ン
ド
代
表
理
事
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の
二
つ
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
起
業
初

期
段
階
の
実
体
験
が
あ
り
悩
み
を
共
有
で
き
る
起
業
家

や
、
起
業
家
育
成
に
特
化
し
た
機
関
、
公
共
機
関
、
投
資

家
や
金
融
機
関
、
先
進
企
業
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

や
組
織
と
の
連
携
を
図
り
、
必
要
な
解
決
策
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
各
所
と
連
携

を
取
れ
る
よ
う
、
適
切
に
動
い
て
い
け
ば
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
難
し
い
の
は
後
者
で
す
。

「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
の
企
画
・
設
計
は
株
式
会
社
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
運
営

は
稼
働
に
あ
た
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
一
般
社
団
法
人
ロ
ン

ド
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
地
域
の
意
義
の
あ
る
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
に
根
差
し
た
組
織
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
組
織
作
り
に
は
、
地
域
の
内
と

外
の
両
方
の
人
材
で
構
成
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
近
い
距
離
、
遠
い
距
離
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

分
か
る
課
題
や
解
決
案
を
合
わ
せ
、
適
切
に
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
起
業
家
や
地
域
か

ら
特
定
の
課
題
が
現
れ
た
時
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
解
決
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
や
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
制

作
、
文
化
継
承
な
ど
、
各
人
材
の
専
門
ス
キ
ル
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
地
域
に
密
着
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

一
部
と
し
て
貢
献
で
き
る
施
設
や
組
織
は
、
秋
田
県
に
お

い
て
は
他
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
変
化
を
連
鎖
さ
せ
る

「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
は
２
０
２
１
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
企
業
が
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
は
、オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
に
埋
ま
り
ま
し
た
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
個
人
法
人
問
わ
ず
月
額
で
の

利
用
契
約
が
で
き
、
登
記
も
可
能
で
す
。
２
０
２
３
年
３

月
末
日
の
時
点
で
、
施
設
全
体
と
し
て
11
社
の
起
業
創
業

支
援
を
行
い
、
年
間
２
０
０
０
人
以
上
が
来
訪
し
て
い
ま

す
。
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
、
８
人
の

起
業
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
起
業
目
的
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
人
数
の
多
い
会
議
や
、
地
域

◆◆◆

の
イ
ベ
ン
ト
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
場
所
と
し
て
の
個
人
の

利
用
、
休
憩
場
所
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
人
が
集
ま
る
場

所
と
し
て
徐
々
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
起
業
創
業
支
援
を

目
的
に
作
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
起
業

の
文
脈
だ
け
で
の
評
価
を
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
浸
透
し
て
い
き
、「
仕

事
」
や
「
起
業
」
に
対
し
て
い
つ
も
と
少
し
違
っ
た
視
点

を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
小
さ
な
変
化
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
次
第
に
大
き
な
変
化
の
波
に
成
長
す
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

起
業
支
援
を
皮
切
り
に
ま
ち
に
変
革
を

に
か
ほ
市
は
、
立
地
条
件
と
し
て
は
不
利
な
場
所
に
あ

り
、
ど
れ
だ
け
優
れ
た
施
設
を
作
り
込
ん
で
も
地
域
外
か

ら
の
利
用
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
は
拭
え
ま
せ
ん
。
県
内
だ
け

で
考
え
て
も
、
例
え
ば
秋
田
市
か
ら
は
車
で
１
時
間
か
か

り
、
そ
れ
よ
り
北
側
の
地
域
か
ら
は
２
時
間
以
上
も
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
一
部
と
し
て
貢
献
し

て
い
く
に
は
、
地
域
内
と
地
域
外
両
方
の
利
用
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
認
知
を
広
げ

る
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
誘
致
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
今
後
は
首
都
圏
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
起
業
家
を
中

心
に
、
い
か
に
訴
求
で
き
る
か
が
成
長
の
鍵

と
な
り
ま
す
。
既
に
外
部
連
携
を
図
っ
て
、

施
策
を
遂
行
中
で
す
が
、
起
業
を
軸
に
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で
利
用
者
を
獲
得
し
て
い

き
、「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
を
よ
り
人
の
集
ま

る
場
所
に
し
、
地
域
の
心
の
拠
り
所
と
す
る

こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
。

◆◆◆
地域内外のプレイヤーがつながる Hatch！

クリエイターズマーケットの様子

にかほ市やジェイアール東日本企画などが開催する第 3 回
Hatch！ビジネスプランコンテストのファイナリスト

わくばにかほ外観
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小
川
　
悟

一
般
社
団
法
人
ま
ち
のtoolbox  

統
括
部
長

活
動
の
背
景

私
た
ち
一
般
社
団
法
人
ま
ち
のtoolbox

で
は
、
都
留

市
の
織
物
文
化
の
継
承
と
担
い
手
の
育
成
の
た
め
、「
ほ

ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
題
し
、
地
域
の
伝
統
織
物
「
ほ
ぐ
し
織
」
を
用
い

た
「
手
作
り
洋
傘
教
室
」
の
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

都
留
市
は
、
富
士
山
に
ほ
ど
近
い
山
梨
県
東
部
に
位
置

す
る
人
口
３
万
人
ほ
ど
の
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
古
く

か
ら
城
下
町
の
歴
史
を
持
ち
山
梨
県
東
部
地
域
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
当
時
の

主
な
産
業
は
織
物
産
業
で
、
江
戸
時
代
に
は
郡
内
織
の
名

は
日
本
全
国
に
知
ら
れ
、
大
勢
の
商
人
が
都
留
の
ま
ち
に

集
ま
り
大
変
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
近
年
で

は
消
費
者
の
需
要
の
変
化
や
安
価
な
繊
維
素
材
の
登
場
に

よ
っ
て
、
織
物
業
か
ら
業
態
転
換
を
す
る
企
業
が
多
く
な

り
、
市
内
の
主
要
な
織
物
事
業
者
は
、
傘
事
業
者
１
社
と

ネ
ク
タ
イ
事
業
者
１
社
を
含
む
数
社
の
み
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

さ
ら
に
傘
に
つ
い
て
は
、「
ほ
ぐ
し
織
」
と
い
う
郡
内

織
の
中
で
も
〝
超
絶
技
巧
〟
と
言
わ
れ
る
高
度
な
技
術
を

も
と
に
製
作
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
都
留
市
に
そ
の
よ
う
な

高
い
技
術
力
を
持
つ
事
業
者
が
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

な
い
課
題
、
ま
た
、
傘
の
組
み
立
て
は
関
西
の
事
業
者
が

行
っ
て
お
り
生
産
の
一
貫
体
制
が
地
域
に
整
っ
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
伝
統
織
物
復
興
の
た
め
始

ま
っ
た
の
が
「
ほ
ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
し
た
。

傘
作
り
の
担
い
手
育
成
と
拠
点
整
備

「
ほ
ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
そ
ん
な
地
域
の
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
た
都

留
市
の
織
物
協
会
の
方
か
ら
の
相
談
に
よ
り
、
２
０
２
１

年
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
織
物
復
興
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
項
目
は
三
つ
で
、
①
地
域

の
生
産
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
傘
作
り
の
担
い
手
育
成

◆◆◆

②
傘
を
作
る
工
房
や
傘
職
人
の
育
成
を
す
る
た
め
の
拠
点

の
整
備
③
地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
傘
の
開
発
。
こ
の
３
点
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
の
は
、担
い
手
育
成
の
た
め
の「
ほ

ぐ
し
織
・
手
作
り
洋
傘
教
室
の
開
催
」
と
工
房
・
教
室
と

し
て
の
「
拠
点
の
整
備
」
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
の
が

「
ほ
ぐ
し
織
・
手
作
り
洋
傘
教
室
」
で
す
。
地
域
で
傘
作

り
の
一
貫
生
産
体
制
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
の
織
物
事
業

者
の
方
を
講
師
に
招
き
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

傘
作
り
教
室
で
は
、
実
際
に
ほ
ぐ
し
織
を
用
い
て
、
生

地
の
断
裁
、
縫
製
、
部
品
作
り
、
組
み
立
て
、
仕
上
げ
ま

で
の
工
程
の
全
て
を
受
講
生
の
方
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
傘
作
り
が
は
じ
め
て
の
方
ば
か
り
で
す

の
で
、
傘
作
り
の
工
程
の
難
易
度
に
合
わ
せ
、
裁
断
・
縫 ほぐし織の洋傘

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

一
般
社
団
法
人

ま
ち
のtoolbox

（
山
梨
県
都
留
市
）

―
手
作
り
傘
を
「m

ade in

都
留
」
の
ブ
ラ
ン
ド
に
―

ほ
ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
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製
さ
れ
た
生
地
の
組
み
立
て
の
み
に
取
り
組
む
「
練
習
傘

作
り
」、
生
地
選
び
を
含
む
裁
断
か
ら
全
て
を
取
り
組
む

「
本
番
傘
作
り
」
と
ス
テ
ッ
プ
を
設
け
て
、
初
心
者
の
方

に
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
「
こ
ん
な
に
難
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
…
」

と
傘
用
の
専
用
ミ
シ
ン
に
悪
戦
苦
闘
を
し
て
い
た
受
講
生

の
方
々
も
、
講
座
の
終
盤
に
は
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
な
ん

て
！
」「
も
っ
と
作
っ
て
み
た
い
！
」
と
毎
回
、
満
足
の

声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
講
座
開
始
以
来
、
第
１
期
、
第
２
期
と

こ
れ
ま
で
25
人
を
超
え
る
地
域
の
方
々
に
受
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
３
期
を
迎
え
る
今
年
も
既
に
８
人
の
受
講
生

に
傘
作
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

先
輩
に
よ
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

傘
教
室
が
修
了
し
て
も
、
す
ぐ
に
商
品
と
し
て
出
せ
る

レ
ベ
ル
の
能
力
が
習
得
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

継
続
し
て
傘
作
り
の
技
術
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
傘

教
室
で
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
傘
教
室
の
卒
業
生
が
、
今
度
は

傘
作
り
講
師
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
受
講
生
の
指
導
補
助
に

ま
わ
る
仕
組
み
で
す
。
講
師
の
方
に
指
導
方
法
を
聞
き
な

が
ら
先
輩
が
後
輩
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
力
が

高
ま
る
だ
け
で
な

く
、
受
講
生
側
も

先
輩
の
あ
た
た
か

い
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
こ
と
で
く

じ
け
な
い
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
１
期

生
６
人
、
２
期
生

２
人
の
サ
ポ
ー
タ

ー
が
お
り
、
サ
ポ

ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー

同
士
で
も
活
発
に

傘
作
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
や
連
携

を
す
る
な
ど
期
を

超
え
た
縦
の
交
流

が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

◆◆◆

築
１
０
０
年
超
の
古
民
家
を
工
房
に

次
に
、
ま
ち
のtoolbox

で
は
傘
作
り
の
で
き
る
「
拠

点
整
備
」
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

人
材
育
成
の
他
、
傘
作
り
を
専
用
で
で
き
る
工
房
が
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
必
要
で
す
。
当
初
は
市
内
の
交
流
施

設
を
お
借
り
し
教
室
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２

２
年
第
２
期
教
室
開
催
を
前
に
、
市
内
の
築
１
０
０
年
を

超
え
る
空
家
を
購
入
し
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
20
年
以
上
空

家
で
あ
っ
た
古
民
家
が
、
傘
教
室
の
会
場
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
受
講
生
・
卒
業
生
の
交
流
の
場
や
売
り
物
の
傘
を

作
る
た
め
の
工
房
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
そ
こ
で
製
作
さ
れ
た
傘
や
地
域
で
製
作
さ
れ
た
郡
内

織
の
商
品
を
目
で
見
て
触
っ
て
購
入
で
き
る
場
に
し
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「m
ade in

都
留
」
の
傘
を
作
り
た
い
！

幸
い
な
こ
と
に
本
活
動
は
、
山
梨
県
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
新
聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
第
３
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
傘
の
開
発
」
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。「
城
下
町
の
歴
史
」
と
い
う
都
留
市
な
ら
で
は
の

特
徴
を
取
り
入
れ
た
ほ
ぐ
し
織
の
傘
を
開
発
し
、
傘
作
り

教
室
の
卒
業
生
た
ち
が
製
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

仕
事
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
で

生
ま
れ
た
傘
職
人
た
ち
が
作
る
「m

ade in

都
留
」
の
傘

を
全
国
の
方
々
に
愛
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な

想
い
で
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

伝統の「ほぐし織」を使った傘教室の全員写真（2022 年第２期）

傘教室の様子
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過
疎
指
定
の
観
光
地

私
の
故
郷
は
松
江
市
美
保
関
町
美
保
関
。
え
び
す
様
の

総
本
宮
「
美
保
神
社
」
を
中
心
に
栄
え
た
港
町
で
す
。
古

く
か
ら
交
易
で
栄
え
、
廻
船
問
屋
が
軒
を
連
ね
た
「
青
石

畳
通
り
」
な
ど
、
古
き
良
き
時
代
が
色
濃
く
残
り
ま
す
。

こ
の
地
で
旅
館
を
営
む
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
時
代
を

広
島
で
過
ご
し
、
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
。
故
郷
の
稼

業
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
都
会
の
生
活
を
謳
歌
し
て
い

ま
し
た
。
妻
は
Ｉ
Ｔ
企
業
の
時
の
同
期
で
す
。

帰
郷
当
時
既
に
、
全
国
の
中
山
間
地
と
同
様
、
美
保
関

は
過
疎
化
が
進
み
、
宿
や
商
店
の
数
も
激
減
。
さ
ら
な
る

過
疎
化
が
進
む
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
の
た
だ
中
に
あ
り
ま
し

た
。
閑
散
と
な
っ
た
青
石
畳
通
り
は
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い

を
知
る
人
に
は
さ
み
し
い
風
景
と
な
り
、
訪
れ
る
人
か
ら

の
「
い
い
素
材
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
…
」
と
い
う
声
を

聞
く
機
会
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

図
ら
ず
も
旅
館
を
継
ぐ
事
に
な
っ
た
私
で
す
が
、
稼
業

の
傍
ら
、
数
多
く
の
地
域
団
体
や
青
年
団
体
に
属
し
、
地

◆◆◆

域
の
活
性
化
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
起
こ

せ
ば
そ
の
期
間
は
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
平
素
は
閑
散
と
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、
宿
や
商
店
が
軒
を
連
ね

る
通
り
を
復
活
さ
せ
た
い
想
い
と
裏
腹
に
、
現
状
を
覆
す

手
立
て
に
は
限
界
を
感
じ
て
い
た
の
も
否
め
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
で
「
旅
館
を
盛
り
立
て
る
こ
と
こ
そ
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
話
を
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

宿
を
通
し
て
の
地
域
活
性
化

そ
の
後
、
旅
館
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
考
え
、

実
行
す
る
繰
り
返
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
失
敗
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
成
功
事
例
を
年
代
順
に
並
べ
て

み
ま
す
。

①
花
嫁
行
列
の
復
活

帰
郷
後
、
私
た
ち
夫
婦
の
婚
礼
を
美
保
神
社
・
美
保
館

本
館
で
行
い
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
。　
　

本
館
は
明
治
時
代
の
古
建
築
。
高
度
成
長
期
に
新
館
ビ

◆◆◆

ル
を
建
て
て
か
ら

約
30
年
間
、
休
館

状
態
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
先
々

代
、
先
代
と
こ
の

建
物
の
復
活
を
考

え
、
保
存
に
注
力

し
て
い
ま
し
た
。

新
郎
新
婦
と
し
て

婚
礼
を
体
験
し
た

私
た
ち
夫
婦
は
強

烈
な
感
動
を
覚

え
、
早
速
商
品
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
雅
楽
と
供
に
参

進
す
る
花
嫁
行
列
と
本
館
貸
切
の
披
露
宴
は
口
コ
ミ
で
広

が
り
、
数
年
後
に
は
年
20
回
を
超
え
る
反
響
と
な
り
ま
し

た
。
１
日
１
組
限
定
で
す
の
で
、
春
秋
は
ほ
ぼ
毎
週
末
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
参
列
し
た
人
を
新
た
に
新
郎
新
婦
と

し
て
迎
え
る
好
循
環
や
、
宴
会
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
会
議
や
展

示
会
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
旅
行
）
利
用
な
ど
の
需
要
も
生
ま

れ
ま
し
た
。
婚
礼
事
業
へ
の
参
入
は
美
保
館
本
館
が
息
を

吹
き
返
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

②
本
館
で
の
朝
食
の
提
供

本
館
の
魅
力
は
必
ず
お
客
様
に
響
く
！
と
の
想
い
は
強

ま
り
、
本
館
で
の
朝
食
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
朝
の
シ

ス
テ
ム
全
体
を
別
棟
に
移
動
す
る
大
改
革
で
し
た
が
、
顧

客
満
足
度
が
向
上
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
露
出
や
メ
デ
ィ
ア
取

材
が
増
え
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
を
生
み
ま
し
た
。

③
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
と
Ｉ
Ｔ
合
宿

そ
ん
な
折
、
島
根
大
学
の
学
生
さ
ん
か
ら
弦
楽
四
重
奏

美保館本館と青石畳通り

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

美
保
館
（
島
根
県
松
江
市
）

―
古
建
築
で
の
婚
礼
、ラ
イ
ブ
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
も
―

宿
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
づ
く
り

定
秀
　
陽
介

旅
館 

美
保
館
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の
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
と
し
て
の
本
館
ア
ト
リ
ウ
ム
の
利

用
希
望
が
入
り
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
端
で
数
々
の

コ
ン
サ
ー
ト
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
す
る
ま
で

に
35
回
の
開
催
を
敢
行
、
展
示
会
や
講
演
、
松
江
市
が
力

を
入
れ
て
い
た
Ｉ
Ｔ
合
宿
の
舞
台
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

④
空
き
家
再
生
と
古
民
家
Ｂ
Ａ
Ｒ
の
展
開

島
根
大
学
総
合
理
工
学
部
の
地
域
調
査
に
協
力
す
る
中

で
、
街
並
み
に
空
き
家
や
空
地
が
増
え
、
往
時
の
雰
囲
気

が
消
え
つ
つ
あ
る
危
機
を
痛
感
し
ま
す
。
同
時
期
に
総
務

省
の
地
域
循
環
型
補
助
金
の
存
在
を
知
り
、
所
有
す
る
廻

船
問
屋
時
代
の
古
民
家
４
軒
を
貸
切
宿
に
、
本
館
ア
ト
リ

ウ
ム
の
支
度
部
屋
を
Ｂ
Ａ
Ｒ
に
改
修
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
→
観
光
・
散
策
→
食
事
→
Ｂ
Ａ
Ｒ
→
宿
泊
→
朝
食

→
参
拝
の
一
日
の
流
れ
の
全
て
の
合
間
に
徒
歩
移
動
が
必

要
と
な
る
「
ま
ち
歩
き
」
の
形
を
作
り
ま
し
た
。
閑
散
と

し
て
い
た
通
り
に
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
地
域
の
売
店
や

飲
食
店
の
利
用
も
自
然
と
増
え
ま
し
た
。

趣
の
異
な
る
古
民
家
貸
切
宿
群
は
単
価
向
上
と
新
た
な

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
貸
切
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
、
苦
し
い
中
で
も
営
業
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑤
キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設

コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ウ
ト
ド
ア
需
要
の
高
ま
り
を
感
じ
、
キ

ャ
ン
プ
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
ヤ
ギ
を
購
入
し
て
荒
地

を
除
草
し
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
の
仲
間
の
協
力
で

整
地
や
芝
張
り
を
進
め
る
な
ど
、
ほ
ぼ
手
作
り
で
敷
地
を

造
成
。
全
方
向
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
完

成
し
ま
し
た
。

売
り
上
げ
は
小
さ
い
で
す
が
３
年
間
右
肩
上
が
り
の
成

長
を
続
け
て
お
り
、
日
帰
り
入
浴
な
ど
の
相
乗
効
果
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
ヤ
ギ
さ
ん
も
人
気
と
な
り
、
訪
れ
る
人

に
癒
し
を
与
え
て
い
ま
す
。

⑥
観
光
庁 
高
付
加
価
値
化
事
業

２
０
２
２
年
、
美
保
関
地
域
は
観
光
庁
の
高
付
加
価
値

化
補
助

金
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
美
保
関
。

廃
墟
ビ
ル
の
撤
去
や
、
既
存
施
設
改
修
な
ど
計
10
施
設
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
当
館
で
も
３
施
設
を
改
修
し
、

旅
館
部
＋
古
民
家
宿
５
棟
、
商
店
１
棟
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

運
営
し
て
お
り
ま
す
。

⑦
地
域
の
産
物
の
商
品
化

帰
郷
し
て
板
場
修
行
し
て
い
た
時
期
に
、
地
元
漁
師
さ

ん
か
ら
教
わ
っ
た
郷
土
料
理
の
「
鯖
塩
辛
」
が
評
判
に
な

り
商
品
化
。
水
産
加
工
業
と
し
て
「
㈱
松
田
十
郎
商
店
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
平
安
末
期
の
定
秀
家
初
代
「
藤
原

朝
臣
松
田
十
郎
定
秀
」
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

本
当
の
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
へ

企
業
と
し
て
の
取
り
組
み
を
列
挙
し
ま
し
た
が
、行
政
、

観
光
協
会
、
商
工
会
な
ど
の
施
策
の
影
響
も
大
き
く
、
年

間
20
万
人
だ
っ
た
美
保
神
社
の
入
込
客
数
は
こ
こ
10
年
間

で
60
万
人
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
客
の
減

少
が
著
し
い
中
、
旅
館
の
宿
泊
者
数
も
堅
調
に
維
持
し
て

お
り
、
地
元
雇
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
美
保
関
で
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
登
録
を

目
指
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
古
き
良
き
時
代
の

面
影
を
し
っ
か
り
と
残
し
つ

つ
、
多
く
の
参
拝
客
が
ま
ち
を

周
遊
し
、
そ
こ
に
新
た
な
商
店

が
参
入
し
、
あ
る
い
は
移
住
者

が
増
え
て
い
く
。
そ
ん
な
未
来

を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

本館でのコンサート

古民家 BAR の様子

貸切古民家の１軒

花嫁行列
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て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
に
お
い

て
も
「
当
面
の
重
点
検
討
課
題
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
（
令
和
５
年
６
月

16
日
閣
議
決
定
）
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

以
下
、創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
詳
し
く
解
説
す
る
。

創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
た 

支
援
メ
ニ
ュ
ー

①
事
業
の
企
画
段
階

ま
ず
、
事
業
の
企
画
段
階
は
、
創
業
の
意
思
は
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
か

を
検
討
す
る
段
階
の
支
援
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
関

係
者
間
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
関
係
者
に
対
す
る
研
修
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
等
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援

等
事
業
計
画
の
作
成
に
係
る
経
費
（
委
託
費
や
会
議
費

等
）、
関
係
者
の
打
合
せ
に
係
る
経
費
（
会
議
費
や
謝
金

等
）、
研
修
に
係
る
経
費
（
謝
金
や
会
議
費
等
）
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
自
治
体
が
実
施
す
る
案
件

募
集
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係
者
が
登
壇
し
、

地
域
金
融
機
関
や
投
資
家
等
か
ら
の
資
金
提
供
を
募
る
よ

う
な
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
（
起
業
家
や
投
資
会
社
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
機
会
）
の
開
催
、
学
生
や
若

手
起
業
家
を
対
象
と
し
て
行
う
起
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
想
定
さ
れ
る
。

令
和
４
年
度
に
制
度
を
検
討
す
る
過
程
で
は
、
地
域
の

創
業
状
況
を
自
治
体
自
身
が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
一
方

で
創
業
者
も
、
自
治
体
に
相
談
へ
行
く
機
会
が
少
な
い
と

の
意
見
が
自
治
体
や
金
融
機
関
等
の
間
に
散
見
さ
れ
た
。

今
回
ご
紹
介
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

制
度
」
は
、
こ
れ
ま
で
総
務
省
で
実
施
し
て
き
た
創
業
支

援
に
係
る
取
り
組
み
を
令
和
５
年
度
か
ら
再
編
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
資
す
る
事
業
の
企
画
段
階
か
ら
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
段
階
ま
で
、
国
費
・
地
方
財
政
措
置
に
よ
り
一

気
通
貫
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
制
度
の
総
称
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
新
た
に
拡
充
し
た
地
方
財
政
措
置
の
内

容
を
中
心
に
解
説
す
る
。
各
自
治
体
の
地
域
課
題
の
解
決

に
当
た
り
、本
制
度
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
る
。

制
度
創
設
の
背
景

岸
田
政
権
で
は
、
令
和
４
年
を
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創

出
元
年
」
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
振
興
を
強
力
に
推

進
し
て
お
り
、
資
本
主
義
の
持
続
可
能
性
と
強
靱
（
き
ょ

う
じ
ん
）
性
を
高
め
、
全
て
の
人
が
成
長
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
場
だ
け
で
は
進
み
に
く
い

分
野
で
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
を
、
官
民
挙
げ
て

大
規
模
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

創
業
形
態
を
分
析
し
て
み
る
と
、
融
資
や
大
規
模
投
資

を
必
要
と
し
な
い
創
業
が
多
数
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
地
域

経
済
の
活
性
化
等
に
資
す
る
も
の
も
多
く
あ
る
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
に
お
い
て
従
来
か
ら
実
施
し
て
き

た
ロ
ー
カ
ル
１
０
，
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
す

る
設
備
投
資
以
外
に
も
支
援
の
射
程
を
広
げ
、
地
域
資
源

を
活
用
し
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
小
規
模
創
業
を
支

援
し
、
地
域
発
の
経
済
好
循
環
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る（
資
料
１
）。
具
体
的
に
は
、ロ
ー
カ
ル
１
０
，

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
地
方
財
政
措
置
等
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
、
事
業
の
企
画
・
立
ち
上
げ
準
備
・
立
ち
上
げ
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
各
段
階
に
お
い
て
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
幅
広
く
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
（
資
料
２
）。

ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
に
つ
い

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

�

支
援
制
度
に
つ
い
て

特 集
副基調論文

―
企
画
段
階
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
段
階
ま
で
―

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

萩
原
　
啓

前
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ 

地
域
政
策
課
理
事
官
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新
た
に
拡
充
し
た
措
置
も
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
治

体
が
地
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
状
況
に
関
し
て
主
体
的

に
状
況
把
握
・
支
援
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

②
事
業
の
準
備
段
階

次
に
、
事
業
の
準
備
段
階
は
、
事
業
構
想
を
決
定
し
た

後
の
手
続
き
段
階
の
支
援
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
地

域
資
源
の
活
用
方
法
の
分
析
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討

の
ほ
か
、
事
業
開
始
を
見
据
え
て
法
人
設
立
の
手
続
き
や

オ
フ
ィ
ス
借
入
れ
等
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
資
源
の
発
掘
や
活
用
方
法
の
分
析
に

係
る
経
費
（
委
託
費
や
会
議
費
等
）、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
の
た
め
の
調
査
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
経
費
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
法
人
設
立
等
に
係
る
経
費

（
定
款
や
登
記
簿
、
社
会
保
険
・
税
務
関
係
書
類
作
成
等
）

や
、オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
等
に
係
る
経
費（
上
限
１
０
０
万
円
）

に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

創
業
時
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に
み
れ

ば
当
座
の
運
転
資
金
が
必
要
で
あ
る
が
、
性
質
別
に
分
析

す
る
と
、
概
ね
不
動
産
の
賃
借
料
、
登
記
等
の
事
務
費
、

人
件
費
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
小
規
模
創
業
支

援
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
の
で
、
特
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
料
、
司
法
書
士
等
に
委

託
す
る
登
記
等
の
経
費
を
対
象
と
し
て
措
置
の
拡
充
を
行

う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

③�

事
業
の
立
ち
上
げ
段
階

事
業
の
立
ち
上
げ
段
階
に
関

し
て
は
、
事
業
計
画
を
具
体
化

す
る
段
階
の
支
援
で
あ
る
。
こ

の
段
階
で
は
、
設
備
投
資
を
行

う
の
か
ど
う
か
、
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す

る
か
等
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

動
向
調
査
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ

ィ
ス
タ
デ
ィ
（
事
業
化
の
可
能

性
調
査
）
等
を
行
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
商
品
化
可
能
性

調
査
や
需
要
動
向
調
査
に
係
る

経
費
（
調
査
費
や
委
託
費
）、

収
支
計
画
書
や
初
期
投
資
計
画

書
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
係

る
経
費
（
調
査
費
や
委
託
費
）、

実
施
計
画
書
の
作
成
に
係
る
経

費
（
委
託
費
や
会
議
費
等
）
に

つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
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ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
設
備
投
資
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
総
務
省

が
展
開
す
る
国
費
事
業
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
１
０
，
０
０

０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
24
年
度
創
設
）が
挙
げ
ら
れ
る（
資

料
３
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
先

進
的
で
持
続
可
能
な
事
業
で
あ
っ
て
、
地
域
経
済
の
循
環

効
果
（
地
域
に
投
資
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
地
元
の
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
、
地
元
の
原
材
料
を
活
用
す
る
こ
と

等
）
を
創
出
す
る
見
込
み
の
あ
る
地
域
密
着
型
の
事
業
に

対
し
、
国
、
地
方
、
地
域
金
融
機
関
等
の
支
援
策
を
講
じ
、

そ
の
初
期
費
用
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
て
、
円
滑
な
事

業
立
ち
上
げ
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
融
資
元
と
な
る
地
域
金
融
機
関
等
に
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
）
や
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
す
る

場
合
の
自
治
体
融
資
も
対
象
と
し
、
資
金
供

給
元
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
申
請
書
類
の

記
載
様
式
も
極
力
簡
素
化
、
記
載
例
も
幅
広

く
お
示
し
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
則
無
担
保・

無
保
証
（
交
付
金
事
業
で
取
得
す
る
財
産
に

関
し
て
は
担
保
権
設
定
可
能
）
の
融
資
を
条

件
と
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、

信
用
保
証
協
会
等
の
保
証
付
き
融
資
も
対
象

と
し
て
い
る
（
経
営
者
保
証
は
不
可
）。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
く
の
自
治

体
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
優
良
事
例

等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

④�

事
業
立
ち
上
げ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
立
ち
上
げ
後
、
事
業
の
分
析
や
再
構

築
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

諸
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
創
業
さ
れ
た
事
業

が
必
ず
し
も
順
調
に
成
長
す
る
訳
で
は
な
く
、
創
業
後
も

資
金
繰
り
や
事
業
計
画
の
見
直
し
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
発
生
す
る
。
そ
の
際
に
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
へ
の
委
託
、

商
工
会
等
の
経
営
指
導
員
と
連
携
し
て
課
題
分
析
等
を
行

い
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
た
支
援
措
置
は
、
産
業
競

争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
等
事
業
計
画
を
策
定
し

た
市
区
町
村
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
計
画
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
６
月
23
日
の
改
正
法
第
11
回
認
定

ま
で
に
、
１
３
２
０
件
（
47
都
道
府
県
、
１
４
７
９
市
区

町
村
）
が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
多
く
の
自

治
体
に
も
策
定
い
た
だ
い
て
い
る
。
総
務
省
は
共
管
で
あ

る
中
小
企
業
庁
等
と
と
も
に
、
全
市
区
町
村
に
よ
る
計
画

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
支
援
措
置

①
ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
制
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
り
自
治
体
が
起
業
家
を
支
援
す
る
際
に
活
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
（
資
料
４
）。
本
制
度
は
、
起
業

家
の
事
業
立
ち
上
げ
の
初
期
投
資
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
自
治
体
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
補
助
す
る
額
を

超
え
な
い
範
囲
で
行
う
補
助
等
に
対
し
て
特
別
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
現
状
、
幅
広
い
地
域
で
本
制

度
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
自
治
体

が
地
方
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
起
業
家
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
関
係
人
口
獲
得
に
も
つ
な
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す
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
地
域
内
の
人
材
で
完
結

さ
せ
る
仕
組
み
も
重
要
で
あ
る
。

地
域
企
業
に
お
い
て
も
人
手
不
足
が
課
題
に
な
る
中
、

育
児
等
で
短
時
間
の
業
務
、
柔
軟
な
働
き
方
を
希
望
す
る

よ
う
な
多
様
な
人
材
が
い
る
な
ど
、
顕
在
化
し
て
い
な
い

働
き
手
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
の
意
思
疎
通
も
一
般
的
に
な
っ
て

お
り
、
幅
広
い
働
き
方
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

が
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
活
用
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

②
地
域
企
業
人
材
支
援
事
業

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
等
は
地
域
の
資

源
を
生
か
し
地
域
の
「
し
ご
と
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
主

眼
に
置
い
て
い
る
が
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す

上
で
は
、
地
域
の
「
し
ご
と
」
を
地
域
外
に
外
部
委
託
等

本
措
置
は
自
治
体
が
行
う
地
域
人
材
と
地
域
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
要
す
る
経
費
（
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
構
築
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
等
）
を
特
別
交
付
税
措
置
に
よ
り
支
援
す

る
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
講
じ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る

が
、今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（
資
料
５
）。

お
わ
り
に

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
制
度
は
、
ご
紹
介
し

た
と
お
り
、
自
治
体
が
単
独

事
業
で
行
う
地
域
の
創
業
支

援
を
幅
広
く
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
の

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
創
業
費
用
50
万

円
以
下
の
創
業
が
全
体
の
82

％
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な

設
備
投
資
や
融
資
を
必
要
と

し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
数
と
な

っ
て
い
る
。
政
府
全
体
で
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
推
進
し
て

い
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
地

域
密
着
型
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
支
援
し
、
地
域
発
の
経

済
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
各
自
治
体

に
お
い
て
は
、
本
制
度
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
。
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小
松
市
の
概
要

小
松
市
は
、
石
川
県
西
南
部
に
広
が
る

豊
か
な
加
賀
平
野
の
中
央
に
位
置
し
、
産

業
都
市
と
し
て
発
展
し
、
南
加
賀
の
中
核

を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
東
に
は
霊
峰

白
山
が
そ
び
え
、
そ
の
裾
野
に
は
緑
の
丘

陵
地
、
そ
し
て
田
園
、
平
野
が
広
が
り
、

そ
れ
を
縫
う
よ
う
に
梯

か
け
は
し

川が
わ

が
流
れ
日
本

海
に
注
い
で
い
ま
す
。

市
内
に
は
北
陸
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る

小
松
空
港
が
立
地
し
、
国
内
外
の
都
市
と

接
続
し
て
い
る
ほ
か
、
国
際
貨
物
定
期
便

が
運
行
さ
れ
、
国
際
物
流
拠
点
と
し
て
の

機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
３

月
に
は
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
よ
り
新
幹

線
小
松
駅
が
開
業
し
、
北
陸
屈
指
の
交
通

結
節
点
と
し
て
の
機
能
が
一
段
と
高
ま
り

ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る 

活
動
の
課
題

本
市
で
は
、多
様
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。。
市
内
に
は

２
４
５
の
町
内
会
が
組
織
さ
れ
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
す
る
自
主
的
・
自

発
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
や
団
体
、
そ
し
て
、
多

種
多
様
な
目
的
に
基
づ
き
市
民
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
活
動

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

も
、
各
種
支
援
制
度
・
補
助
制
度
等
を
整

備
し
て
お
り
、
地
域
活
動
の
活
性
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
齢
化
や
頻
発
す
る
自
然
災
害

な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
解
決
に
向
け
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
、

役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
の
課
題

も
見
ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
の
重
要
性
は
一

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
地
域
の
課
題
解
決

力
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活

性
化
に
向
け
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域

の
こ
と
を
考
え
、広
く
自
由
に
話
し
合
い
、

課
題
を
〝
自
分
ご
と
化
〟
し
、
地
域
づ
く

り
に
参
画
す
る
流
れ
を
作
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、「
対
話
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

本
事
業
で
は
、
①
未
来
志
向
で
地
域
に

つ
い
て
考
え
、
対
話
す
る
場
を
つ
く
る
こ

と
②
対
話
の
場
づ
く
り
の
核
と
な
る
人
材

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
を
地
域
の
中
で

育
成
す
る
こ
と
③
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
地
域
理
解
を
形
成
す
る
こ

と
―
の
３
点
に
取
り
組
み
、
初
年
度
は
②

と
③
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

対
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
あ

た
り
、
ま
ず
、
地
域
に
受
け
入
れ
て
も
ら

う
た
め
の
理
解
の
形
成
が
重
要
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
市
内

各
町
内
会
の
代
表
者
が
集
う
大
会
で
の
基

調
講
演
に
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

取
り
上
げ
、
講
師
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で

は
な
く
、
実
際
に
対
話
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
参
加
者
に
そ
の
有
用
性
を
感
じ
て
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
説
明
の
後
に
、
参
加
者

は
自
分
の
町
内
の
困
り
ご
と
を
付
箋
に
書

き
出
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
す
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
み
ん
な

同
じ
こ
と
で
困
っ
て
い
た
」
と
、
困
り
ご

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
石
川
県
小
松
市
）

地
域
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
発
掘
・
育
成

―
対
話
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
―

石
黒
　
康
太
郎

小
松
市
行
政
管
理
部

地
域
振
興
課
主
幹

2022.5.27「小松市町内会長大会」の基調講演
参加者は対話の場を体験し、

地域づくりにおける有用性を理解しました
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と
に
対
す
る
共
感
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
、

解
決
策
に
つ
い
て
も
活
発
に
意
見
を
出
し

合
う
な
ど
、
対
話
に
よ
る
知
の
共
有
の
大

切
さ
に
つ
い
て
も
理
解
が
得
ら
れ
た
様
子

で
し
た
。
後
日
、複
数
の
町
内
会
か
ら「
自

分
の
町
で
も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
入
れ
た
対
話
を
行
っ
て
み
た
い
」
と
の

相
談
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
地
域
理
解

の
形
成
に
つ
な
が
る
有
用
な
取
り
組
み
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
対
話
の
場
づ
く
り
の
核
と
な
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。
講
座
形
式
で
の
開
催

と
し
、
受
講
生
を
市
民
か
ら
広
く
公
募
す

る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
団
体
等
へ
の

参
加
の
声
掛
け
も
積
極
的
に
行
い
ま
し

た
。
短
い
募
集
期
間
で
し
た
が
、
主
婦
、

学
生
、
地
域
団
体
メ
ン
バ
ー
、
行
政
職
員

な
ど
、
国
籍
も
含
め
て
多
様
な
層
か
ら
計

11
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
座
は
、
全
４
回
の
開
催
と
し
、
２
０

２
２
年
11
月
か
ら
２
０
２
３
年
２
月
ま
で

の
５
カ
月
間
を
か
け
て
開
講
し
ま
し
た
。

受
講
内
容
は
、
対
話
の
手
法
・
設
計
の
理

解
、
対
話
の
参
加
者
や
地
域
に
変
革
を
起

こ
す
た
め
の
思
考
、
問
い
の
立
て
方
等
に

つ
い
て
集
中
的
に
学
ぶ
も
の
と
し
、ま
た
、

実
践
形
式
で
対
話
の
場
を
設
計
・
主
催
す

る
と
い
う
課
題
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
に
わ
た
る
開
講
と
な
り
ま
し
た

が
、
受
講
者
は
開
講
日
以
外
に
も
自
主
的

に
集
ま
っ
た
り
、
会
議
を
開
催
し
た
り
す

る
な
ど
、
私
た
ち
の
想
定
以
上
に
熱
意
と

積
極
性
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
対
話
の
場
を
つ
く
る
と
い
う
課
題

の
当
日
は
、
四
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
対
話

の
場
が
開
か
れ
、
一
般
の
住
民
や
行
政
職

員
に
加
え
て
、
市
長
も
参
加
し
て
活
発
な

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
時
に

は
参
加
者
お
の
お
の
が
「
私
た
ち
は
何
が

で
き
る
か
」
ま
で
考
え
て
い
る
様
子
で
、

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
自
分
ご
と
と
捉

え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
ま
で
の
変
化
が

起
き
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
驚
き
を
感
じ

ま
し
た
。
本
講
座
に
よ
り
、
対
話
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
複
数
の
人
材
を

育
成
で
き
、
今
後
の
展
開
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

２
０
２
２
年
度
は
、
対
話
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
地
域
理
解
形
成
と
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
育
成
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
未
来
志
向
で
地
域
に
つ
い

て
考
え
、
対
話
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。既
に
本
市
で
は
、

未
来
型
図
書
館
づ
く
り
に
向
け
て
市
民
が

自
分
ご
と
と
し
て
図
書
館
を
考
え
る
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
他
の
市
事
業
の

中
で
も
対
話
を
取
り
入
れ
た
施
策
実
施
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
複
数
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
入

れ
た
対
話
の
場
を
設
定
で
き
な
い
か
」
と

の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
２
０
２
２
年
度

に
育
成
し
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
活
躍

の
場
と
し
て
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
行
っ
て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
は
10
月

か
ら
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

対
話
の
場
づ
く
り
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、地
域
の
課
題
を〝
自
分
ご
と
化
〟し
、

地
域
の
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動
へ
参
画

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
加

え
て
、
地
域
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
も
醸

成
す
る
と
考
え
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

等
の
変
化
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
人
が
集
い
、
話
し
合
う
と
い
う

手
法
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講座最終日は、即興での対話の場づくりを実践！
限られた時間の中で場の設計を行い、和気あいあいとした雰囲気のも

と対話の場の開催までを行いました

一般の住民や市長を招いての対話の場を開催
ファシリテーター（講座受講生）のリードのもと、テーマに沿った活

発な話し合いが展開しました

講座では、対話の場づくりの考え方や技術を集中的に学びました
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飛
騨
市
と 

「
ヒ
ダ
ス
ケ
！
」
の
取
り
組
み

飛
騨
市
は
、
岐
阜
県
の
最
北
端
、
富
山

県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
人
口
２
万
２
５

０
０
人
余
の
過
疎
地
で
あ
る
。
全
国
平
均

の
倍
の
速
さ
で
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、

高
齢
化
率
も
40
％
を
超
え
、
既
に
日
本
全

体
の
30
年
後
の
予
測
を
上
回
る
水
準
で
あ

る
。
そ
ん
な
中
、
飛
騨
市
は
２
０
２
０
年

４
月
に
、
飛
騨
市
と
関
わ
り
、
お
手
伝
い

を
し
た
い
フ
ァ
ン
と
、
困
り
ご
と
の
あ
る

市
民
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
す
「
ヒ
ダ
ス

ケ
！
―
飛
騨
市
の
関
係
案
内
所
―
」（
以

下
、
ヒ
ダ
ス
ケ
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ヒ
ダ
ス
ケ
の
取
り
組
み
は
地
域
の
魅
力

の
再
確
認
等
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し

て
、
令
和
４
年
度
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ワ
ー

ド　

国
土
交
通
大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る
な

ど
、
関
係
人
口
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
飛
騨
市
の
関
係

人
口
の
取
り
組
み
が
成
功
し
た
理
由
や
、

関
係
人
口
創
出
の
鍵
と
な
る
地
域
資
源
の

光
ら
せ
方
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。

市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の 

活
動
か
ら
発
展

ヒ
ダ
ス
ケ
と
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

困
り
ご
と
を
交
流
資
源
と
し
、
そ
の
困
り

ご
と
に
対
し
て
地
域
内
外
の
方
の
力
を
借

り
て
、「
お
互
い
さ
ま
」
の
精
神
を
大
切

に
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
解
決
す
る
た
め

の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ヒ
ダ

ス
ケ
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
支
え

合
い
を
生
み
、
観
光
や
移
住
と
は
別
の
切

り
口
で
関
係
人
口
を
創
出
し
て
い
る
。

ヒ
ダ
ス
ケ
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
は
、

飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ

て
、
自
然
に
関
係
人
口
が
生
ま
れ
て
い
た

こ
と
。
こ
の
経
験
か
ら
大
学
・
企
業
と
関

係
人
口
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の

結
果
、
①
関
係
人
口
は
移
住
の
意
思
を

持
っ
て
い
な
い
人
が
大
多
数
②
知
人
が
多

く
、「
う
れ
し
い
・
楽
し
い
・
役
に
立
っ
た
」

と
い
う
経
験
を
す
る
と
地
域
へ
の
愛
着
が

深
ま
る
③
関
係
地
へ
の
滞
在
期
間
の
長
さ

よ
り
も
関
係
地
へ
一
度
で
も
訪
れ
て
い
る

か
が
重
要
―
の
三
つ
が
判
明
し
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
、
①
、
②
、
③
の
す
べ
て
を

満
た
す
取
り
組
み
と
し
て
「
ヒ
ダ
ス
ケ
！

―
地
域
の
関
係
案
内
所
―
」
が
設
立
さ
れ

た
。ヒ

ダ
ス
ケ
を
通
じ
て
、
参
加
者
が
他
の

参
加
者
や
主
催
者
と
交
流
し
、
新
し
い
人

間
関
係
の
創
出
や
飛
騨
市
へ
の
愛
着
醸
成

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
に

は
市
外
か
ら
の
移
住
者
も
お
り
、
ヒ
ダ
ス

ケ
が
移
住
者
に
と
っ
て
市
民
や
飛
騨
市
に

心
を
寄
せ
て
く
れ
る
人
と
関
係
を
築
く
第

一
歩
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
な
ど
、
移
住

者
の
移
住
後
の
不
安
を
解
消
す
る
一
助
に

も
な
っ
て
い
る
。

関
係
人
口
事
業
が
成
功
し
た
理
由

実
践
塾
の
二
日
目
に
は
、
特
別
講
師
の

杉
野
弘
明
氏
に
ヒ
ダ
ス
ケ
等
飛
騨
市
の
関

係
人
口
の
取
り
組
み
が
成
功
し
た
理
由
を

分
析
し
て
い
た
だ
い
た
。

結
論
と
し
て
、
①
移
住
を
終
着
点
に
し

て
い
な
い
②
内
部
と
外
部
の
発
展
の
タ
イ

ミ
ン
グ
③
連
鎖
と
循
環
の
注
視
―
の
三
つ

の
要
素
が
挙
げ
ら
れ
た
。

①
に
つ
い
て
杉
野
氏
は
関
係
人
口
施
策

と
移
住
施
策
が
分
け
て
考
え
ら
れ
て
お

り
、
関
係
人
口
と
の
交
流
を
促
進
さ
せ
て

い
る
点
を
、
②
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
の

関
係
性
を
構
築
し
、
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
ハ
ブ
で
あ
る
「
地
域
内
に
い

る
知
人
・
友
人
」
が
外
部
と
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
て
積
極
的
に
関
わ
れ
る
仕
組
み

が
で
き
て
い
る
点
を
、
さ
ら
に
③
に
つ
い

て
は
、
ヒ
ダ
ス
ケ
や
飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
っ
た
関
係
人
口

事
業
が
連
鎖
的
に
動
い
て
お
り
、
地
域
と

外
部
の
人
が
交
わ
る
こ
と
で
発
生
す
る
地

域
内
外
の
揺
り
動
か
し
を
意
図
的
に
作
り

出
し
、
愛
着
や
関
係
継
続
へ
の
つ
な
が
り

を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
点
を
指
摘
。
た

だ
し
、
飛
騨
市
で
は
ヒ
ダ
ス
ケ
や
飛
騨
市

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
「
応
援
し
て
く
れ
る
人

た
ち
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
」
と
し

て
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
お

も
て
な
し
」
や
「
お
か
え
し
」、「
お
す
そ

わ
け
」
を
す
る
た
め
の
仕
組
み
に
し
て
い

る
と
説
明
し
た
。

関
係
人
口
を
用
い
た 

地
域
資
源
の
光
ら
せ
方

関
係
人
口
を
用
い
た
地
域
資
源
へ
の
光

の
当
て
方
の
実
例
と
し
て
、
市
文
化
振
興

課
の
三
好
清
超
係
長
が
「
石
棒
ク
ラ
ブ
」

を
題
材
と
し
た
講
義
を
１
日
目
に
行
っ

た
。飛

騨
市
は
「
石
棒
」
と
呼
ば
れ
る
縄
文

時
代
の
祈
り
の
道
具
が
数
多
く
出
土
し
て

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
８
月
25
日（
金
）～
26
日（
土
）

に
岐
阜
県
飛
騨
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
都
竹
淳
也
飛
騨

市
長
に
御
報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

関
係
人
口
と
共
に
進
め
る
地
域
づ
く
り

―
地
域
の
困
り
ご
と
が
地
域
資
源
に
―

●

飛
騨
市
長

都
竹
　
淳
也

地
方
創
生
実
践
塾 

岐
阜
県
飛
騨
市
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い
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
石
棒
を
収
蔵
す

る
「
飛
騨
み
や
が
わ
考
古
民
俗
館
」
は
、

来
館
者
が
少
な
く
、
開
館
日
数
も
少
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
石

棒
を
地
域
資
源
と
し
、
飛
騨
市
な
り
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
在
り
方
を
示
す
べ
く
、

関
係
人
口
の
取
り
組
み
「
石
棒
ク
ラ
ブ
」

が
始
ま
っ
た
。

石
棒
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
へ
石
棒
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
石
棒
単
体
で
は
な

く
何
か
と
組
み
合
わ
せ
た「
石
棒
×
○
○
」

の
形
で
発
信
を
行
っ
た
。
ま
た
、
石
棒
を

３
Ｄ
デ
ー
タ
化
し
て
誰
で
も
利
用
可
能
と

し
た
。
そ
の
結
果
、「
石
棒
×
○
○
」
で

情
報
を
受
け
取
っ
た
方
が
自
由
に
活
用
・

発
信
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
ち
ら
の
想
定

よ
り
広
い
範
囲
で
石
棒
や
飛
騨
市
の
知
名

度
が
向
上
す
る
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

た
。「
石
棒
×
〇
〇
」
の
よ
う
に
、
他
分

野
と
接
点
が
増
え
る
よ
う
意
識
し
た
事
業

は
、
こ
れ
ま
で
石
棒
や
飛
騨
市
を
知
ら
な

か
っ
た
層
と
の
関
わ
り
を
生
じ
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
わ
り
を
飛
騨
市
で
は
「
関

心
人
口
」
と
呼
ん
で
い
る
。

飛
騨
市
で
は
、
関
係
人
口
は
三
つ
に
わ

け
ら
れ
る
と
い
う「
関
係
人
口
３
段
階
説
」

を
唱
え
て
い
る
。
第
１
段
階
は
飛
騨
市
に

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
「
関
心
人
口
」。

第
２
段
階
と
し
て
、
市
に
遊
び
に
来
た
り

市
内
の
商
品
を
購
入
し
た
り
す
る
「
交
流

人
口
」。
第
３
段
階
が
ヒ
ダ
ス
ケ
の
参
加

者
の
よ
う
に
実
際
に
飛
騨
市
に
来
て
関
わ

り
を
持
っ
て
く
れ
る
「
行
動
人
口
」
で
あ

る
。つ

ま
り
、
行
動
人
口
を
増
や
す
に
は
関

心
人
口
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
石
棒
に
対
す
る
切
り

口
を
増
や
す
こ
と
を
意
識
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
地
域
資
源
で
あ
る
石
棒
を
目
に
す

る
機
会
が
増
え
、
最
終
的
に
関
係
地
ま
で

来
て
く
れ
る
行
動
人
口
へ
と
関
係
が
変
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

人
口
減
少
先
進
地
の
当
市
は
困
難
な
課

題
が
多
く
あ
る
が
、
飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
や
ヒ
ダ
ス
ケ
の
活
動
を
進
め
る
こ
と

で
、
飛
騨
市
に
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る

方
々
の
存
在
は
、
飛
騨
市
の
力
と
な
り
、

困
難
な
課
題
が
地
域
資
源
に
な
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
。
こ
こ
に
人
口
減
少
時
代

を
生
き
抜
く
地
方
自
治
体

の
道
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。重

要
な
こ
と
は
、
人
口

減
少
を
所
与
の
も
の
と
し

て
受
け
止
め
る
こ
と
。
人

口
減
少
は
不
可
避
で
あ
る
と
認
識
し
て
こ

そ
、
新
し
い
知
恵
や
工
夫
が
生
ま
れ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
困
難
と
思

え
る
地
域
課
題
解
決
の
中
に
楽
し
み
を
見

つ
け
る
こ
と
。
人
口
減
少
時
代
の
ま
ち
づ

く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
楽
し
い
・
う
れ

し
い
・
面
白
い
」。
こ
れ
ら
を
追
求
し
な

が
ら
、
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
世
の

中
の
皆
さ
ん
を
頼
っ
て
、
楽
し
く
集
い
、

語
り
な
が
ら
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

ム
ー
ド
を
作
る
。そ
の
積
み
重
ね
の
中
に
、

人
口
減
少
時
代
を
生
き
抜
く
知
恵
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

地方創生実践塾（岐阜県飛騨市）の概要

テーマ：�関係人口と共に進める地域づくり 
～地域の困りごとが地域資源に～

1 日目：8 月 25 日（金）
講義：人口減少時代を生き抜く過疎自治体の挑戦
～ファンづくりから見出す地域経営～

主任講師：飛騨市長　都竹 淳也 氏
講義：ヒダスケ！の運営について

講師：飛騨市地域おこし協力隊　ながいし ともき 氏
講義：関係人口と協働した文化財の保存と活用～石棒クラブってなんだ ?! ～

講師：飛騨市文化振興課 学芸員　三好 清超 氏
フィールドワーク：ヒダスケ！体験 

2 日目：8 月 26 日（土）
トークセッション：ヌシ×ヒダスケさん 

講師：飛騨古川農園　池田 俊也 氏、ヒダスケ！参加者　原田 郁郎 氏
講義：関係人口と共に地域を揺り動かす

講師：未来のコミュニティ研究室　杉野 弘明 氏
グループワーク

集合写真

グループワーク

トークセッション
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チ
ャ
レ
ン
ジ
経
験
と
探
究
学
習

講
義
Ⅰ

浦
崎
太
郎
大
正
大
学
教
授
が
、「
な
ぜ

今
中
学
生
の
笑
顔
な
の
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
浦
崎
氏
は
、
子

ど
も
た
ち
が
今
後
、
変
化
の
激
し
い
世
の

中
で
自
ら
課
題
を
乗
り
越
え
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
柔
軟
な
中
学
生
の
時
点
で
や

り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
そ
う
し
た
経
験
を
積
む
探

究
学
習
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、若
者
が
去
っ
て
し
ま
う
ま
ち
は
、

若
者
を
「
地
域
の
た
め
の
手
段
」
と
捉
え
、

若
者
の
「
自
分
ら
し
さ
」
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
う
と
ん
じ
る
地
域
で
あ
る
と
指
摘
。
地

域
の
中
で
探
究
学
習
を
行
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
間
に
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
、
そ
の
成
果
を
地
域
の
人
が
評
価
し

て
く
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己

肯
定
感
が
高
ま
り
、
笑
顔
に
つ
な
が
る
と

説
明
し
ま
し
た
。

講
義
Ⅱ

一
般
社
団
法
人
「
愛
・
南
魚
沼
み
ら
い

塾
」
の
倉
田
智
浩
理
事
が
、
同
み
ら
い
塾

の
概
要
や
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｋ
ｅ
ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
以
下
、
ユ
キ
プ
ロ
）」

を
紹
介
し
ま
し
た
。

倉
田
氏
に
よ
る
と
、
み
ら

い
塾
は
、「
場
を
作
り
、
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
人
を
つ
く

る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
教
育
の
支
援
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
の
一
つ
で

あ
る
「
ユ
キ
プ
ロ
」
で
は
、

中
学
生
の
探
究
学
習
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
大
学
生
を
中
学
生
の
メ
ン
タ
ー
と
し

て
迎
え
る
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
学
校
に
限
定
せ
ず
、
南
魚
沼
市
全
体
を

大
き
な
教
室
と
し
て
捉
え
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
や
人
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
学
生
た
ち
の
興
味

や
関
心
を
粘
り
強
く
引
き
出
し
、
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
地

域
愛
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

講
義
Ⅲ

飛
騨
市
教
育
委
員
会
の
下
嶋
健
児
氏

は
、
飛
騨
市
学
園
構
想
の
概
要
等
に
つ
い

て
講
義
し
ま
し
た
。

下
嶋
氏
に
よ
る
と
、
飛
騨
市
学
園
構
想

と
は
、
保
育
園
、
小
・
中
・
高
校
、
特
別

支
援
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
総
が
か
り
で
、

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

「
幸
福
な
人
生
と
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
な
る
力
」
を
育
も
う
と
い
う
も
の

で
す
。
本
構
想
で
子
ど
も
た
ち
の
未
来
像

や
地
域
の
将
来
像
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、

学
校
・
地
域
・
家
庭
で
共
有
。
そ
の
結
果
、

全
て
の
中
学
校
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

地
域
の
人
が
そ
の
活
動
を
支
え
る
探
究
学

習
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
探
究
学
習
の

実
施
後
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結

果
に
お
い
て
は
、
飛
騨
市
の
子
ど
も
た
ち

の
地
域
や
社
会
貢
献
に
関
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
地
域
連
携
が
子
ど
も
た
ち

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
良
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

講
義
Ⅳ

飛
騨
市
立
古
川
中
学
校
の
中
村
裕
幸
校

長
は
、
古
川
中
学
校
の
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
以
下
、
マ
イ
プ
ロ
）」
に
関
す
る

取
り
組
み
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

マ
イ
プ
ロ
は
、
古
川
中
学
校
独
自
の
取

り
組
み
で
あ
り
、
地
域
貢
献
活
動
を
通
し

た
人
材
育
成
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
地

域
の
題
材
や
課
題
を
扱
う
授
業
が
年
々
減

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
課
題
意
識
か
ら

「
マ
イ
プ
ロ
」
が
始
動
。
地
域
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
地
元
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
探
究
学
習
と
し
て
実

現
し
て
い
ま
す
。
中
村
校
長
は
、
マ
イ
プ

ロ
を
通
し
て
、
地
域
の
人
が
喜
ん
で
く
れ

る
の
を
生
徒
が
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ

れ
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
笑
顔
に
な
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
き
な
成
果
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て

探
究
学
習
が
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯

定
感
を
高
め
、
将
来
存
分
に
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
く
力
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、
地
域

全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
ど

れ
だ
け
大
切
に
で
き
る
か
が
鍵
と
な
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
井
上 

里
佳
子

�

（
兵
庫
県
三
田
市
よ
り
派
遣
）

２
０
２
３
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
３
年
度
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「
教
育
×
地
域
～

中
学
生
の
笑
顔
か
ら
広
が
る
地
域
創
生
の
未
来
〜
」
を
、
９
月
22
日
（
金
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
な
ど
か
ら
25
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

～
中
学
生
の
笑
顔
か
ら
広
が
る
地
域
の
未
来
～

教
育
×
地
域

集合写真

グループワークの様子
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視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
参
画
の
場
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ド
イ
ツ

の
よ
う
な
子
ど
も
、
若
者
を
応
援
す
る
体

制
作
り
を
地
域
で
構
築
す
る
こ
と
は
、
行

政
だ
け
で
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
主
体

的
な
関
わ
り
」
に
は
ま
ず
は
「
体
験
」
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
主
体
的
に
参

画
で
き
る
体
験
の
場
を
い
か
に
作
る
か
地

域
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

子
ど
も
や
若
者
が
「
自
分
の
行
動
が
地

域
や
世
界
を
少
し
で
も
変
え
ら
れ
た
」
と

い
う
小
さ
な
成
功
体
験
を
地
域
で
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
行
政
職
員
と
地
域
住
民
と
い

う
両
側
面
か
ら
今
後
も
関
わ
り
続
け
て
い

き
た
い
。

三
田
市
役
所
地
域
共
創
部
産
業
戦
略
室�

 

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
観
光
課
主
任　

●
近
藤 

正
哉

�

（
前
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事
）

も
の
主
体
性
か

ら
生
ま
れ
た
新

た
な
変
化
も
見

え
て
き
た
。
短

期
間
で
も
子
ど

も
の
ア
ク
シ
ョ

ン
は
柔
軟
に
変

化
で
き
、
子
ど

も
の
成
長
に
と

っ
て
最
も
大
事

な
こ
と
は
経
験

す
る
こ
と
だ
と

改
め
て
実
感
し
た
。

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

（Labyrinth Kindderm
useum

 Berlin

）

「
学
び
に
は
終
わ
り
が
な
い
、
遊
び
な

が
ら
学
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
遊
び
な

が
ら
環
境
問
題
や
社
会
を
学
ぶ
施
設
で
あ

る
。
施
設
は
市
が
所
有
し
、
運
営
費
は
市

の
補
助
金
と
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
、
入
場
料

等
で
あ
り
、
日
本
の
指
定
管
理
制
度
に
近

い
形
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
関
わ

っ
て
お
り
、地
域
全
体
で
運
営
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
施
設
が
ド
イ
ツ
各
地
に
あ

り
、
学
校
以
外
の
学
び
の
場
と
し
て
提
供

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
地
域
全

体
で
育
ん
で
い
る
。

社
会
全
体
、 

地
域
ぐ
る
み
で
考
え
る

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は

社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
重

ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン 

（M
ini-M

ünchen

）

ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
７
歳
か
ら
15
歳

の
子
ど
も
だ
け
で
実
施
す
る
仮
設
の
「
小

さ
な
都
市
」
で
、２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
、

40
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

は
自
分
た
ち
で
都
市
の
ル
ー
ル
作
り
や
模

擬
職
業
体
験
を
通
じ
て
、「
遊
び
」「
働
き
」

「
学
び
」
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
２
０
２
０
年
度
は

４
カ
所
に
分
割
し
て
実
施
さ
れ
た
。
分
散

開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
人
数
も
少
な
く
、

普
段
は
消
極
的
な
子
ど
も
も
積
極
的
に
関

わ
れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
他
の
ま

ち
へ
の
ツ
ア
ー
を
考
え
た
り
、
市
役
所
の

市
議
会
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど

子どもミュージアムで対応してくれた Gina Linde
氏（一番右）、桂川 茜氏（右から 3 番目、筆者撮影）

2020 年度のミュンヘン市庁舎での市議会の様子
（桂川 茜氏提供）

2020 年度のミニ・ミュンヘンの様子。
室内では面積に応じて人数制限を実施（桂川 茜氏提供）

海
外
調
査
報
告

ド
イ
ツ
②

― 社会を学ぶ体験の重要性 ―
子ども、若者の主体的な参画を育むために

全国的な少子高齢化、価値観の多様化等による地域コミュニティの希薄化により、子どもや若者と地
域とのつながりが感じられにくくなっている。そのような中、地域愛の醸成には、幼少期にさまざまな
体験や学び、主体的な活動を通じて、地域住民や地域の魅力に触れることが重要である。
今回、ドイツにおける子ども施策の在り方を通して、どうすれば子どもや若者の主体的な体験を充実
することができるか、その方策を調査した。
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映
画
・
ド
ラ
マ
撮
影
の
原
則
禁
止
、
地
区

内
で
の
販
売
品
の
可
否
判
断
を
行
う
な

ど
、本
物
志
向
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
生
徒
、
学
生
等
の
学
習
支
援
や
各
種

団
体
へ
の
講
義
・
資
料
提
供
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
の
自
主

的
な
宣
伝
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

妻
籠
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
に
は
「
売
ら
な

い
、
貸
さ
な
い
、
こ
わ
さ
な
い
」
と
い
う

３
原
則
が
根
底
に
あ
る
。
こ
の
一
見
厳
し

い
原
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
は

「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」
が
旧
妻
籠
村
の
全

そ
う
し
た
人
々
に
よ
る
観

光
消
費
額
の
増
加
を
促
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

全
戸
網
羅
組
織
で 

ブ
ラ
ン
ド
を
維
持

長
野
県
南
木
曽
町
は
、

全
国
で
初
の
重
伝
建
地
区

に
選
定
さ
れ
た「
妻
籠
宿
」

を
有
す
る
。
町
は
古
く
か

ら
木
材
生
産
・
木
工
業
を

基
幹
産
業
と
し
て
き
た

が
、
近
年
は
妻
籠
宿
を
は

じ
め
と
す
る
文
化
遺
産
と

新
た
に
開
発
さ
れ
た
温
泉

の
活
用
に
よ
る
観
光
産
業

を
主
要
産
業
と
し
て
い

る
。
宿
場
機
能
や
主
要
産

業
が
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た

高
度
経
済
成
長
期
に
、
妻

籠
宿
で
は
町
と
住
民
が
一

体
と
な
り
「
保
存
す
る
こ

と
が
開
発
で
あ
る
」と
い
う
方
針
を
立
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
集
落
保
存
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
う
し
た
活
動
は
初
の
重
伝
建
地
区

と
し
て
他
の
伝
建
地
区
の
先
例
と
な
っ
て

い
る
。

近
年
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
減
少
幅
を
い
か

に
緩
和
で
き
る
か
を
課
題
と
し
て
い
る
。

こ
の
課
題
に
対
し
、「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」

は
妻
籠
宿
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
と
広
報
に
つ

な
が
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
妻
籠
ブ
ラ

ン
ド
維
持
の
た
め
、
撮
影
の
事
前
許
可
と

観
光
地
い
わ
む
ら
の
未
来
を
描
く

岐
阜
県
恵
那
市
に
は
、
全
国
で
48
番
目

に
選
定
さ
れ
た
重
伝
建
地
区
「
岩
村
町
本

通
り
」
が
あ
る
。
選
定
前
の
岩
村
町
本
通

り
で
は
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
と
古
い

町
並
み
の
保
存
が
住
民
の
懸
念
事
項
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、「
城
下
町
ホ
ッ
ト
い

わ
む
ら
」
や
「
い
わ
む
ら
で
ん
で
ん
け
ん
」

等
の
団
体
が
町
並
み
維
持
の
た
め
に
活
動

し
て
き
た
。

城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
は
、
観
光
地

い
わ
む
ら
の
未
来
を
描
く
「
い
わ
む
ら
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
指

針
）」
を
策
定
し
、
三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
一
つ
目
は
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
効
果
や
効
率
性
の
向
上
を
図

る
「
組
織
機
能
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

二
つ
目
は
歴
史
資
源
の
魅
力
向
上
や
活
用

促
進
を
図
る
「
城
下
町
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
三
つ
目
は
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
や
観
光
の
質
向
上
を
図
る

「
情
報
発
信
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

あ
る
。各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
全
く
別
々
に
活
動
し
て
い
た
町

内
の
観
光
関
連
組
織
が
共
通
の
目
標
を
持

ち
、
綿
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
施
策
の
展
開
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

今
後
は
地
元
住
民
や
市
民
だ
け
で
な
く

全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
交
流
や
、

国
内
調
査
報
告

岐
阜
県
恵
那
市
、長
野
県
南
木
曽
町
、 

埼
玉
県
川
越
市

官民連携―行政と住民の協働―の視点から考える
伝統的な建造物群を守り生かす地域の力

伝統的な建造物群とその周囲の環境が一体をなして歴史的価値を形成している重要伝統的建造物群保
存地区（以下「重伝建地区」）では、近年、建物の多額な維持改修費用や保存・活用を支える地域コ
ミュニティの維持、空き家対策、定住人口減少等、地区そのものの維持が課題となっている。
重伝建地区の町並みの保存は、行政だけではなく、建物の権利者であり、保存活動の担い手である住
民によるまちづくりが必要不可欠であると考え、行政と住民の協働という観点から、地区を活用した地
域活性化の手法を明らかにし、他地域への導入の可能性を検討した。

岩村町本通りの町並み（恵那市岩村振興事務所提供）
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は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
住
民
の
力
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
地
区
の
住
民
こ
そ
が

空
き
家
の
権
利
者
、
保
存
活
動
の
担
い
手

で
あ
り
、
観
光
地
と
な
っ
た
と
き
に
生
活

を
の
ぞ
か
れ
る
当
事
者
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し
た
主
体
で
あ
る
住
民
が
そ
の

地
区
の
活
用
方
針
を
選
択
す
る
こ
と
が

「
活
用
す
る
こ
と
で
守
り
、
ま
た
活
用
す

る
」
と
い
う
循
環
を
作
る
た
め
に
重
要
と

な
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

　

●
藤
原 

朋
也

�

（
鳥
取
県
米
子
市
よ
り
派
遣
）

　

●
村
上 

和
也

�

（
京
都
府
木
津
川
市
よ
り
派
遣
）

　

●
谷
口 

友
規
（
宮
崎
県
よ
り
派
遣
）

活
用
す
る
こ
と
で
守
り
、 

ま
た
活
用
す
る

重
伝
建
地
区
の
課
題
は
地
区
の
歴
史
や

実
施
主
体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
地
方
で
は
空
き
家
問
題
や
世
代
交
代

と
い
う
課
題
を
抱
え
、
一
方
の
都
市
で
は

観
光
地
と
住
宅
地
の
併
存
に
よ
る
観
光
公

害
を
抱
え
て
い
る
。
調
査
の
事
例
か
ら
、

重
伝
建
地
区
を
守
り
活
用
す
る
取
り
組
み

と
観
光
政
策
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
観
光
地
と
し
て
活
用
し
、

生
ま
れ
た
経
済
効
果
で
地
区
を
保
存
し
、

ま
た
観
光
地
を
維
持
す
る
と
い
っ
た
「
活

用
す
る
こ
と
で
守
り
、
ま
た
活
用
す
る
」

と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

重
伝
建
地
区
が
観
光
地
に
な
る
た
め
に

に
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
川
越
町
並
み
委
員
会
に
よ
る
事
前

審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
意
見

と
い
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
い
る
。

近
年
で
は
、
市
街
地
に
あ
る
が
ゆ
え
に

住
民
の
交
通
と
観
光
客
の
移
動
の
間
に
交

通
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
重
伝
建

地
区
は
店
舗
需
要
に
よ
り
上
昇
し
た
賃
料

で
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
地
区

周
辺
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
の
維
持
管
理

は
依
然
と
し
て
難
し
い
。
そ
こ
で
、
川
越

市
は
民
間
企
業
に
よ
る
地
区
周
辺
の
利
用

を
促
す
た
め
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
実
証
実
験
や
宿
泊
施
設
の
提
案
を
行
っ

て
お
り
、
重
伝
建
地
区
内
の
観
光
客
を
人

通
り
の
少
な
い
地
区
周
辺
に
誘
導
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

戸
網
羅
組
織
で
あ
り
、
町
並
み
保
存
が
住

民
組
織
の
維
持
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
町
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
始

め
た
集
落
保
存
は
、「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」

の
本
物
志
向
と
情
報
提
供
を
通
し
て
、
さ

ら
な
る
観
光
客
の
呼
び
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

提
案
型
の
規
制
で
景
観
を
維
持

埼
玉
県
川
越
市
は
、
多
様
な
建
築
様
式

の
伝
統
的
建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
特
色
あ
る

歴
史
的
景
観
と
市
街
地
の
環
境
が
一
体
と

な
っ
た
重
伝
建
地
区
を
有
す
る
。
川
越
で

は
、
川
越
町
並
み
委
員
会
に
よ
る
「
町
づ

く
り
規
範
」
の
運
用
と
個
々
の
建
築
行
為

へ
の
協
議
・
助
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
一
定
の
ル
ー
ル

で
あ
る
「
町
づ
く
り
規
範
」

は
、
数
値
に
よ
る
基
準
と
い

う
よ
り
は
提
案
に
よ
る
規
制

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

り
、
例
え
ば
「
高
さ
は
周
囲

を
見
て
決
め
る
」「
主
要
な

棟
や
建
物
が
目
立
つ
よ
う

に
」
と
な
っ
て
い
る
。
数
値

に
よ
る
基
準
の
場
合
、
町
並

み
に
適
合
し
て
い
な
い
が
基

準
に
適
合
し
て
い
る
建
物
は

許
可
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一

方
の
提
案
に
よ
る
規
制
の
場

合
、
町
並
み
に
適
合
し
た
建

物
を
許
可
し
や
す
く
な
る
。

提
案
に
よ
る
規
制
は
数
値
に

よ
る
基
準
で
な
い
た
め
許
可

川越市街地と重伝建地区

妻籠宿の町並み
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初
め
は
松
江
に
対
す
る
思
い
か
ら

―�

地
域
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

私
は
島
根
県
の
安
来
市
出
身
で
す
が
、
漠
然
と
「
松
江

市
は
い
い
ま
ち
だ
な
ぁ
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
松
江

市
の
建
築
設
計
事
務
所
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
公

共
建
築
を
設
計
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

建
築
計
画
が
部
屋
の
中
だ
け
で
決
ま
っ
て
い
く
過
程
に
は

日
ご
ろ
か
ら
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
松
江

市
か
ら
市
の
将
来
都
市
像
を
描
く
「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
が
示
さ
れ
、そ
の
中
の
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
柱
に
と
て
も
興
味
を
引
か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
塾
に

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

―�

「
ま
つ
え
・
ま
ち
づ
く
り
塾
」
設
立
の
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
、
市
民
参
加
型
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
松
江
市
主
催
で
「
松
江
ま
ち
づ
く
り
塾
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
の
予
算
措
置
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
名
称
を
「
ま
つ
え
・
ま
ち
づ
く
り
塾
」
と
改
め
、

純
粋
な
市
民
運
営
の
組
織
と
し
て
活
動
が
継
承
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
塾
生
は
、
年
配
者
か
ら
若
者
ま
で
年
齢
層
が

幅
広
く
、
職
種
も
会
社
員
や
主
婦
、
行
政
職
員
、
建
築
設

計
業
、
農
業
な
ど
多
種
多
様
で
し
た
。

開
塾
当
初
は
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
駅

前
通
り
や
公
園
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
始
め
、
塾
生
に
は
単
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
技
術
だ

け
で
な
く
、
問
題
発
見
能
力
、
企
画
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
段
階
的
に
身
に
付
い
て
い
き
ま
し
た
。

駅
前
通
り
や
道
路
、
合
同
庁
舎
な
ど
の
整
備
に
は
住
民
参

加
の
デ
ザ
イ
ン
が
検
討
さ
れ
、
設
計
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
地
域
の
人
々
の
声
を
取
り
入
れ
た
愛
着
が
わ
く

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

世
代
問
わ
ず
多
様
な
交
流
の
場
に

―�

「
ま
つ
え
・
ま
ち
づ
く
り
塾
」
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

主
に
ま
ち
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
や
「
ま
ち
塾
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
松
江
市
で
の
講
演
会
の
講
師
の
方
が

全
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
際
に
、
講
演
の
前
日
や
講
演

後
の
夜
な
ど
空
き
時
間
に
お
願
い
し
て
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
の
が
「
ま
ち
塾
サ
ロ
ン
」
の
始
ま
り
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
怪
談
」「
そ
ば
」
な
ど
な
ん
で
も
あ
り
で
、

世
代
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ソ
ム
リ
エ
」
な
ら
ぬ
「
出
雲
そ

ば
り
え
認
定
制
度
」
を
始
め
た
り
、
そ
ば
に
関
す
る
読
み

物
と
し
て
島
根
の
出
雲
そ
ば
処
64
店
を
掲
載
し
た
「
出
雲

そ
ば
通
」
の
発
行
に
つ
な
が
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
城
下
町
で
あ
っ
た
松
江
で
は
江
戸
時
代
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
町
割
り
や
堀
、
建
物
が
受
け
継
が
れ
て

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
取
材
し
、
そ

の
熱
い
思
い
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

島
根
県
松
江
市
で
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
つ
え
・

ま
ち
づ
く
り
塾
」
の
代
表
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
か

わ
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
白
根
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「遊び心」と「水平の関係」を
大切に

◉ 白根 博紀 氏プロフィール
1958年生まれ、島根県安来市出身。広島工業大学建築学科に
進学し、卒業後、松江市の建築設計事務所に勤務。1995年に自
身の建築設計事務所を設立し、業務を行う傍ら、前身団体である
「松江まちづくり塾」に参加。その後、2004年には「特定非営利
活動法人まつえ・まちづくり塾」を設立し、現在に至るまでまち
づくりの実践と提案に関する事業を行い、住民参加のまちづくり
を目指している。

特定非営利活動法人まつえ・ 特定非営利活動法人まつえ・ 
まちづくり塾代表まちづくり塾代表

白根 博紀白根 博紀 氏 氏

地域づくり は人づくり
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お
り
、
ま
ち
歩
き
の
お
供
と
し
て
の
「
松
江
城
下
町
今
昔

絵
図
」
の
編
集
に
協
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
松
江
に
は

県
立
美
術
館
や
銀
行
、
県
庁
な
ど
特
徴
的
な
魅
力
あ
る
建

築
が
多
数
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
街
並
み
を
歴
史
背
景

な
ど
も
含
め
て
紹
介
し
た
「
松
江
建
築
地
図
」
を
作
成
・

発
行
す
る
な
ど
、
20
年
近
く
色
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

「
ま
ち
歩
き
」
の
効
果

―�

ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
コ
レ
」
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ま
つ
え
・
ま
ち
づ
く
り
塾
で
は
、「
ま
ち
コ
レ
」（
わ
た

し
は
〝
ま
ち
〟
の
〝
コ
レ
〟
が
好
き
）
と
題
し
て
ま
ち
歩

き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。建
築
や
お
団
子
、

狛
犬
、
石
垣
、
地
ビ
ー
ル
な
ど
テ
ー
マ
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
精
通
し
て
い
る
方
々
を
探
し
て
き
て

２
時
間
程
度
の
松
江
の
魅
力
再
発
見
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
ま

し
た
。世
代
や
職
業
な
ど
に
関
係
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
方
々

が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
評
判
が
良
か
っ
た
の
か
、

そ
の
後
、
県
か
ら
「
ふ
ど
き
の
お
か
日
和
」
と
い
う
ま
ち

歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ
た
り
し

ま
し
た
。

―�

「
ま
ち
歩
き
」
に
よ
っ
て
ど
ん
な
効
果
が
生
ま
れ
ま
し

た
か
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
一
役
買

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
方
は
車
社
会
で
す
が
、

普
段
と
違
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、
立
ち
止
ま
っ
て
み
る
の
と

で
は
情
報
量
が
全
然
違
い
ま
す
。
改
め
て
ま
ち
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
仕
掛
け
と

し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
い
ろ
い
ろ
な
視
点
を
通
じ
て
、「
自
分
た
ち
で
も

松
江
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
よ
ね
」
と
気
軽
に
話

せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
白
根
さ
ん
に
と
っ
て
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

と
は
。

「
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ

な
あ
」
と
い
う
人
た
ち
を
い
か
に
増
や
し
て
い
け
る
か
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
肩
ひ
じ
を
張
ら
ず

に
「
遊
び
心
」
を
持
ち
な
が
ら
、
み
ん
な
同
じ
目
線
で
物

事
を
考
え
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
「
水
平
の
関
係
」
で

楽
し
く
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
ら
良
い
で
す
ね
。
そ

こ
か
ら
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
出
来
上
が
っ
て
独
立
し
て
い

く
動
き
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
に
興
味
が
あ
り
、
松
江
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と

い
う
人
た
ち
の
受
け
皿
と
し
て
、規
模
の
大
小
関
係
な
く
、

目
の
前
の
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
以
前
と
比
べ
て
若
い
人
た
ち
の
参
加
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
２
０
２
４
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
20
周
年

に
向
け
て
組
織
の
新
陳
代
謝
を
促
し
つ
つ
、
今
後
も
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
藤
本 

浩
史
（
青
森
県
弘
前
市
よ
り
派
遣
）

まち歩きの様子

「春のまちコレ」チラシ

冊子「出雲そば通」

ワークショップの様子
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目
指
し
た
い
写
真
や 

動
画
を
見
つ
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
学
習
は
、「
何

の
た
め
に
発
信
す
る
の
か
」「
見
た
人
に

ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
」
な
ど
、
撮
影
に

あ
た
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
、
自

分
が
目
指
す
写
真
や
動
画
と
類
似
の
も
の

を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
撮
影
す
る
と
き
の

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
前
に
出
さ
れ
て
い
た
「
自
分
の
目
標
と

す
る
ア
カ
ウ
ン
ト
（
写
真
・
動
画
）
を
見

つ
け
よ
う
！
」
と
い
う
宿
題
に
つ
い
て
、

参
加
者
が
提
出
し
た
課
題
の
講
評
を
通
じ

て
写
真
・
動
画
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説

が
あ
り
、
四
国
カ
ル
ス
ト
で
の
撮
影
実
習

に
向
け
て
意
欲
が
高
ま
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

宿
題
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

「
以
下
の
三
つ
が
、
自
分
の
目
指
し
た

い
発
信
／
ア
カ
ウ
ン
ト
（
写
真
・
動
画
）

の
イ
メ
ー
ジ
と
似
て
い
る
か
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

①
誰
に
届
け
た
い
発
信
な
の
か

②
ど
の
よ
う
に
発
信
さ
れ
て
い
る
の
か

③�

ア
カ
ウ
ン
ト
を
見
た
人
が
ど
う
行
動
し

て
欲
し
い
の
か
」

視
点
を
変
え 

新
た
な
価
値
見
つ
け
る

四
国
カ
ル
ス
ト
で
の
現
地
実
習
は
悪
天

候
の
中
で
の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
が
、「
雨

の
日
し
か
見
え
な
い
景
色
」
や
「
雨
の
日

で
も
行
っ
て
み
た
く
な
る
表
現
方
法
」
を

見
つ
け
合
い
な
が
ら
撮
影
に
挑
み
ま
し

た
。
水
た
ま
り
を
使
っ
た
雨
の
日
な
ら
で

は
の
写
真
や
、
霧
の
動
き
を
動
画
で
撮
影

し
、
四
国
カ
ル
ス
ト
の
涼
し
さ
を
表
現
す

る
な
ど
、
状
況
や
環
境
に
応
じ
て
視
点
を

変
え
、
新
し
い
価
値
を
写
真
や
動
画
で
表

現
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、当
初
予
定
し
て
い
た
星
空
撮
影
会・

交
流
会
は
、
天
候
不
良
の
た
め
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

夜
に
は
萬
壽
氏
の
「
脱
カ
メ
ラ
初

心
者
！　

オ
ー
ト
モ
ー
ド
を
卒
業

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強

会
を
開
催
し
、
同
氏
が
写
真
を
撮

る
際
の
注
意
点
や
お
す
す
め
の
モ

ー
ド
設
定
、
加
工
方
法
な
ど
に
つ
い

て
丁
寧
に
指
導
し
ま
し
た
。

今
回
の
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
写
真
・
動
画
の
撮
影
の
ポ
イ
ン

ト
や
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト

設
定
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
実
践
を
通

じ
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師

や
参
加
者
と
の
交
流
の
時
間
に
は
、
自
分

に
は
な
い
視
点
や
四
国
カ
ル
ス
ト
の
新
し

い
価
値
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
竹
村
俊
斗

�

（
高
知
県
四
万
十
町
よ
り
派
遣
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２
３
年
９
月
21
日
〜
22
日
の
２
日
間
、
雄
大
な

カ
ル
ス
ト
台
地
の
高
原
が
広
が
る
四
国
カ
ル
ス
ト
（
高
知
県
津
野
町
）
を
舞
台
に

「
２
０
２
３
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
in
高
知
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
地
域
の
魅
力
の
見
つ
け
方
や
、
そ
の
表
現
方
法
、
効
果
的
な
発
信
方
法

な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
今
回
は
「
琴
線
に
触
れ
る
写
真
と
動
画
」
を
テ
ー
マ
に
、

写
真
家
の
萬ま
ん

壽じ
ゅ

洸こ
う

樹き

氏
、
写
真
家
・
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
古こ

性し
ょ
うの

ち
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
学
習
と
、
四
国
カ
ル
ス
ト
で
の
撮
影
実
習
の
２
部

構
成
で
開
催
。
見
る
者
の
心
に
響
く
写
真
や
動
画
の
撮
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

２
０
２
３
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

in 

高
知

カメラの設定や写真の加工方法などを学ぶ

オンラインによる事前学習の様子

参加者が撮影した写真①

参加者が撮影した写真②

「
琴
線
に
触
れ
る
写
真
と
動
画
」
の

技
法
学
ぶ

―
四
国
カ
ル
ス
ト
で
撮
影
実
習
―
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栃
木
県
日
光
市
は
、
栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
総
面
積
は
、

約
１
４
５
０
平
方
㌔
㍍
と
全
国
で
３
番
目
の
広
さ
を
有
し
て
い
ま

す
。
そ
の
市
域
に
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
「
日
光
の
社
寺
」、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
「
奥
日
光
の
湿
原
」、
世
界
一
長

い
並
木
道
「
日
光
杉
並
木
街
道
」、
鬼
怒
川
・
川
治
温
泉
、
湯
西
川
・

川
俣
・
奥
鬼
怒
温
泉
郷
、
奥
日
光
湯
元
温
泉
、
日
本
の
近
代
化
を

支
え
た
産
業
遺
産
「
足
尾
銅
山
施
設
」
な
ど
、
豊
か
で
雄
大
な
自

然
と
、
世
界
に
誇
る
貴
重
な
歴
史
・
文
化
遺
産
に
、
全
国
で
も
他

に
類
を
見
な
い
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
日
光
市
に
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
先
行
き
が
不
透
明
な
財
政
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
困
難
な
〝
い
ま
〟
を
乗
り
越
え
、
日

光
市
を
次
の
段
階
、
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
へ
と
発
展
さ
せ
る
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
令
和
３
年
６
月
よ
り
、
新
し
い
日
光
を
発
信
す

る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
「N

EW
 D

A
Y

, N
EW

 LIGH
T

. 日
光

」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
日
、
新
し
い
光
。
こ
れ
は
「
新

し
い
日
光
」
を
指
し
示
す
言
葉
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
解
放
し
て
く

れ
る
新
た
な
旅
の
仕
方
や
、
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
人
へ
の

快
適
な
場
所
の
提
供
、
暮
ら
し
や
人
生
を
見
つ
め
直
し
た
い
人
へ

移
住
と
い
う
新
た
な
人
生
の
提
案
な
ど
、「
古
く
か
ら
あ
る
も
の
」

か
ら
「
新
し
く
で
き
た
も
の
」
ま
で
、
新
し
い
光
を
当
て
る
こ
と

で
、
新
し
い
日
光
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
中
の
取
り
組
み
の
一
つ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。「CH

O
 

CO
T

T
O

 N
IK

K
O

（
ち
ょ
こ
っ
と
日
光
）」
で
す
。
世
界
遺
産

で
あ
る
日
光
の
社
寺
な
ど
〝
和
〟
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
日
光
で
す

が
、
中
禅
寺
湖
畔
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
聖
地
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー

を
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
大
使
館
別
荘
群
が
建
ち

並
び
〝
洋
〟
の
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
一
面
も
あ
り
ま
す
。
西
洋
菓

子
の
象
徴
と
も
い
え
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
日

本
の
甘
味
と
融
合
し
、
今
で
は
デ
ザ
ー
ト
や
ス
イ
ー
ツ
に
欠
か
せ

な
い
菓
子
・
食
材
と
し
て
私
た
ち
の
食
文
化
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
、
日
光
市
の
持
つ
和
魂
洋
才
の
魅
力
を
発

信
す
る
媒
介
と
し
て
活
用
し
、
新
規
誘
客
や
市
内
の
回
遊
性
向
上

を
促
進
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
令
和
４
年
度
か
ら

官
民
一
体
で
取
り
組
み
、
市
内
の
事
業
者
の
方
々
に
、
日
光
を
Ｐ

Ｒ
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
・
提
供
し
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
10
月
１
日
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
ご
当
地
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
「
ち
ょ
こ
っ
と
じ
ゃ
な
い
ち
ょ
こ

れ
い
と
」
の
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
は
、
日
光
ナ
ン
バ
ー
導
入
協
議
会
が

６
月
に
発
足
、
６
月
24
日
、
25
日
に
は
「
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画
・

女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
」
が
奥
日
光
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男

女
共
同
参
画
担
当
相
会
合
は
２
０
１
７
年
に
イ
タ
リ
ア
で
初
め
て

開
か
れ
、
日
本
で
は
初
と
な
る
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。
７
月
に

は
東
武
鉄
道
の
新
型
特
急
「
ス
ペ
ー
シ
ア
Ｘ
」
が
運
行
を
開
始
し
、

ニ
ュ
ー
ス
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
追
い
風
に
乗
り
な
が
ら
、
Ｇ
７
を
契
機
と
し
て
、
市

内
在
住
の
女
性
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
習
得
や
デ
ジ
タ
ル

ワ
ー
ク
の
経
営
訓
練
な
ど
を
行
う
、「
ス
マ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
・
ウ

ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ
Ｗ
２
Ｐ
＝
ス
ワ
ッ
プ
）」、
男
性
を
対

象
に
家
事
な
ど
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
す
「
家
事
の
鉄
人
」
を
実

施
す
る
ほ
か
、
日
光
産
米
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大

や
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
定
着
な
ど
、

「
選
択
」
と
「
集
中
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
さ
ら
に
ギ
ア
を
一
つ

上
げ
て
重
要
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
情
勢
不
安
、
環
境
問
題
、
自
然
災
害
・
異
常
気
象
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
を
抱
え
る
こ
の
混
迷
の
時
代
に
、
未
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
で
安
定
し
た
生
活
を
す
る
た
め
の
基
盤
を
築
き
、

積
極
的
に
対
話
を
重
ね
、
全
力
を
尽
く
し
て
市
政
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が「
夢
と
希
望
」に
あ
ふ
れ
、「
愛

着
」
と
「
誇
り
」
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

栃木県日光市長 粉川　昭一

「NEW DAY, NEW LIGHT」
新しい日、新しい光
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糸魚川市

新
潟
県

298

糸魚川（いといがわ）…読め
ました？　糸魚川市は新潟

県の一番西のはじっこに位置し、
南は長野県、西は富山県に接する
地域です。海岸を歩けば多種多様
な石ころがみつかる自称日本一の
石ころタウン。糸魚川市は、日本
初のユネスコ世界ジオパークに認
定されたまちでもあります。「ジ
オパーク」は、貴重な「地質の宝
もの」やその地域の自然・文化を
まもり、かつ多くの人に知ってもらう・訪れてもらうことを目的としています。また、国内随一の宝石「ヒスイ」の原産地で
もあり、ヒスイは2022年11月に新潟県の石に指定されました。古くから勾

まが

玉
たま

などの装飾品として全国に流通していた宝石
「ヒスイ」。糸魚川を中心に培われた日本のヒスイ文化は世界最古級の歴史を誇ります。
ジオの恵みがもたらす、自然・食・文化を多くの方々に体感いただき、多くの皆さんに「いといがわ」と読んでいただける

よう、引き続き情報発信をしていきます。

█フォッサマグナパーク
日本列島を二分する糸魚川－静岡構造線
の断層露頭を間近で見ることができます。
2021年国の天然記念物に指定

█フォッサマグナミュージアム
地球の誕生からさまざまな鉱物などの資料
を展示する地球博物館。海岸で拾った石の
鑑定や化石の発掘体験も

█あんこう鍋
糸魚川を代表する冬の味覚。「あんこう
フェア」では各店が趣向をこらしたあん
こう料理を提供します

█道の駅マリンドリーム能生
ベニズワイガニ直売所「かにや横丁」や
鮮魚センターがある道の駅。お食事処で
は新鮮な海の幸を味わえます

█ブラック焼きそば
新潟県産のイカと中華麺にイカ墨をから
めた真っ黒な姿が特徴の糸魚川を代表す
るB級グルメ

█ジオステーションジオパル
日本最大級のジオラマ鉄道模型運転体験を
楽しめます

█親
おや
不
しら
知
ず
海岸

さまざまな種類の石ころが見つかる親不知海岸。運が良ければヒスイを見つけられるかも

石のまち糸魚川石のまち糸魚川
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地域の未来を担う
ローカルスタートアップ

基調論文／金岡省吾
地域の未来を担う二つの地域力の醸成

株式会社Knot（北海道鶴居村）／植竹大海
廃校を活用しクラフトビール製造

一般社団法人ロンド（秋田県にかほ市）／金子晃輝
東北のスタートアップシティに

株式会社協同商事コエドブルワリー（埼玉県川越市）／朝霧重治
コンセプトはBeer Beautiful

合同会社 FUJIONE（福井県敦賀市）／後藤美佳
個をつなぎローカルの課題を解決する

一般社団法人まちの toolbox（山梨県都留市）／小川　悟
ほぐし織の魅力と伝統を未来へつなぐ

かせやまの森創造社（京都府木津川市）／中村伸之
都市型里山の保全と活用

株式会社冒険の森（大阪府能勢町）／伴戸忠三郎
放置林を笑顔で満たすプロジェクト

美保館（島根県松江市）／定秀陽介
宿からはじまる地域づくり

企業組合津島あぐり工房あすも（愛媛県宇和島市）／山下由美
人と食、人と地域、食と地域つなぐ

特定非営利活動法人日高わのわ会（高知県日高村）／安岡千春
村まるごと家族プラットフォーム

福岡県北九州市／上本航平
「日本一起業家にやさしいまち」へ

佐賀県伊万里市／林　飛鳥
地域活性化アイデア事業を加速させる

副基調論文／萩原　啓
ローカルスタートアップ支援制度について
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近年、ローカルスタートアップなど、地域資源を活用して新たな事業を立ち上げる企業や団体、これを支援する行政の取り組
みが注目されている。地域の課題解決や活性化に取り組む各地の事例を紹介する。

株式会社Knot（北海道鶴居村）（p６-７）
体育館を改修したクラフトビールの醸造所
1

一般社団法人ロンド（秋田県にかほ市）（p８-９）
にかほ市やジェイアール東日本企画などが開催する第3回Hatch！
ビジネスプランコンテストのファイナリスト

2
株式会社冒険の森（大阪府能勢町）（p18-19）

樹上のアスレチック＆ジップライン
7美保館（島根県松江市）（p20-21）

美保館本館と青石畳通り
8

株式会社協同商事コエドブルワリー（埼玉県川越市）
（p10-11）

COEDOクラフトビール醸造所

3

合同会社FUJIONE（福井県敦賀市）（p12-13）
FUJIONE WORKATION PLACEで開催したデジタ
ルみらい会議の集合写真

4特定非営利活動法人日高わのわ会（高知県日高村）
（p24-25）

今年は「高知県日高村とまとみそ」が大ヒット

10

一般社団法人まちのtoolbox（山梨県都留市）（p14-15）
伝統の「ほぐし織」を使った傘教室の全員写真（2022年第２期）
5かせやまの森創造社（京都府木津川市）（p16-17）

交流地点で里山ハロウィン
6福岡県北九州市（p26-27）

市の大規模イベント「北九州市スタートアップ最前線」
11佐賀県伊万里市（p28-29）

オンライン併用で実施した地域活性化アイデア事業の成果発表
12

企業組合津島あぐり工房あすも
（愛媛県宇和島市）（p22-23）

年代に関係なくさまざまな住民が集う
ふれあいモーニング
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株式会社冒険の森（大阪府能勢町）（p18-19）
樹上のアスレチック＆ジップライン
7美保館（島根県松江市）（p20-21）

美保館本館と青石畳通り
8

特定非営利活動法人日高わのわ会（高知県日高村）
（p24-25）

今年は「高知県日高村とまとみそ」が大ヒット

10

福岡県北九州市（p26-27）
市の大規模イベント「北九州市スタートアップ最前線」
11佐賀県伊万里市（p28-29）

オンライン併用で実施した地域活性化アイデア事業の成果発表
12

企業組合津島あぐり工房あすも
（愛媛県宇和島市）（p22-23）

年代に関係なくさまざまな住民が集う
ふれあいモーニング
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特 集
基調論文ま

ず
は
、
我
が
国
の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
と
ロ
ー
カ

ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
連
関
を
整
理
し
、本
稿
の
論
点「
地

域
の
未
来
を
担
う
視
点
」
を
明
確
に
し
ま
す
。

第
２
次
国
土
形
成
計
画
（
２
０
１
５
）
は
、
将
来
人
口

が
ど
う
な
る
の
か
を
地
域
で
考
え
、
地
域
の
担
い
手
を
育

て
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
噴
出
す
る
共
創
の
場
で
あ
る
、「
起
業
増
加
町
」
の

形
成
を
目
指
し
ま
し
た
。
８
年
が
経
過
し
、
第
３
次
国
土

形
成
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
小
規
模
地
方
都
市
か
ら
中

規
模
地
方
都
市
へ
の
人
口
減
少
の
加
速
が
注
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
九
州
圏
の
２
０
５
０
年
将
来
人
口
メ
ッ
シ

ュ
増
減
率
（
図
１
）
を
見
る
と
、
福
岡
都
市
圏
、
半
導
体

産
業
の
集
積
が
進
む
熊
本
郊
外
に
は
人
口
増
加
メ
ッ
シ
ュ

が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
地
域
で
は
人
口
減
少

や
消
滅
可
能
性
を
示
す
メ
ッ
シ
ュ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

担
い
手
不
足
に
よ
る
交
通
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
、
子
育

て
な
ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
第
３
次
計
画
で
は
、
第
２
次
計
画
で
形
成
が
企
図
さ
れ

た
、
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
起
業
増
加
町
」
の
機

能
強
化
に
向
け
、
企
業
・
大
学
・
地
域
金
融
機
関
等
と
行

政
が
協
働
し
た
共
創
の
加
速
を
求
め
、
①
地
域
を
支
え
る

人
材
の
育
成
、
②
地
域
課
題
解
決
へ
の
主
体
的
な
参
加
意

識
・
行
動
へ
の
変
容
等
に
よ
り
、「
地
域
課
題
克
服
」
と
「
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
原
動
力
に
地
域
の
魅
力
を
高
め

人
々
を
惹
き
つ
け
る
」
と
い
う
二
つ
の
地
域
力
の
醸
成
を

掲
げ
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
拡
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
右
の
傍
線
部
に
着
目
し
、
筆

者
の
活
動
と
研
究
を
ベ
ー
ス
に
「
人
材
育
成
に
よ
る
二
つ

の
地
域
力
醸
成
」
と
、「
意
識
変
容
の
仕
組
み
」
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

人
材
育
成
の
ポ
イ
ン
ト

①
つ
な
が
る
仕
掛
け

筆
者
が
所
属
す
る
熊
本
大
学
は
、
従
来
の
生
涯
学
習
と

は
異
な
る
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
、
産
官
学
金

地
域
の
未
来
を
担
う
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

地
域
の
未
来
を
担
う
二
つ
の
地
域
力
の
醸
成

―
地
域
人
材
と
支
援
者
が
愛
着
を
原
動
力
に
地
域
意
識
を
変
容
―

金
岡　

省
吾

熊
本
大
学
副
学
長
・
教
授

熊
本
創
生
推
進
機
構
副
機
構
長

（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

筆者プロフィール

金岡 省吾氏
（かなおか・しょうご）

千葉大学大学院でランドスケープを学び、都市銀行のシンク
タンク（1991 ～）にて国土・地域政策、経済社会領域の学際
的調査研究に従事しつつ、室蘭工業大学大学院／社会人枠にて
工学博士取得。その後、縁故のない富山大学（2006）、熊本大
学（2021）にlターン。現在は、熊本・和歌山・富山など８拠
点にて産学官金共創によるCSV創出塾や、大学での地域定着教
育と高校へのナレッジ等、塾と教育・研究活動が連関する大学
の地方創生機能を形成中。
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が
連
携
し
て
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
予
備
軍
を
育

て
る
地
域
再
生
塾
を
展
開
。
こ
の
塾
は
30
〜
40
歳
代
の
若

手
経
営
者
が
、
な
ぜ
人
口
は
減
る
か
、
ど
の
よ
う
な
地
域

課
題
が
生
じ
る
か
、
企
業
課
題
と
地
域
課
題
の
双
方
を
解

決
す
る
企
業
行
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
自
身
の
経
営

戦
略
の
基
軸
と
な
る
共
通
価
値
／
コ
ン
セ
プ
ト
を
自
分
の

言
葉
で
語
り
、
修
了
式
で
発
表
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
塾
生
の

50
％
稼
働
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
て
設

定
し
、
修
了
後
も
産
学
官
金
が
塾
生
に
伴
走
し
、
塾
生
同

士
も
話
し
合
い
つ
な
が
り
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
超
え
る
率
で
提
案

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
す
る
こ
と
で
す
。
修
了
式
に
数
多

く
の
塾
生
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、
次
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開

の
連
携
相
手
の
発
掘
も
兼
ね
、
修
了
生
同
士
が
期
を
越
え

て
つ
な
が
り
、
数
多
く
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ

ま
す
。
筆
者
が
熊
本
Ｉ
タ
ー
ン
後
の
２
年
、
姉
妹
塾
８
カ

所
の
修
了
生
２
１
７
名
の
約
70
％
が
、
新
た
な
一
歩
と
し

て
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
源
泉
を
動
か
し
始
め

て
い
ま
す
。

②
本
務
で
の
連
携

市
役
所
の
方
々
は
民
間
等
共
同
研
究
員（
非
常
勤
職
員
）

や
常
勤
職
員
と
し
て
大
学
に
派
遣
頂
き
参
加
。
金
融
機
関

の
方
々
は
大
学
・
自
治
体
と
協
定
締
結
に
よ
る
組
織
間
連

携
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
く
本
務
の
本
業
支
援
と

し
て
参
加
。
両
者
は
、
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す

る
こ
と
で
地
域
を
直
接
変
え
よ
う
と
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
な
く
小
さ
い
源
泉
を
生
み
出
し
て
、
そ
れ
を
大
き

く
し
て
地
域
密
着
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
育
む
と
の
共
通

価
値
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
を
共
創
し
て
塾
運
営
に
加
わ
り
、
企
業

と
地
域
の
新
し
い
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、金
融
機
関
の
伴
走
す
る
力
は
と
て
も
重
要
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
連
携
は
和
歌
山
県
田
辺
支
店
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
和
歌
山
・
熊
本
で
の
遠
隔
支
店

間
連
携
、
面
的
拡
大
に
呼
応
し
た
熊
本
支
店
の
全
面
協
力

と
輪
が
拡
大
。
併
せ
て
、
熊
本
県
信
用
保
証
協
会
か
ら
も

全
面
協
力
を
得
て
お
り
ま
す
。
両
金
融
機
関
は
、
熊
本
で

は
各
地
区
の
地
域
再
生
塾
に
専
任
の
担
当
者
を
配
置
。
14

回
の
講
義
に
毎
回
出
席
、塾
生
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
同
行
し
、

経
営
者
の
個
性
・
積
極
性
を
把
握
し
た
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
立
案
支
援
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
、
伴
走
支
援
に

よ
る
塾
生
へ
の
本
業
支
援
を
実
装
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
の
掛
け
声
だ
け
で
は
な
く
汗
を
か
く
連
携
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
今
年
か
ら
肥
後
銀
行
も
本
務
と
し
て
参

加
者
を
派
遣
。

人
材
育
成
の
効
果

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
源
泉
と
な
る
塾
生
の
活

動
と
、
人
を
引
き
付
け
る
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

林
業
者
の
事
例

管
理
が
行
き
届
か
な
い
山
が
広
が
り
増
加
す
る
「
虫
食

い
材
」
を
隠
す
の
で
は
な
く
、
個
性
と
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
伝
え
る
「BokuM

oku

」。
和
歌
山
県
田
辺
市
で
地
域

の
林
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
製
材
業
、
木
工
所
、
家
具
店
、
一

級
建
築
士
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
と
い
っ
た

プ
ロ
ダ
ク
ト
、
森
林
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
取
り

組
み
、
不
要
と
さ
れ
て
き
た
「
虫
食
い
材
」
に
ス
ト
ー
リ

ー
を
加
え
、
地
域
課
題
を
地
域
資
源
に
変
え
、
２
０
１
６

年
に
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
を
受
賞
。　

BokuM
oku

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、（
株
）
中
川
の
中
川

雅
也
氏
は
、
田
辺
市
域
の
９
割
を
占
め
る
森
林
で
、
伐
採

面
積
の
４
割
の
み
が
植
栽
と
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
熊
野
の
山
を
守
ろ
う
と
地
域
の
ど
ん
ぐ
り
を
苗
木
に

育
て
山
に
還
す
熊
野
の
森
再
生
事
業
（
図
２
）
な
ど
、
新

し
い
山
づ
く
り
に
挑
戦
中
。
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

図 1　将来人口メッシュ（表示年 2050 透過率 50％（薄いメッシュ））
【出典】国土交通省「メッシュ別将来人口推計（平成 30 年推計）」
https://resasgojp/populationfuturemesh/#/map/434320322050200593427711591
1231233003965023236361308891525591836920502

【注】リーサスから転用（2023 年 10 月 12 日）した図表を，一部，筆者が加工・加筆

図２　熊野の森再生事業（田辺市提供資料）

特 集
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自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
独
自
の
働
き
方
シ

ス
テ
ム
も
導
入
。都
会
か
ら
移
住
者
十
数
名
を
受
け
入
れ
、

離
職
率
ほ
ぼ
０
％
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
、
農
林
水
産
省
イ
ナ
カ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
２
１
優
秀
賞
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
１
ほ
か
を

受
賞
。

農
業
者
、
飲
食
業
者
の
事
例

鳥
獣
害
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
地
域
の
若
手
農
家

ら
と
チ
ー
ム
を
結
成
。
捕
獲
か
ら
食
べ
る
ま
で
を
一
体
的

に
取
り
組
む（
株
）日
向
屋
。
田
辺
市
の
地
域
商
社
と
し
て
、

耕
作
放
棄
地
再
生
、
６
次
産
業
化
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
に
挑
戦
す
る
姿
に
、
日
向
屋
と
関
わ
り
た
い
、
こ

こ
で
働
き
た
い
と
い
う
都
会
の
若
者
を
引
き
つ
け
て
地
域

の
担
い
手
を
育
て
、
２
０
２
１
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

の
宝
全
国
優
良
事
例
、
２
０
２
２
年
度
鳥
獣
害
対
策
優
良

活
動
表
彰
農
林
水
産
大
臣
賞
、
日
本
農
業
賞
食
の
架
け
橋

部
門
特
別
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
同
社
の
取
り
組
み
に
引

か
れ
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
更
井
亮
介
氏
が
、
農
村
に
あ
る
祖

父
の
梅
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
全
国
ジ
ビ
エ

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
技
を
駆
使

し
、
ジ
ビ
エ
有
効
活
用
、
廃
棄
食
材
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、
廃

棄
梅
の
種
を
活
用
し
た
杏
仁
豆
腐
な
ら
ぬ
梅
仁
豆
腐
の
開

発
・
製
造
な
ど
、
地
域
循
環
型
レ
ス
ト
ラ
ン
を
実
践
し
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
京
都
・
大
阪
＋
和
歌
山
２
０
２
２
に

掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
持
続
可
能
な
食
を
提
供
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
に
対
す
る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
を
獲
得
。

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事
例

居
宅
介
護
支
援
な
ど
を
行
う
（
有
）
ラ
イ
フ
ケ
ア
（
熊

本
県
玉
名
市
）
は
、
介
護
保
険
に
依
存
し
な
い
新
サ
ー
ビ

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
の
遊
び
場
（
キ

ッ
ズ
ジ
ム
）、
ゴ
ル
フ
、
洗
車
場
な
ど
を
備
え
た
複
合
施

設
「
リ
ク
ル
た
ま
な
」
を
オ
ー
プ
ン
。
キ
ッ
ズ
ジ
ム
で
子

ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
間
に
、
家
族
が
カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
ぐ
。

マ
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
ま
さ
に
地
域
で
子
供
を

育
て
る
「
共
助
」
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
直
結
し
、
人
口
減
に
よ

り
成
立
し
づ
ら
く
な
っ
た
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

始
め
て
い
る
。
取
り
組
み
の
契
機
は
、
い
か
に
人
材
を
確

保
す
る
か
と
い
う
企
業
課
題
。
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
施
設
を

格
安
利
用
で
き
、
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
の
大
き
な
武
器
と

し
て
、
地
域
内
の
若
者
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
。

都
会
人
・
若
者
の
地
域
へ
の
意
識
変
容

都
会
人
の
参
加
意
識

和
歌
山
県
田
辺
市
で
は
、
都
会
に
住
み
な
が
ら
地
方
に

関
わ
り
た
い
と
考
え
る
人
材
と
地
域
再
生
塾
修
了
生
の
共

創
に
よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
す
関
係
人
口
講
座
「
た
な
コ

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」「
熊
野R

EBO
R

N
PR

O
JECT

」「
こ

と
こ
ら
ぼ
」
と
い
っ
た
三
つ
の
共
創
の
場
を
展
開
。
２
０

０
人
近
い
修
了
生
を
出
し
、
50
％
近
く
が
地
域
事
業
者
と

の
関
係
を
継
続
。
中
で
も
「
こ
と
こ
ら
ぼ
」
は
、
日
本
能

率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な
り
、
都

市
圏
企
業
の
幹
部
候
補
生
ら
十
数
人
と
塾
修
了
生
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
都
市
圏
企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
地
域
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。
事
業
稼
働
を
後
押
し
実
行
に
至
る
ケ
ー

ス
、
都
市
圏
企
業
と
地
域
企
業
の
取
引
開
始
、
ス
ピ
ン
オ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
は
じ
め
、
都
会
人
と
地
域
と

の
共
創
も
顕
在
化
し
、
都
会
人
の
参
加
意
識
を
変
容
さ
せ

て
い
ま
す
。
今
後
、
熊
本
の
各
地
域
再
生
塾
、
都
市
圏
企

業
、
県
内
中
核
企
業
と
の
新
た
な
共
創
の
場
「
熊
本
こ
と

こ
ら
ぼ
（
仮
）」
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

大
学
生
の
意
識
変
容
に
は
戦
略
が
必
要

大
学
の
講
義
で
、
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
塾
生
や

自
治
体
関
係
者
が
そ
の
様
子
を
伝
え
る
と
、学
生
か
ら「
こ

ん
な
の
知
ら
な
か
っ
た
」「
地
方
創
生
は
面
白
い
」
と
の

声
が
あ
が
り
、「
地
方
は
自
己
実
現
の
場
」
と
大
学
生
の

意
識
が
変
容
し
始
め
ま
す
。
こ
の
変
容
の
構
造
を
解
明
す

べ
く
、
我
々
の
仲
間
が
富
山
大
学
を
題
材
に
研
究
活
動
を

展
開
。
結
果
と
し
て
、
講
義
は
地
域
定
着
の
変
容
に
効
果

が
あ
り
、「
就
職
先
と
し
て
の
地
方
の
魅
力
度
が
統
計
的

に
有
意
に
向
上
（
注
１
）」。
ま
た
、
地
方
を
ひ
と
ま
と
め

に
考
え
ず
、
首
都
圏
・
中
枢
都
市
・
中
核
都
市
・
町
村
な

ど
、
地
域
特
性
に
よ
っ
て
伝
達
内
容
、
伝
達
方
法
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
Ｃ
Ｍ
・
Ｈ
Ｐ
な
ど
）
も
変
わ
り
、
ど
の

地
域
の
定
着
を
目
指
す
の
か
に
よ
り
若
者
を
地
域
に
引
き

付
け
る
戦
略
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
。
さ
ら
に
、
講
義
前

後
で
就
職
先
と
し
て
の
地
方
の
魅
力
に
関
す
る
意
識
が
変

化
し
、
働
き
方
や
待
遇
、
社
会
に
対
す
る
貢
献
の
仕
方
、

ブ
ラ
ン
ド
力
と
い
っ
た
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伝
え
る

こ
と
で
地
方
の
就
職
先
と
し
て
の
魅
力
が
向
上
（
注
２
）。

実
際
に
、
大
手
企
業
の
中
に
は
、
社
会
課
題
の
解
決
と
い

っ
た
地
方
創
生
を
掲
げ
、
地
方
創
生
を
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
が
高
校
生
の
意
識
を
変
容

地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す
る
塾
生
と
大
学
・
市

役
所
の
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
が
、
入
学
者
数

を
回
復
さ
せ
た
事
例
を
「
地
域
づ
く
り
」（
注
３
）
で
報

告
し
ま
し
た
が
、
我
々
の
仲
間
が
和
歌
山
県
田
辺
市
で
も

高
校
生
の
意
識
を
変
容
さ
せ
て
い
ま
す
。神
島
高
校
に
て
、

地
域
再
生
塾
の
修
了
生
と
連
携
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
「
神
島
塾
」
を
実
施
し
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た
結
果
、「
大
学
等
で
地
域
を
離
れ
て
も
将
来
は
帰
っ
て

き
た
い
」「
地
域
の
子
供
た
ち
に
神
島
塾
の
よ
う
な
経
験

を
さ
せ
た
い
か
ら
教
員
を
目
指
す
（
図
３
）」「
地
域
事
業

者
を
支
え
る
公
務
員
に
な
り
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
が
り
、

実
際
に
大
学
教
育
学
部
へ
の
進
学
や
、
田
辺
市
役
所
へ
の

入
庁
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
識
変
容
の
構

造
を
解
明
す
べ
く
、
我
々
の
仲
間
が
、
室
蘭
の
高
校
を
題

材
に
研
究
活
動
（
注
４
）
を
展
開
。
自
身
の
進
路
選
択
基

準
と
し
て
、
地
域
志
向
や
非
大
都
市
志
向
の
よ
う
な
地
域

定
着
に
直
接
的
に
関
わ
る
価
値
観
が
明
確
に
表
れ
、「
地

域
と
の
関
わ
り
と
自
己
実
現
」
が
「
自
身
の
将
来
像
」「
自

己
理
解
や
活
動
意
欲
」
を
高
め
、「
地
域
へ
の
興
味
関
心
」

と
し
て
地
域
へ
の
愛
着
を
高
め
る
学
習
内
容
が
地
方
志
向

を
高
め
る
こ
と
が
判
明
（
図
4
）。
熊
本
の
天
草
高
校
、

八
代
高
校
な
ど
で
も
、
塾
を
展
開
す
る
市
役
所
・
大
学
・

地
域
課
題
を
解
決
す
る
塾
生
と
連
動
し
た
探
究
学
習
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
が
試
行
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

大
学
で
の
私
の
職
務
は
、
地
方
創
生
担
当
と
し
て
、
共
創

の
場
で
あ
る
地
域
再
生
塾
を
実
践
し
、
さ
ら
に
教
育
・
研
究

機
能
と
連
関
さ
せ
、
大
学
の
新
た
な
存
在
意
義
を
探
究
す
る

こ
と
で
す
。
我
々
の
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
地
元
経

営
者
に
よ
る
第
二
創
業
、
移
住
者
に
よ
る
地
域
で
の
新
規
事

業
、
都
会
人
が
地
域
と
の
共
創
で
育
む
ス
ピ
ン
オ
フ
、
カ
ー

ブ
ア
ウ
ト
（
戦
略
的
な
一
部
事
業
の
会
社
分
割
等
）
な
ど
、

地
域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
噴
出
す
る
「
起
業
増
加
町
」
の
形
成
を
目
指

す
、
産
学
官
金
が
本
務
で
汗
か
く
共
創
の
場
づ
く
り
で
す
。

共
創
に
関
わ
る
産
学
官
金
は
教
育
活
動
も
共
創
し
、大
学
生・

高
校
生
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
高
め
、
地
方
で
の
活
躍
意

識
を
高
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
と
地
域
の
新
し
い
関
係

づ
く
り
は
、
第
３
次
国
土
形
成
計
画
が
求
め
る
「
地
域
を
支

え
る
人
材
育
成
に
よ
る
地
域
課
題
克
服
」
と
「
地
域
の
誇
り

と
愛
着
に
よ
り
地
域
に
人
々
を
引
き
付
け
る
」
二
つ
の
地
域

力
の
醸
成
そ
の
も
の
で
す
。
地
域
再
生
塾
は
、
２
０
０
８
年

に
大
学
の
敷
地
で
試
作
シ
ス
テ
ム
と
し
て
産う
ぶ
ご
え声

を
上
げ
、
魚

津
（
２
０
１
１
）、
高
岡
（
２
０
１
３
）、
田
辺
（
２
０
１
６
）、

南
砺
（
２
０
２
０
）、
八
代
（
２
０
２
０
）、
阿
蘇
広
域
地
域
・

天
草
・
玉
名
（
２
０
２
１
）、
菊
池
（
２
０
２
２
）、
山
鹿
（
２

０
２
３
）
に
展
開
し
、
現
在
は
熊
本
・
和
歌
山
・
富
山
の
８

拠
点
で
共
創
の
場
が
稼
働
。
２
０
２
４
年
か
ら
小
松
が
立
ち

上
げ
を
目
指
し
、
新
潟
の
自
治
体
も
地
域
再
生
塾
に
興
味
を

示
し
て
い
ま
す
。
共
創
の
場
形
成
に
よ
る
地
域
再
生
塾
は
、

地
域
課
題
解
決
の
地
域
力
を
育
み
〝
起
業
増
加
町
〟
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、

都
会
人
、
大
学
生
・

高
校
生
の
意
識
変
容

へ
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
全
国
各
地
で

応
用
可
能
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

本
稿
執
筆
に
当
た

り
、
人
材
育
成
の
効

果
、
都
会
人
の
参
加

意
欲
、
神
島
高
校
の

事
例
は
熊
本
大
学
政

策
研
究
員
・
鍋
屋
安

則
氏
の
協
力
を
得
て

作
成
し
ま
し
た
。

（
注
１
）
尾
山
真
・
金
岡
省
吾
・
塩
見
一
三
男
・
小
松
亜
紀
子
・
市

村
恒
士
（
２
０
２
１
）
＝
富
山
大
学
に
お
け
る
地
域
の
担
い
手
教

育
に
よ
る
地
域
定
着
意
識
の
変
化
に
関
す
る
研
究　

ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
研
究
84
（
５
）、
６
４
５

−

６
５
０
、
日
本
造
園
学
会

（
注
２
）
尾
山
真
・
金
岡
省
吾
・
小
松
亜
紀
子
・
市
村
恒
士
（
２
０

２
３
）
＝
富
山
大
学
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
地
域
定
着
意

識
構
造
モ
デ
ル
構
築
と
授
業
の
有
用
性
の
評
価
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
研
究
86
（
５
）、
５
６
７

−

５
７
２

（
注
３
）
金
岡
省
吾
（
２
０
２
０
）
＝
基
調
論
文
／
人
口
減
少
の
克

服
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
地
域
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
７
月
号
№
３
９

７
、
ｐ
２
〜
５

（
注
４
）
葛
西
芳
枝
、
小
松
亜
紀
子
、
金
岡
省
吾
、
尾
山
真
、
伊
藤

大
志
、
市
村
恒
士
（
２
０
２
３
）
＝
地
域
課
題
解
決
型
学
習
に
よ

る
高
校
生
の
地
域
に
対
す
る
意
識
・
進
路
決
定
要
因
へ
の
影
響
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
86
（
５
）、
５
９
５

−

６
０
０

図４　地域課題解決学習による高校生の意識構造モデル

図３　2022 年 11 月 25 日（金）紀伊民報
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植
竹　

大
海

株
式
会
社
Ｋ
ｎ
ｏ
ｔ
代
表
取
締
役

創
業
の
経
緯
と
事
業
目
標

私
は
２
０
２
２
年
８
月
よ
り
北
海
道
阿
寒
郡
鶴
居
村

で
、
廃
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製

造
所
の
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
日
本
国
内

で
長
く
ビ
ー
ル
製
造
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
２

０
１
９
年
７
月
か
ら
は
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
へ
移
住
し
、

ビ
ー
ル
製
造
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
２
０
２
０
年

４
月
に
日
本
へ
帰
国
し
、
せ
っ
か
く
日
本
に
帰
る
の
で
あ

れ
ば
日
本
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
一
念
発
起

し
、
起
業
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
国
内
に
お
い
て
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
久
し
い
で
す
が
、
２
０
２
３
年
９
月
現
在
、
発
泡
酒

を
含
む
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製
造
を
行
っ
て
い
る
醸
造
所
の

数
は
全
国
で
７
０
０
カ
所
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
ビ
ー
ル
業
界
全
体
に
占
め
る
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
の
販
売
量
の
割
合
は
未
だ
１
％
を
少
し
超
え
る

程
度
で
、
ま
だ
ま
だ
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
伸
び
て
ゆ
く
可

◆◆◆

能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
東
北
海
道
地
域
は
九
州
と
ほ
ぼ

同
じ
面
積
を
有
し
な
が
ら
、
醸
造
所
の
数
は
わ
ず
か
に
数

軒
の
み
で
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
文
化
が
定
着
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

私
は
大
好
き
な
北
海
道
で
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
楽
し

む
文
化
を
広
め
た
い
と
考
え
、
鶴
居
村
に
工
場
を
設
立
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ビ
ー
ル
と
、
つ
な
ぐ
。
ビ
ー
ル
で
、
つ
な
ぐ
。

創
業
に
あ
た
っ
て
ま
ず
私
が
考
え
た
こ
と
は
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
す
れ
ば
東
北
海
道
地
域
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
楽
し
む
文
化
が
定
着
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
地
方
で
生
産
さ
れ
る
特
産

物
の
多
く
は
東
京
や
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
で
の
販
売
を
期

待
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
消
費
人
口
の
多

さ
か
ら
、
あ
る
程
度
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
は
思
う

の
で
す
が
、
私
た
ち
の
事
業
目
標
は
単
に
地
方
都
市
で
ビ

ー
ル
を
製
造
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
東
北
海
道
で
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
文
化
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
す
の

◆◆◆

で
、
い
か
に
地
元
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
提
案
の
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
地

元
の
方
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
旅

行
に
訪
れ
た
際
に
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
事
を
楽
し
む

の
と
同
じ
よ
う
に
、
旅
行
者
の
方
に
は
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
ビ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
の
確
信
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
大
き

く
ふ
た
つ
で
す
。
ひ
と
つ
め
は
「
他
の
文
化
と
と
も
に
ビ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
提
案
を
す
る
」
も
う
ひ
と
つ

は
「
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
よ
う
な
ビ
ー
ル

を
製
造
す
る
」
こ
と
で
す
。

会
社
名
の
「
Ｋ
ｎ
ｏ
ｔ
」
は
結
び
目
や
つ
な
ぎ
目
を
意

味
す
る
言
葉
で
、
他
の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
結
び
つ
け
て
い
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
時
や
音
楽
を
楽
し
む
フ

ェ
ス
な
ど
、
特
別
な
ビ
ー
ル
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

看板と校舎外観

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

株
式
会
社
Ｋ
ｎ
ｏ
ｔ

（
北
海
道
鶴
居
村
）

―
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
ビ
ー
ル
を
―

廃
校
を
活
用
し
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製
造
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く
と
、
特
別
な
時
間
が
よ
り
特
別
に
な
り
ま
す
。
特
別
な

日
に
特
別
な
お
酒
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
お
酒
で

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
ビ

ー
ル
は
そ
の
よ
う
な
選
ば
れ
方
を
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
事
実
と
し
て
私
た
ち
が
製
造
し
て
い
る
ビ
ー

ル
は
安
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
飲
む
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
価
格
で
す
の
で
、
特
別
な
日
や
場
所
で
選

ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
ご
提
案
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

な
れ
る
よ
う
な
東
北
海
道
の
み
で
販
売
す
る
ビ
ー
ル
を
製

造
し
て
お
り
ま
す
。
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｏ = 
道
東
と
い
う
名
前
を

冠
し
た
こ
の
ビ
ー
ル
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
除

い
て
東
北
海
道
外
へ
の
出
荷
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
通
信

販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
販
売
地
域
が
限
ら
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
国
へ
向
け
出
荷
を
行
っ
て
い
る
他

の
定
番
ビ
ー
ル
と
比
較
し
て
、
さ
ほ
ど
出
荷
量
が
変
わ
ら

な
い
こ
と
か
ら
も
、
地
元
で
多
く
消
費
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

訪
れ
ら
れ
る
醸
造
所

私
た
ち
の
醸
造
所
の
大
き
な
特
徴
は
自
由
に
見
学
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
際
に

見
学
用
の
通
路
を
新
た
に
設
け
、
古
い
な
が
ら
も
趣
の
あ

る
校
舎
と
醸
造
所
を
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
学
通
路
に
は
ビ
ー
ル
の
製
造
方

法
の
解
説
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
醸
造
設
備
を
見

な
が
ら
製
造
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
醸

造
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
の
ぞ
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。
誰

が
ど
の
よ
う
に
ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

で
、
よ
り
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
見
学
用
通
路
を
設
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
観
光
施
設

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
期
待
も
あ
り
、
見
学
用
通
路
の

先
に
は
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
を
改
修
し
、
出
来
立
て
の
ビ

◆◆◆

ー
ル
の
試
飲
や
購
入
が
で
き
る
直
売
所
も
併
設
し
て
お
り

ま
す
。

２
０
２
２
年
11
月
に
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

２
０
２
３
年
９
月
末
日
ま
で
に
お
買
い
物
を
し
て
い
た
だ

い
た
実
績
は
４
０
１
６
件
で
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
と
複

数
名
で
お
越
し
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

延
べ
来
場
者
数
は
１
万
人
ほ
ど
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。

醸
造
所
は
車
で
な
け
れ
ば
訪
れ
ら
れ
な
い
不
便
な
場
所
で

は
あ
る
の
で
す
が
、
中
に
は
毎
週
ビ
ー
ル
を
買
い
に
来
ら

れ
る
地
元
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
地
元
へ
の
浸
透
と
観

光
施
設
と
し
て
の
役
割
が
共
に
果
た
せ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と

ま
だ
醸
造
が
始
ま
っ
て
１
年
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
展
開
や
輸
出
な
ど
多
方
面
に
手
を
出
す
の
で
は
な

く
、
地
元
定
着
と
い
う
目
標
を
定
め
る
こ
と
で
ブ
レ

る
こ
と
な
く
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
事
業
目
標
は
変
わ
ら
ず
、
東
北
海
道
に

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
文
化
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
で
す
が
、
そ
の
先
に
は
ビ
ー
ル
と
と
も
に
あ
る
豊

か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
特
別
な

飲
み
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
日
か
当
た
り
前

の
よ
う
に
私
た
ち
の
ビ
ー
ル
が
日
常
に
溶
け
込
ん
だ

時
に
は
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
さ
え
消

え
、
単
に
「
地
元
で
作
っ
て
い
る
地
元
の
ビ
ー
ル
」

と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
日
を
楽
し
み
に
今
日
も
お
い
し
い
ビ
ー
ル
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
醸
造
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆定番で製造しているビール

醸造所に併設された直売所

体育館を改修したクラフトビールの醸造所

7 2023・12 月号 地域づくり 特集編 2023・12 月号地域づくり 特集編 6



特 集
人
口
減
少
の
根
本
課
題
「
仕
事
」

人
口
減
少
は
日
本
全
国
の
地
方
に
お
け
る
課
題
で
す

が
、
中
で
も
秋
田
県
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
深
刻
な
地
域
で

す
。
こ
の
課
題
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、
ど
の
地

域
も
解
決
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

特
に
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
の
が
「
若
者
の
流
出
」、
つ
ま
り
進
学
や
就
職
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
地
元
を
離
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
戻
っ
て

こ
な
い
こ
と
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
に
か
ほ
市
出
身
の
方
だ
と
特
に
「
魅
力
的
な
職

場
が
少
な
い
」
と
い
う
理
由
が
多
い
そ
う
で
す
。
に
か
ほ

市
は
、
行
政
と
し
て
こ
の
現
状
を
受
け
止
め
、
自
分
た
ち

で
仕
事
を
作
る
こ
と
や
、
新
し
い
職
場
や
文
化
が
生
ま
れ

る
よ
う
、「
起
業
創
業
」
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
を
作
れ

な
い
か
、
と
い
う
考
え
に
至
り
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
廃
校
と
な

っ
た
小
学
校
を
利
活
用
し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
わ
く
ば
に

か
ほ
」
と
い
う
施
設
で
す
。

◆◆◆

一
般
社
団
法
人
ロ
ン
ド
が
運
営
す
る「
わ
く
ば
に
か
ほ
」

で
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、

会
議
室
と
い
っ
た
仕
事
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
、
起

業
へ
の
興
味
喚
起
を
促
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
挑
戦
や
評
価

を
得
ら
れ
る
機
会
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
、
プ
ラ
ン
の
実
現
や
実
験
に
向
け
て
専
門
家
が
伴
走
す

る
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
内
外
へ
の
発

信
の
場
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

「
仕
事
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

起
業
創
業
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

起
業
し
て
分
か
る
課
題
と
必
要
な
策

こ
れ
ま
で
の
秋
田
県
内
に
お
い
て
、
起
業
促
進
や
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
単
一
の

施
策
を
提
供
す
る
施
設
や
事
業
は
点
在
し
て
い
ま
し
た

が
、「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

や
課
題
に
一
挙
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。私
は
大
学
４
年
生
の
時
に
起
業
し
て
お
り
、

◆◆◆

実
体
験
と
し
て
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
や
会
社
は
、

規
模
が
広
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
段
階
的
に
新
し
い
課
題

が
現
れ
て
き
ま
す
。
特
に
起
業
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、

と
て
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
新
し
い
課
題
が
現
れ
、
比
例
し

て
意
思
決
定
と
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
る
た
め
、
単

一
の
施
策
で
は
解
決
策
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
他
地
域
よ

り
も
人
口
減
少
が
進
み
、
有
力
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
母
数
が

少
な
い
秋
田
に
お
い
て
、
地
域
の
未
来
を
担
え
る
起
業
家

や
人
材
が
輩
出
す
る
た
め
に
は
、
人
材
発
掘
か
ら
育
成
、

起
業
、
そ
し
て
そ
の
後
の
事
業
展
開
に
お
け
る
伴
走
支
援

ま
で
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
浸
透
さ
せ
る
組
織

包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
支
援

す
る
た
め
の
体
制
」と
、「
施
設
を
運
営
す
る
た
め
の
体
制
」

◆◆◆

わくばにかほコワーキングスペース

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

一
般
社
団
法
人
ロ
ン
ド

（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）

―
起
業
創
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
―

東
北
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
に金

子　

晃
輝

一
般
社
団
法
人
ロ
ン
ド
代
表
理
事
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の
二
つ
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
起
業
初

期
段
階
の
実
体
験
が
あ
り
悩
み
を
共
有
で
き
る
起
業
家

や
、
起
業
家
育
成
に
特
化
し
た
機
関
、
公
共
機
関
、
投
資

家
や
金
融
機
関
、
先
進
企
業
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

や
組
織
と
の
連
携
を
図
り
、
必
要
な
解
決
策
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
各
所
と
連
携

を
取
れ
る
よ
う
、
適
切
に
動
い
て
い
け
ば
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
難
し
い
の
は
後
者
で
す
。

「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
の
企
画
・
設
計
は
株
式
会
社
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
運
営

は
稼
働
に
あ
た
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
一
般
社
団
法
人
ロ
ン

ド
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
地
域
の
意
義
の
あ
る
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
に
根
差
し
た
組
織
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
組
織
作
り
に
は
、
地
域
の
内
と

外
の
両
方
の
人
材
で
構
成
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
近
い
距
離
、
遠
い
距
離
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

分
か
る
課
題
や
解
決
案
を
合
わ
せ
、
適
切
に
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
起
業
家
や
地
域
か

ら
特
定
の
課
題
が
現
れ
た
時
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
解
決
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
や
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
制

作
、
文
化
継
承
な
ど
、
各
人
材
の
専
門
ス
キ
ル
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
地
域
に
密
着
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

一
部
と
し
て
貢
献
で
き
る
施
設
や
組
織
は
、
秋
田
県
に
お

い
て
は
他
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
変
化
を
連
鎖
さ
せ
る

「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
は
２
０
２
１
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
企
業
が
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
は
、オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
に
埋
ま
り
ま
し
た
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
個
人
法
人
問
わ
ず
月
額
で
の

利
用
契
約
が
で
き
、
登
記
も
可
能
で
す
。
２
０
２
３
年
３

月
末
日
の
時
点
で
、
施
設
全
体
と
し
て
11
社
の
起
業
創
業

支
援
を
行
い
、
年
間
２
０
０
０
人
以
上
が
来
訪
し
て
い
ま

す
。
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
、
８
人
の

起
業
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
起
業
目
的
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
人
数
の
多
い
会
議
や
、
地
域

◆◆◆

の
イ
ベ
ン
ト
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
場
所
と
し
て
の
個
人
の

利
用
、
休
憩
場
所
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
人
が
集
ま
る
場

所
と
し
て
徐
々
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
起
業
創
業
支
援
を

目
的
に
作
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
起
業

の
文
脈
だ
け
で
の
評
価
を
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
浸
透
し
て
い
き
、「
仕

事
」
や
「
起
業
」
に
対
し
て
い
つ
も
と
少
し
違
っ
た
視
点

を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
小
さ
な
変
化
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
次
第
に
大
き
な
変
化
の
波
に
成
長
す
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

起
業
支
援
を
皮
切
り
に
ま
ち
に
変
革
を

に
か
ほ
市
は
、
立
地
条
件
と
し
て
は
不
利
な
場
所
に
あ

り
、
ど
れ
だ
け
優
れ
た
施
設
を
作
り
込
ん
で
も
地
域
外
か

ら
の
利
用
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
は
拭
え
ま
せ
ん
。
県
内
だ
け

で
考
え
て
も
、
例
え
ば
秋
田
市
か
ら
は
車
で
１
時
間
か
か

り
、
そ
れ
よ
り
北
側
の
地
域
か
ら
は
２
時
間
以
上
も
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
一
部
と
し
て
貢
献
し

て
い
く
に
は
、
地
域
内
と
地
域
外
両
方
の
利
用
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
認
知
を
広
げ

る
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
誘
致
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
今
後
は
首
都
圏
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
起
業
家
を
中

心
に
、
い
か
に
訴
求
で
き
る
か
が
成
長
の
鍵

と
な
り
ま
す
。
既
に
外
部
連
携
を
図
っ
て
、

施
策
を
遂
行
中
で
す
が
、
起
業
を
軸
に
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で
利
用
者
を
獲
得
し
て
い

き
、「
わ
く
ば
に
か
ほ
」
を
よ
り
人
の
集
ま

る
場
所
に
し
、
地
域
の
心
の
拠
り
所
と
す
る

こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
。

◆◆◆
地域内外のプレイヤーがつながる Hatch！

クリエイターズマーケットの様子

にかほ市やジェイアール東日本企画などが開催する第 3 回
Hatch！ビジネスプランコンテストのファイナリスト

わくばにかほ外観
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朝
霧　

重
治

株
式
会
社
協
同
商
事
コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー

代
表
取
締
役

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
現
状

本
来
嗜
好
品
で
あ
る
ビ
ー
ル
は
工
業
的
画
一
的
商
品
か

ら
の
顧
客
離
れ
を
背
景
に
、
市
場
規
模
は
１
９
９
９
年
を

ピ
ー
ク
に
往
時
の
約
70
％
に
ま
で
縮
小
し
て
い
る
が
、
世

界
の
先
進
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
。

１
９
９
４
年
４
月
の
酒
造
法
一
部
改
正
に
よ
り
、
大
手

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
寡
占
市
場
に
中
小
規
模
醸
造
所
が
多

数
参
入
し
、
日
本
酒
の
地
酒
に
な
ら
い
「
地
ビ
ー
ル
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
地
域
経
済

政
策
と
し
て
、
食
品
産
業
と
い
う
よ
り
も
観
光
産
業
に
近

い
地
域
お
こ
し
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
推
奨
さ
れ
て
い

た
。
当
初
は
も
の
珍
し
さ
か
ら
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
が
流
行

は
長
く
は
続
か
ず
、「
高
い
、
味
に
ク
セ
が
あ
る
、
観
光

地
の
土
産
物
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

地
ビ
ー
ル
低
迷
期
が
続
い
た
が
、
近
年
は
再
度
成
長
し
て

い
る
（
図
）。
製
造
技
術
の
向
上
と
個
性
豊
か
な
ビ
ー
ル

を
求
め
る
市
場
の
形
成
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

◆◆◆

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
例
え
ば
米
国
で
は
、
中
小
規

模
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
は
９
２
４
７
社
存
在
し
（
米
国
醸

造
者
協
会
２
０
２
１
年
）、
同
国
の
ビ
ー
ル
市
場
の
数
量
シ

ェ
ア
13
％
を
占
め
、
成
長
を
続
け
て
い
る
。
世
界
中
で
、

中
小
規
模
醸
造
所
の
職
人
気
質
で
つ
く
ら
れ
た
個
性
豊
か

な
ビ
ー
ル
が
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
事
象
も
そ
の
中
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
の
中
に

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
潮
流
が
、
日
本
で
も
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
い
う
新
市
場
が
誕
生
し
た
背
景
で
あ
る
。

コ
エ
ド
ビ
ー
ル
と
は

Beer Beautiful

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
元
名
産
の
サ

ツ
マ
イ
モ
か
ら
製
造
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
紅
赤–Beniaka–

を
筆
頭
に
個
性
豊
か
な
ビ
ー
ル
を
取
り
そ
ろ
え
、
職
人
た

ち
に
よ
る
細
や
か
な
も
の
づ
く
り
と
「
ビ
ー
ル
を
自
由
に

選
ぶ
」
と
い
う
本
来
の
魅
力
を
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
い

う
概
念
と
農
業
の
魅
力
と
と
も
に
発
信
し
て
い
る
埼
玉
県

拠
点
の
ビ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
（
写
真
１
）。
世
界
の

品
評
会
で
受
賞
し
、
品

質
と
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
評

価
を
獲
得
し
、
世
界
28

カ
国
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
。コ

エ
ド
ビ
ー
ル
の
母

体
で
あ
る
協
同
商
事

は
、
１
９
７
０
年
代
か

ら
有
機
栽
培
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
収
穫
せ
ず

畑
に
す
き
込
ま
れ
て
い

た
緑
肥
の
麦
を
収
穫

し
、
ワ
イ
ン
と
葡
萄
栽

培
の
関
係
の
よ
う
な
六

次
産
業
化
を
着
想
の
原

◆◆◆

図　日本の小規模醸造ビールの市場規模の推移

写真１　コエドビールの定番のラインナップ

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

株
式
会
社
協
同
商
事

コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー

（
埼
玉
県
川
越
市
）

―
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ビ
ー
ル
主
力
に
世
界
へ
輸
出
―

コ
ン
セ
プ
ト
はB

eer B
eautiful
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点
と
し
１
９
９
６
年
に
ビ
ー
ル
事
業
を
開
始
し
た
。
フ
ィ

ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
の
結
果
、
地
場
の
麦
を
麦
芽
に

加
工
す
る
こ
と
は
断
念
し
た
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
か
ら
ビ
ー

ル
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
の
転
換
に
つ
な
が
り
、
廃
棄
さ

れ
て
い
た
規
格
外
サ
ツ
マ
イ
モ
を
副
原
料
に
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
ラ
ガ
ー
が
、
コ
エ
ド
ビ
ー
ル
の
原
点
で
あ
る
。
サ
ツ
マ

イ
モ
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
造
り
楽
し
む
と
い
う
食
文
化
は

日
本
に
し
か
な
い
。
結
果
的
に
、
世
界
で
は
じ
め
て
の
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
副
原
料
に
使
用
し
た
ビ
ー
ル
と
な
っ
た
。
現

在
も
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
産
地
表
示
の
基
本
と
な
る
周
辺
環
境
）

を
表
現
す
る
中
核
製
品
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
紅
赤-Beniaka-

（
写

真
２
）
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

地
ビ
ー
ル
か
ら
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
へ
、 

そ
し
て
再
び
地
ビ
ー
ル
へ

当
社
は
理
想
の
未
来
を
い
か
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い

◆◆◆

う
理
念
先
行
の
側
面
の
強
い
企
業
で
あ
り
、「
新
し
い
日

本
の
農
業
を
切
り
拓
く
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て

き
た
。
前
述
の
と
お
り
地
ビ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
市
場

か
ら
、
２
０
０
６
年
に
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
と
し
て
再
始
動
し
た
。
従
来
の
地
ビ
ー
ル
の
「
地
域
・

観
光
産
業
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
、

「
ビ
ー
ル
を
選
び
楽
し
む
と
い
う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
提
案
」

と
「
職
人
に
よ
る
丁
寧
な
ビ
ー
ル
づ
く
り
＝
人
を
中
心
に

お
い
た
高
品
質
な
も
の
づ
く
り
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に

転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
い
う
新
市

場
を
創
出
し
、
そ
の
中
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い

く
活
動
で
あ
る
。
現
在
で
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

有
機
農
業
か
ら
出
発
し
て
い
る
当
社
で
は
、
元
々
活
動

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
内
包
さ
れ
事
業
運
営
の
要
素
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
環
境
と
一
体
に
な
っ
た
よ
り

持
続
可
能
な
事
業
活
動
の
た
め
、
企
業
研
修
所
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
産
業
遺
産
を
引
き
継
ぎ
醸
造
所
に
改
修
し
、

自
然
豊
か
な
田
園
地
帯
に
醸
造
所
を
移
転
し
た
。
敷
地
内

に
掘
っ
た
井
戸
か
ら
醸
造
用
水
を
確
保
し
、
排
水
処
理
で

は
バ
イ
オ
ガ
ス
を
生
成
し
発
電
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
３
）。

科
学
者
や
畜
産
農
家
と
連
携
し
、
麦
芽
粕
を
１
０
０
％
飼

料
化
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
地
域
循
環
の
仕
組
み
も
確
立
し
た
。

地
域
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
地
域
の
人
々
に
愛

さ
れ
る
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、

活
動
の
重
要
な
指
針
の
一
つ
で
あ
り
、
真
の
意
味
で
の
地

ビ
ー
ル
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
酒
税
法
の
規
制

が
厳
し
い
日
本
で
は
、
ビ
ー
ル
工
場
は
珍
し
い
存
在
で
あ

る
こ
と
か
ら
街
の
個
性
に
も
成
り
得
る
と
考
え
、
住
民
や

ゲ
ス
ト
と
共
に
「
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
あ
る
街
づ
く
り
」
を
共

創
し
て
い
く
想
い
を
込
め
、
２
０
２
０
年
、
川
越
駅
前
に

ブ
ル
ワ
リ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
し
た
（
写
真
４
）。

醸
造
所
敷
地
内
の
遊
休
地
で
あ
る
旧
研
修
施
設
時
代
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
耕
地
化
し
、
大
麦
の
有
機
栽
培
実
験
農
場

と
し
た
が
、
今
後
は
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
も
導
入
し
て
い
き
な

が
ら
、
近
隣
の
耕
作
放
棄
地
を
生
か
し
栽
培
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
く
計
画
で
あ
る
。
景
観
維
持
や
地
産
地
消
に
よ

り
、
農
業
分
野
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
醸
造
所
見
学
や
敷
地
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
、醸
造
所
の
産
業
観
光
拠
点
化
を
推
進
し
て
い
る
。

有
機
農
業
の
広
報
と
地
域
で
の
魅
力
づ
く
り
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
、
麦
の
種
ま
き
と
収
穫
の
サ
イ
ク
ル
で
開
催
す
る
キ

ャ
ン
プ
型
音
楽
フ
ェ
ス
・
麦
ノ
秋
音
楽
祭
の
興
行
も
開
始

し
た
。
今
後
は
窒
素
や
リ
ン
の
回
収
に
よ
る
農
業
へ
の
利

用
、
ビ
ー
ル
発
酵
時
の
二
酸
化
炭
素
の
回
収
に
よ
る
生
産

活
動
へ
の
再
利
用
な
ど
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

も
、
企
業
市
民
と
し
て
積
極
的
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

写真４　COEDO BREWAERY THE RESTAURANT

写真３　COEDO クラフトビール醸造所

写真２　サツマイモを副原料に使用したビール COEDO 紅赤 -Beniaka-
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22
年
勤
務
し
た
会
社
を
退
職
し
創
業

私
は
１
９
９
９
年
か
ら
２
０
２
１
年
の
間
、
原
子
力
発

電
所
の
協
力
会
社
に
在
職
し
、
そ
の
間
に
結
婚
、
出
産
も

経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
「
ロ
ー
カ
ル
の
課
題
を
解

決
で
き
る
組
織
」「
ロ
ー
カ
ル
で
も
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
や
女
性
活
躍
」
に
対
す
る
興
味
が
生
ま
れ
、
そ
の
後

会
社
を
退
職
し
、
合
同
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
を
創
業
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

組
織
開
発
や
人
材
育
成
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

は
、
福
井
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
女
性
起
業
家
育
成
の

取
り
組
み
で
あ
る
「
女
性
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
と
い
う

連
続
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
勉
強
を

重
ね
、
敦
賀
で
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
先
生
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
受
け
た
り
、
組
織

開
発
や
人
材
育
成
の
論
文
を
月
30
本
ほ
ど
読
ん
だ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
り
、
同
テ
ー
マ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
同
地
域
で
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
生
計
を
立
て
る
女
性

◆◆◆

に
出
会
い
、
共
同
で
任
意
団
体
の
ふ
く
い
テ
レ
ワ
ー
ク
女

子
を
立
ち
上
げ
、
女
性
を
育
成
し
な
が
ら
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
副
業
を
お
こ
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
時
点
で
は
、
勤
務
先
の
会
社
で
社
外
活
動

が
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
、
新
規
事
業
の
提
案
や
女
性
活
躍

の
提
案
に
つ
い
て
取
り
合
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
少
な

く
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
会
社
員
と
し
て
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
、
常
に
ジ
レ
ン

マ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
尊
敬
す
る
上
司
か

ら
言
わ
れ
た
「
後
藤
さ
ん
な
ら
で
き
る
で
し
ょ
」
の
一
言

で
「
や
る
し
か
な
い
」
と
一
念
発
起
し
、
退
職
２
カ
月
後

に
合
同
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
を
創
業
し
ま
し
た
。

都
市
圏
の
専
門
家
と
「
つ
な
が
れ
る
場
所
」

合
同
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
の
最
初
の
事
業
は
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
作
る
こ
と
と
そ
の
運
営
で
し
た
。
私

の
住
む
福
井
県
敦
賀
市
は
、
２
０
２
４
年
３
月
16
日
に
新

幹
線
開
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
機
運
を
生
か
し

て
、
今
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
都
市
圏
の
方
々
と

◆◆◆

市
民
の
距
離
を
近
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
敦
賀
に
昔
か

ら
あ
る
信
用
金
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、

「FU
JIO

N
E W

O
R

K
A

T
IO

N
 PLA

CE

（
以
下
「
Ｆ
Ｗ

Ｐ
」）」
を
作
り
ま
し
た
。
Ｆ
Ｗ
Ｐ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
、

セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
関
西
で
活
躍
す
る
学
生

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
、

市
民
活
動
を
始
め
た
い
若
者
た
ち
の
会
議
、
高
校
生
の
地

域
活
性
化
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

例
え
ば
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
場
合
は
、
私
自
身
つ
な

が
り
が
あ
り
国
内
全
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
経
営
者
や
専

門
家
の
方
々
を
お
呼
び
し
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す

る
こ
と
で
参
加
者
が
新
し
い
視
点
を
得
た
り
、
専
門
家
と

の
直
接
の
交
流
で
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な

企
画
に
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
最
初
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
し
、
副
市
長

や
市
役
所
の
職
員
、
観
光
協
会
会
長
な
ど
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
今
ま
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
が
な

か
っ
た
年
齢
層
の
方
々
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
ま
し
た
。
ま

た
、
関
西
の
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
新
規

事
業
を
活
性
化
し
た
い
敦
賀
の
企
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

学生も対象としたセミナーのフライヤー

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

合
同
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

（
福
井
県
敦
賀
市
）

―
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
ま
で
―

個
を
つ
な
ぎ
ロ
ー
カ
ル
の
課
題
を
解
決
す
る

後
藤　

美
佳

合
同
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
代
表

13 2023・12 月号 地域づくり 特集編 2023・12 月号地域づくり 特集編 12

4



特 集

動
画
作
成
事
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
を
創
業
し
た
当
初
は
、「
ま
ち
を
お

も
し
ろ
く
す
る
こ
と
で
市
民
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
次
々
に
打
ち
出
し
な
が
ら
敦
賀
市
の

現
状
を
調
査
し
た
り
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
声
に
耳
を
傾

け
た
り
す
る
こ
と
で
、
私
自
身
の
「
つ
な
げ
る
こ
と
で
広

が
る
可
能
性
」
と
い
う
仮
説
が
ク
リ
ア
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。人

と
組
織
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
敦
賀
」
に

Ｆ
Ｗ
Ｐ
と
い
う
拠
点
を
作
り
、
私
自
身
、
組
織
に
い
る

こ
と
で
感
じ
て
い
た
ジ
レ
ン
マ
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
人

が
抜
け
出
せ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
立
す
べ
く
、

今
ま
で
本
当
に
多
く
の
個
人
や
団
体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

き
ま
し
た
。
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
、
仕
事
と
し

て
コ
ン
サ
ル
を
請
け
負
っ
て
き
た
こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
国
家
資
格
を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

◆◆◆

も
あ
り
、
Ｆ
Ｗ
Ｐ
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
キ
ャ
リ
ア
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
悩
み
相
談
を
し
た
り
、
人
と
組
織
を
つ
な
げ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
何

か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
け
ど
で
き
な
い
、
何
を
や
っ
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

を
実
現
で
き
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、

そ
の
方
の
仲
間
や
団
体
が
増
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

直
近
で
す
と
、
Ｆ
Ｗ
Ｐ
の
カ
フ
ェ
で
行
っ
た
「
た
こ
や

き
居
酒
屋
」で
の
出
会
い
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、

敦
賀
市
の
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
で
の
お
化
け
屋
敷
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
実
現

さ
せ
、
チ
ケ
ッ
ト
は
即
完
売
、
２
日
で
約
８
０
０
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｆ
Ｗ
Ｐ
の
カ
フ
ェ
で
敦
賀
高
校
の
部
活
動
「
創

生
部
」
の
生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち
の
運
営
で
敦
賀
と
関
連

が
深
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
「
ポ
ン
チ
キ
」
の
試
食
販
売
を
し
、

多
く
の
来
場
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
創
生
部

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
訪
問
に
派
遣
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
が
主
催
し
た
「
つ
る
が
の

お
と
」
と
い
う
市
民
参
加
型
音
楽
フ
ェ
ス
で
は
、
敦
賀
港

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
ヶ
崎
緑
地
公
園
で
プ
ロ
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
敦
賀
市
の
松
陵
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
経
験
を
積
ん

だ
吹
奏
楽
部
は
そ
の
４
カ
月
後
に
９
年
ぶ
り
の
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

人
や
組
織
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る

私
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人

や
組
織
を
対
象
に
、
自
身
の
可
能
性
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
も
ら
う

こ
と
で
し
た
。
最
初
に
対
話
で
「
自
分
で
も
で
き
る
」
と

い
う
意
識
改
革
を
お
こ
な
い
、
人
を
つ
な
げ
た
り
や
り
た

い
こ
と
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
学
び
の
場
を
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
夢
を
実
現
す
る
ま
で
の
道
の
り

を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る
と
、
人
や
組
織
が
生
き
生
き
し
ま

す
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
ま
ち
に
活
力
が
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な

仮
説
の
も
と
、
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
と
し
て
企
画
や
イ
ベ
ン

ト
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

こ
の
ま
ち
の
人
が
自
分
の
価
値
に
気
づ
き
、
可
能
性
を
最

大
限
発
揮
し
、
人

生
の
時
間
を
豊
か

に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、
ま
ち

の
文
化
と
な
る
よ

う
な
企
画
や
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

◆◆◆

敦賀高校創生部による
ポンチキ販売のフライヤー

関西学生ベンチャー

公開研修（プレゼンテーションセミナー）

FWP のカフェで行ったたこやき居酒屋。
ここから廃校となった小学校でのイベントが生まれた
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小
川　

悟

一
般
社
団
法
人
ま
ち
のtoolbox  

統
括
部
長

活
動
の
背
景

私
た
ち
一
般
社
団
法
人
ま
ち
のtoolbox

で
は
、
都
留

市
の
織
物
文
化
の
継
承
と
担
い
手
の
育
成
の
た
め
、「
ほ

ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
題
し
、
地
域
の
伝
統
織
物
「
ほ
ぐ
し
織
」
を
用
い

た
「
手
作
り
洋
傘
教
室
」
の
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

都
留
市
は
、
富
士
山
に
ほ
ど
近
い
山
梨
県
東
部
に
位
置

す
る
人
口
３
万
人
ほ
ど
の
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
古
く

か
ら
城
下
町
の
歴
史
を
持
ち
山
梨
県
東
部
地
域
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
当
時
の

主
な
産
業
は
織
物
産
業
で
、
江
戸
時
代
に
は
郡
内
織
の
名

は
日
本
全
国
に
知
ら
れ
、
大
勢
の
商
人
が
都
留
の
ま
ち
に

集
ま
り
大
変
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
近
年
で

は
消
費
者
の
需
要
の
変
化
や
安
価
な
繊
維
素
材
の
登
場
に

よ
っ
て
、
織
物
業
か
ら
業
態
転
換
を
す
る
企
業
が
多
く
な

り
、
市
内
の
主
要
な
織
物
事
業
者
は
、
傘
事
業
者
１
社
と

ネ
ク
タ
イ
事
業
者
１
社
を
含
む
数
社
の
み
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

さ
ら
に
傘
に
つ
い
て
は
、「
ほ
ぐ
し
織
」
と
い
う
郡
内

織
の
中
で
も
〝
超
絶
技
巧
〟
と
言
わ
れ
る
高
度
な
技
術
を

も
と
に
製
作
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
都
留
市
に
そ
の
よ
う
な

高
い
技
術
力
を
持
つ
事
業
者
が
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

な
い
課
題
、
ま
た
、
傘
の
組
み
立
て
は
関
西
の
事
業
者
が

行
っ
て
お
り
生
産
の
一
貫
体
制
が
地
域
に
整
っ
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
伝
統
織
物
復
興
の
た
め
始

ま
っ
た
の
が
「
ほ
ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
し
た
。

傘
作
り
の
担
い
手
育
成
と
拠
点
整
備

「
ほ
ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
そ
ん
な
地
域
の
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
た
都

留
市
の
織
物
協
会
の
方
か
ら
の
相
談
に
よ
り
、
２
０
２
１

年
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
織
物
復
興
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
項
目
は
三
つ
で
、
①
地
域

の
生
産
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
傘
作
り
の
担
い
手
育
成

◆◆◆

②
傘
を
作
る
工
房
や
傘
職
人
の
育
成
を
す
る
た
め
の
拠
点

の
整
備
③
地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
傘
の
開
発
。
こ
の
３
点
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
の
は
、担
い
手
育
成
の
た
め
の「
ほ

ぐ
し
織
・
手
作
り
洋
傘
教
室
の
開
催
」
と
工
房
・
教
室
と

し
て
の
「
拠
点
の
整
備
」
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
の
が

「
ほ
ぐ
し
織
・
手
作
り
洋
傘
教
室
」
で
す
。
地
域
で
傘
作

り
の
一
貫
生
産
体
制
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
の
織
物
事
業

者
の
方
を
講
師
に
招
き
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

傘
作
り
教
室
で
は
、
実
際
に
ほ
ぐ
し
織
を
用
い
て
、
生

地
の
断
裁
、
縫
製
、
部
品
作
り
、
組
み
立
て
、
仕
上
げ
ま

で
の
工
程
の
全
て
を
受
講
生
の
方
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
傘
作
り
が
は
じ
め
て
の
方
ば
か
り
で
す

の
で
、
傘
作
り
の
工
程
の
難
易
度
に
合
わ
せ
、
裁
断
・
縫 ほぐし織の洋傘

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

一
般
社
団
法
人

ま
ち
のtoolbox

（
山
梨
県
都
留
市
）

―
手
作
り
傘
を
「m

ade in

都
留
」
の
ブ
ラ
ン
ド
に
―

ほ
ぐ
し
織
の
魅
力
と
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
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製
さ
れ
た
生
地
の
組
み
立
て
の
み
に
取
り
組
む
「
練
習
傘

作
り
」、
生
地
選
び
を
含
む
裁
断
か
ら
全
て
を
取
り
組
む

「
本
番
傘
作
り
」
と
ス
テ
ッ
プ
を
設
け
て
、
初
心
者
の
方

に
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
「
こ
ん
な
に
難
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
…
」

と
傘
用
の
専
用
ミ
シ
ン
に
悪
戦
苦
闘
を
し
て
い
た
受
講
生

の
方
々
も
、
講
座
の
終
盤
に
は
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
な
ん

て
！
」「
も
っ
と
作
っ
て
み
た
い
！
」
と
毎
回
、
満
足
の

声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
講
座
開
始
以
来
、
第
１
期
、
第
２
期
と

こ
れ
ま
で
25
人
を
超
え
る
地
域
の
方
々
に
受
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
３
期
を
迎
え
る
今
年
も
既
に
８
人
の
受
講
生

に
傘
作
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

先
輩
に
よ
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

傘
教
室
が
修
了
し
て
も
、
す
ぐ
に
商
品
と
し
て
出
せ
る

レ
ベ
ル
の
能
力
が
習
得
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

継
続
し
て
傘
作
り
の
技
術
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
傘

教
室
で
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、
傘
教
室
の
卒
業
生
が
、
今
度
は

傘
作
り
講
師
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
受
講
生
の
指
導
補
助
に

ま
わ
る
仕
組
み
で
す
。
講
師
の
方
に
指
導
方
法
を
聞
き
な

が
ら
先
輩
が
後
輩
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
力
が

高
ま
る
だ
け
で
な

く
、
受
講
生
側
も

先
輩
の
あ
た
た
か

い
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
こ
と
で
く

じ
け
な
い
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
１
期

生
６
人
、
２
期
生

２
人
の
サ
ポ
ー
タ

ー
が
お
り
、
サ
ポ

ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー

同
士
で
も
活
発
に

傘
作
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
や
連
携

を
す
る
な
ど
期
を

超
え
た
縦
の
交
流

が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

◆◆◆

築
１
０
０
年
超
の
古
民
家
を
工
房
に

次
に
、
ま
ち
のtoolbox

で
は
傘
作
り
の
で
き
る
「
拠

点
整
備
」
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

人
材
育
成
の
他
、
傘
作
り
を
専
用
で
で
き
る
工
房
が
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
必
要
で
す
。
当
初
は
市
内
の
交
流
施

設
を
お
借
り
し
教
室
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２

２
年
第
２
期
教
室
開
催
を
前
に
、
市
内
の
築
１
０
０
年
を

超
え
る
空
家
を
購
入
し
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
20
年
以
上
空

家
で
あ
っ
た
古
民
家
が
、
傘
教
室
の
会
場
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
受
講
生
・
卒
業
生
の
交
流
の
場
や
売
り
物
の
傘
を

作
る
た
め
の
工
房
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
そ
こ
で
製
作
さ
れ
た
傘
や
地
域
で
製
作
さ
れ
た
郡
内

織
の
商
品
を
目
で
見
て
触
っ
て
購
入
で
き
る
場
に
し
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「m
ade in

都
留
」
の
傘
を
作
り
た
い
！

幸
い
な
こ
と
に
本
活
動
は
、
山
梨
県
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
新
聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
第
３
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
傘
の
開
発
」
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。「
城
下
町
の
歴
史
」
と
い
う
都
留
市
な
ら
で
は
の

特
徴
を
取
り
入
れ
た
ほ
ぐ
し
織
の
傘
を
開
発
し
、
傘
作
り

教
室
の
卒
業
生
た
ち
が
製
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

仕
事
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
で

生
ま
れ
た
傘
職
人
た
ち
が
作
る
「m

ade in

都
留
」
の
傘

を
全
国
の
方
々
に
愛
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な

想
い
で
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

伝統の「ほぐし織」を使った傘教室の全員写真（2022 年第２期）

傘教室の様子
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中
村　

伸
之

か
せ
や
ま
の
森
創
造
社
事
務
局
長

キ
ワ
デ
ザ
イ
ン
代
表

私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
「
か
せ
や
ま
の
森
」
は
、「
け

い
は
ん
な
学
研
都
市
・
木
津
北
地
区
」（
京
都
府
木
津
川
市
、

約
１
５
０
㌶
）
で
、
２
０
０
３
年
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

が
中
止
と
な
り
、
ほ
ぼ
半
分
の
面
積
が
木
津
川
市
有
地
と

な
っ
た
里
山
で
す
。「
け
い
は
ん
な
」
と
は
京
都
、
大
阪
、

奈
良
の
３
府
県
に
ま
た
が
る
京
阪
奈
の
緑
豊
か
な
丘
陵
地

帯
の
こ
と
で
す
。「
か
せ
や
ま
」
は
万
葉
集
に
も
登
場
す

る
歴
史
あ
る
土
地
で
「
鹿
背
山
」
と
表
記
し
ま
す
。

か
せ
や
ま
の
森
で
は
２
０
０
４
年
ご
ろ
か
ら
、
複
数
の

里
山
活
動
団
体
、
企
業
、
行
政
が
連
携
し
て
保
全
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
、
生
物
多
様
性
基
本
法

に
基
づ
き
、
活
動
団
体
・
行
政
・
学
識
者
が
協
働
し
、
本

地
区
の
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
策
定
し
、
活
動
団
体

の
連
携
組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
広
大
な
面
積

の
一
部
し
か
手
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
奥
地
で
は
森
林

の
荒
廃
や
道
・
川
の
崩
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
、
地
元
・
鹿
背
山
区
の
住
民
が
中
心
と
な

り
、
活
動
団
体
の
有
志
が
里
山
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

目
指
し
た
「
か
せ
や
ま
の
森
創
造
社
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
里
山
の
荒
廃
を
憂
慮
し
、
里
山
再
生
作
業
（
除
間
伐

や
道
づ
く
り
）
や
市
民
が
里
山
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
林
野
庁
、
京
都
府
、

木
津
川
市
、
多
く
の
民
間
企
業
・
財
団
の
助
成
金
を
活
用

し
ま
し
た
。
こ
の
場
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

か
せ
や
ま
の
森
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０

「
か
せ
や
ま
の
森
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
は
、
か
せ
や

ま
の
森
創
造
社
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
し
た
い
「
空

間
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
」「
人
々
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
」「
里

山
を
暮
ら
し
の
中
へ
」
と
い
う
三
つ
の
目
標
で
す
。
二
次

的
な
自
然
で
あ
る
里
山
を
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
手

入
れ
し
良
好
な
環
境
を
保
全
し
、
里
山
を
支
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
育
て
、
里
山
の
資
源
を
供
給
し
共
生
関
係
を
つ

く
る
と
い
う
目
標
で
す
。こ
れ
ら
が
良
い
循
環
を
起
こ
し
、

持
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

空
間
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
広
大
な
里
山
で
す
か

◆◆◆◆◆◆

ら
、
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
全
体
を
大
き
く
把
握
し
ま

し
た
。

上
流
域
は
主
た
る
尾
根
と
枝
分
れ
し
た
尾
根
か
ら
な
る

「
里
山
回
遊
空
間
」
で
、
回
遊
路
と
特
色
あ
る
景
観
ポ
イ

ン
ト
「
里
庭
」
の
整
備
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

中
流
域
は
水
流
が
あ
る
狭
い
谷
で
、
か
つ
て
の
棚
田
を

再
生
し
「
生
き
も
の
の
谷
」
と
し
て
手
入
れ
し
て
ゆ
き
ま

す
。
暗
い
谷
な
の
で
耕
作
は
難
し
い
で
す
が
、
生
物
多
様

性
に
と
っ
て
重
要
な
湿
地
の
再
生
を
目
標
に
し
ま
す
。

下
流
域
は
広
い
谷
に
な
り
、ア
ク
セ
ス
が
い
い
の
で「
交

流
拠
点
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
グ
ル
ー
プ
が
活
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
広
場
や
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

広
大
な
里
山
を
一
斉
に
面
的
に
整
備
す
る
の
は
不
可
能

で
す
が
、
交
流
拠
点
を
起
点
と
し
て
、
尾
根
や
谷
に
広
が

る
動
線
や
広
場
（
イ
ン
フ
ラ
）
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
山

か
ら
川
へ
の
象
徴
的
な
基
幹
空
間
を
未
来
に
受
け
継
ご
う 空間のインフラの模式図

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

か
せ
や
ま
の
森
創
造
社

（
京
都
府
木
津
川
市
）

―
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
共
生
関
係
構
築
―

都
市
型
里
山
の
保
全
と
活
用
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と
考
え
ま
す
。

人
々
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

当
会
は
「
か
せ
や
ま
の
森
学
校
」
を
年
間
10
数
回
開
催

し
、
３
０
０
人
ほ
ど
の
市
民
が
参
加
し
ま
す
。
募
集
は
市

の
広
報
紙
と
メ
ー
リ
ン
グ
で
行
い
ま
す
。
地
元
の
城
山
台

小
学
校
の
総
合
学
習
や
木
津
高
校
の
環
境
学
習
な
ど
で
も

多
数
の
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
（
約
９
５
０
人
）。

◆◆◆

小
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
連
携
す
る
食
農
教
育
や
子
育
て
団
体
に
交
流

拠
点
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
年
間
６
０
０
人
ほ
ど
が
参

加
し
ま
す
。
以
上
、
２
０
２
２
年
度
に
交
流
拠
点
を
活
用

し
た
市
民
は
合
計
約
１
８
５
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

木
津
川
市
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
人
口
が
激

増
し
ま
し
た
が
、
都
市
と
農
村
の
交
流
が
少
な
く
、
激
変

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
や
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
都
市
・
農
村
交

流
の
場
＝
里
山
コ
モ
ン
が
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
言
わ
ば
都
市
型
の
里
山
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
れ
を
支
え
る
の
が
「
人
々
の
イ

ン
フ
ラ
」
で
す
。

里
山
を
暮
ら
し
の
中
へ

里
山
の
資
源
を
都
市
生
活
の
中
に
持
ち
込

む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
タ
ケ
ノ
コ
や
竹

製
品
、
薪
、
地
域
苗
、
土
や
植
物
を
活
用
し

た
ア
ー
ト
な
ど
を
試
し
て
き
ま
し
た
が
、
受

け
入
れ
側
に
確
た
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
ニ
ー
ズ
が

な
い
と
な
か
な
か
続
き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味

で
、
小
学
校
で
の
「
里
山
づ
く
り
」
は
学
校

側
に
意
欲
が
あ
り
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
の
田
畑
や
果
樹
園
は
２
０
０
０
年

代
に
開
発
さ
れ
て
「
城
山
台
」
と
い
う
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
城
山
台
小
学
校

で
は
「
ま
ち
を
里
山
に
戻
そ
う
」
と
い
う
夢

の
あ
る
「
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
総
合
学

習
で
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
校
庭
の
ビ

◆◆◆

オ
ト
ー
プ
づ
く
り
や
田
ん
ぼ
づ
く
り
に
協
力
し
、
里
山
の

土
や
木
や
種
子
の
提
供
を
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
施

工
し
ま
し
た
。

近
年
、
児
童
数
は
１
０
０
０
人
を
超
え
校
舎
が
増
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
遊
ぶ
空
間
が
足
り
な
く
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
周
り
の
斜
面
を
遊
び
場
に
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
を

受
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
と
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
、
当
会
が
里
山
の
竹
や
木
を
提
供
し
、
試
験
的
に
階

段
や
通
路
を
作
っ
て
い
ま
す
。
資
材
提
供
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
何
と
か
す
る
と

い
う
農
村
の
自
治
精
神
や
、
地
域
資
源
で
の
も
の
づ
く
り

を
子
ど
も
た
ち
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
人
が
学
校
運
営
に
参
加
し
問
題
解
決

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

今
後
の
展
開

現
在
、
環
境
省
の
支
援
に
よ
り
木
津
川
市
と
里
山
活
動

団
体
・
学
識
者
が
集
い
「
第
２
次
生
物
多
様
性
地
域
連
携

保
全
活
動
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
今
後
10
年
の
か
せ
や

ま
の
森
保
全
活
動
の
方
向
性
を
定
め
る
も
の
で
す
。
し
か

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
団
体
で
は
１
０
０
㌶
以
上
の
里

山
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
限
界

を
超
え
る
に
は
２
０
２
２
年
の
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

生
物
多
様
性
枠
組
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｍ
（
自
然
共
生
サ
イ
ト
）
と
し
て
里
山
保
全
活
用
の

意
義
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
、
広
く
社
会
か
ら
の
支
持
を

得
て
、
行
政
や
企
業
の
支
援
で
自
然
再
生
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
参
加
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
広
大
な
里
山
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
ま
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
こ
の
計
画
策
定
は
重
要
で
す
。

◆◆◆

小学校では里山資源で遊び場づくり交流地点「かせやまの森創造センター」に集う人々

生きものの谷。カエルやトンボの来る池を作る

里山回遊空間「根割り岩の庭」
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伴
戸　

忠
三
郎

株
式
会
社
冒
険
の
森
代
表
取
締
役

15
㌶
の
森
林
と
９
億
円
の
借
金

２
０
０
２
年
１
月
８
日
、
同
姓
同
名
の
祖
父
が
他
界
。

私
は
奈
良
県
山
添
村
の
森
林
15
㌶
を
相
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。　
　

１
９
８
９
年
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
開
発
用
地
と
し
て
20

億
円
で
祖
父
が
購
入
し
た
森
林
は
、そ
の
後
計
画
が
頓
挫
、

放
置
林
と
な
り
私
が
相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相

続
し
た
際
の
資
産
価
値
は
１
５
０
万
円
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
同
時
に
祖
父
が
残
し
た
借
金
（
９
億
円
）
も
相

続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
婚
式
場
や
中
華
料
理
店
、
遊
技
場
を
家
業
と
し
て
営

む
家
に
生
ま
れ
た
森
の
素
人
の
私
で
し
た
が
、
毎
月
の
借

入
返
済
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
状
況
の
中
、
生
活

費
を
工
面
す
る
た
め
に
当
時
唯
一
自
由
に
使
え
る
資
産
で

あ
っ
た
森
林
を
活
用
し
て
何
か
新
規
事
業
を
始
め
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
、
妻
の
車
を
売
却
し
た
70

万
円
を
資
本
金
に
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
剪せ

ん

定て
い

バ
サ
ミ
を

購
入
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
森
に
入
り
、
徐
々
に
道
具
を

◆◆◆

そ
ろ
え
、
使
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
単
身
独
学
で
１
年

か
け
て
森
林
を
整
備
し
、
西
日
本
初
の
森
林
を
活
用
し
た

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
「
冒
険
の
森　

や
ま
ぞ
え
」
を
２
０

０
８
年
４
月
26
日
に
個
人
事
業
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

開
業
す
る
ま
で
、周
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
意
見
は「
い

ま
さ
ら
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
に
人
は
こ
な
い
」「
都
市
か

ら
遠
く
離
れ
た
村
で
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
」
と
否
定

的
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
か
け

て
、
西
日
本
初
の
樹
上
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ジ
ッ
プ
ラ
イ

ン
（
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
で
滑
り
降
り
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
施
設
が
珍
し
い
こ
と
も
あ
り
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
と
多
く
の
取
材
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
、
初
年
度
９
２
０
０
人
（
売
上
２
７

０
０
万
円
）、
２
年
目
１
万
８
０
０
人
（
売
上
３
２
０
０

万
円
）
の
来
場
者
が
あ
り
、
周
囲
の
意
見
と
は
裏
腹
に
順

調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、「
森
林
空
間
を
活
用
し
た
林
業
」
と

し
て
私
の
事
業
に
興
味
を
持
っ
た
森
林
所
有
者
や
自
治
体

の
方
か
ら
未
活
用
林
の
活
用
相
談
や
具
体
的
な
誘
致
の
お

話
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人

か
ら
お
話
を
伺
う
中
で
、
日
本
の
森
の
持
つ
課
題
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
私
は
事
業
を
通
じ
て
解
決

で
き
る
テ
ー
マ
を
未
活
用
林
・
遊
休
地
の
活
用
と
し
ま
し

た
。
み
ん
な
の
遊
び
場
と
し
て
森
林
を
整
備
し
、
営
業
努

力
に
よ
り
森
林
に
雇
用
と
収
益
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く

り
で
す
。

日
本
一
の
森
林
体
験
施
設
を
つ
く
る

２
０
１
６
年
７
月
23
日
、
大
阪
府
能
勢
町
に
３
番
目
の

施
設
と
な
る
「
冒
険
の
森　

の
せ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
消
滅
可
能
性
都
市
23
番
目
と
い
う
状
況
に
危
機
感
を

感
じ
た
能
勢
町
か
ら
、
地
域
資
源
で
あ
る
旧
大
阪
府
立
野

◆◆◆

「冒険の森　やまぞえ」ができるまで

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

株
式
会
社
冒
険
の
森

（
大
阪
府
能
勢
町
）

―
人
の
笑
顔
が
集
ま
る
森
づ
く
り
―

放
置
林
を
笑
顔
で
満
た
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
自
然
や
機
能
を
生
か
し
た
日
本
一
の

森
林
体
験
施
設
を
作
り
、
地
域
の
活
性
化
に
協
力
し
て
欲

し
い
と
い
う
依
頼
を
受
け
て
の
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は

２
０
１
５
年
度
総
務
省
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
の
立
木
を
使
っ
た

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
は
国
内
最
長
の
５
３
６
㍍
の
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、
国
内
最
大
規
模
の
樹
上
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
コ
ー
ス
を
作
っ
た
こ
と
、
大
阪
・
京
都
・
神
戸
市
内

か
ら
車
で
１
時
間
程
度
と
い
う
好
立
地
も
あ
っ
て
、
初
年

度
か
ら
１
万
４
０
０
０
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ
り
ま
し

た
。施

設
数
が
増
え
て
い
く
中
で
、
車
が
な
い
と
遊
び
に
行

け
な
い
と
い
う
声
を
耳
に
し
、
都
市
か
ら

２
時
間
以
上
離
れ
た
地
方
施
設
は
集
客
が

厳
し
い
と
い
う
結
果
も
見
え
て
き
ま
し

た
。そ
こ
で
地
方
施
設
の
認
知
度
を
高
め
、

週
末
や
連
休
に
地
方
施
設
へ
の
誘
客
を
生

み
出
す
た
め
の
戦
略
と
し
て
、「
マ
チ
と

地
方
の
循
環
創
出
モ
デ
ル
」
を
考
え
、
出

店
計
画
を
練
り
直
し
ま
し
た
。

ま
た
雨
が
降
る
と
お
客
様
が
来
な
く
な

る
と
い
う
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
特
有
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
屋
内
に
設
置
で
き

る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
「
マ
チ
モ
リ
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

循
環
型
森
林
活
用 

モ
デ
ル
へ
の
取
り
組
み

遊
び
場
づ
く
り
→
森
林
整
備
→
素
材
生

産
→
森
づ
く
り
→
新
た
な
遊
び
場
づ
く

り
、
と
い
っ
た
持
続
可
能
な
循
環
型
森
林

活
用
モ
デ
ル
「
放
置
さ
れ
た
森
林
を
笑
顔

で
満
た
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
に
は
、山
添
村
・

山
添
村
森
林
組
合
と
「
山
添
村
森
林
整
備

に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
結
び
、
森
林
基

本
構
想
の
提
案
や
森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
提

◆◆◆

案
、
閑
散
期
に
は
森
林
組
合
と
協
力
し
て
地
域
の
森
林
整

備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
奈
良
県
桜
井
市
に
製
材
所
・
加
工

場
を
持
つ
こ
と
で
、
間
伐
材
を
施
設
や
遊
具
の
材
料
に
製

材
加
工
す
る
、
端
材
は
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
サ
ウ
ナ
の
薪
と
し
て
活
用
す
る
と
い
っ

た
、
木
材
を
使
い
切
る
形
が
整
い
ま
し
た
。

施
設
の
特
徴
と
し
て
は
、
森
林
の
地
形
や
樹
木
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
た
提
案
と
導
入
が
で
き
る
こ
と
。
施
工
の
際

は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
木
材
を
運
ぶ
林
業
の
架
線
技
術

を
生
か
し
て
い
る
こ
と
。
水
や
電
気
が
な
く
て
も
営
業
は

可
能
な
こ
と
。
設
置
し
た
遊
具
を
取
り
外
せ
ば
元
の
森
に

復
元
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
施
設
で
の
遊
び
や

体
験
を
通
じ
て
、「
健
康
と
学
び
」
に
つ
な
が
る
機
会
の

提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

森
を
み
ん
な
の
遊
び
場
、
学
び
舎
に

２
０
０
８
年
４
月
の
創
業
か
ら
15
年
が
過
ぎ
、
冒
険
の

森
は
直
営
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
含
め
て
国
内
13
施
設
、
年

間
来
場
者
数
は
13
万
人
（
売
上
３
億
円
）
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
生
計
を
立
て
る
た
め
、
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
想
い
だ
け
で
、事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
し
た
会
社
組
織
体
制
を
整
え
、
よ

り
多
く
の
人
に
森
の
楽
し
さ
、
可
能
性
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
企
業
へ
の
進
化
を
目
指
し
ま
す
。

国
内
30
施
設
、
年
間
来
場
者
30
万
人
（
売
上
10
億
円
）

を
達
成
し
、
日
本
で
生
ま
れ
た
循
環
型
森
林
活
用
モ
デ
ル

「
放
置
さ
れ
た
森
林
を
笑
顔
で
満
た
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
、
国
外
に
輸
出
で
き
る
モ
デ
ル
に
進
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
次
の
目
標
で
す
。

◆◆◆

各地の冒険の森　※ 2023 年 10 月現在

放置された森林を笑顔で満たすプロジェクト

マチと森の循環（地方創生）

樹上のアスレチック＆ジップライン
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過
疎
指
定
の
観
光
地

私
の
故
郷
は
松
江
市
美
保
関
町
美
保
関
。
え
び
す
様
の

総
本
宮
「
美
保
神
社
」
を
中
心
に
栄
え
た
港
町
で
す
。
古

く
か
ら
交
易
で
栄
え
、
廻
船
問
屋
が
軒
を
連
ね
た
「
青
石

畳
通
り
」
な
ど
、
古
き
良
き
時
代
が
色
濃
く
残
り
ま
す
。

こ
の
地
で
旅
館
を
営
む
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
時
代
を

広
島
で
過
ご
し
、
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
。
故
郷
の
稼

業
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
都
会
の
生
活
を
謳
歌
し
て
い

ま
し
た
。
妻
は
Ｉ
Ｔ
企
業
の
時
の
同
期
で
す
。

帰
郷
当
時
既
に
、
全
国
の
中
山
間
地
と
同
様
、
美
保
関

は
過
疎
化
が
進
み
、
宿
や
商
店
の
数
も
激
減
。
さ
ら
な
る

過
疎
化
が
進
む
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
の
た
だ
中
に
あ
り
ま
し

た
。
閑
散
と
な
っ
た
青
石
畳
通
り
は
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い

を
知
る
人
に
は
さ
み
し
い
風
景
と
な
り
、
訪
れ
る
人
か
ら

の
「
い
い
素
材
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
…
」
と
い
う
声
を

聞
く
機
会
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

図
ら
ず
も
旅
館
を
継
ぐ
事
に
な
っ
た
私
で
す
が
、
稼
業

の
傍
ら
、
数
多
く
の
地
域
団
体
や
青
年
団
体
に
属
し
、
地

◆◆◆

域
の
活
性
化
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
起
こ

せ
ば
そ
の
期
間
は
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
平
素
は
閑
散
と
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、
宿
や
商
店
が
軒
を
連
ね

る
通
り
を
復
活
さ
せ
た
い
想
い
と
裏
腹
に
、
現
状
を
覆
す

手
立
て
に
は
限
界
を
感
じ
て
い
た
の
も
否
め
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
で
「
旅
館
を
盛
り
立
て
る
こ
と
こ
そ
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
話
を
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

宿
を
通
し
て
の
地
域
活
性
化

そ
の
後
、
旅
館
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
考
え
、

実
行
す
る
繰
り
返
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
失
敗
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
成
功
事
例
を
年
代
順
に
並
べ
て

み
ま
す
。

①
花
嫁
行
列
の
復
活

帰
郷
後
、
私
た
ち
夫
婦
の
婚
礼
を
美
保
神
社
・
美
保
館

本
館
で
行
い
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
。　
　

本
館
は
明
治
時
代
の
古
建
築
。
高
度
成
長
期
に
新
館
ビ

◆◆◆

ル
を
建
て
て
か
ら

約
30
年
間
、
休
館

状
態
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
先
々

代
、
先
代
と
こ
の

建
物
の
復
活
を
考

え
、
保
存
に
注
力

し
て
い
ま
し
た
。

新
郎
新
婦
と
し
て

婚
礼
を
体
験
し
た

私
た
ち
夫
婦
は
強

烈
な
感
動
を
覚

え
、
早
速
商
品
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
雅
楽
と
供
に
参

進
す
る
花
嫁
行
列
と
本
館
貸
切
の
披
露
宴
は
口
コ
ミ
で
広

が
り
、
数
年
後
に
は
年
20
回
を
超
え
る
反
響
と
な
り
ま
し

た
。
１
日
１
組
限
定
で
す
の
で
、
春
秋
は
ほ
ぼ
毎
週
末
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
参
列
し
た
人
を
新
た
に
新
郎
新
婦
と

し
て
迎
え
る
好
循
環
や
、
宴
会
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
会
議
や
展

示
会
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
旅
行
）
利
用
な
ど
の
需
要
も
生
ま

れ
ま
し
た
。
婚
礼
事
業
へ
の
参
入
は
美
保
館
本
館
が
息
を

吹
き
返
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

②
本
館
で
の
朝
食
の
提
供

本
館
の
魅
力
は
必
ず
お
客
様
に
響
く
！
と
の
想
い
は
強

ま
り
、
本
館
で
の
朝
食
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
朝
の
シ

ス
テ
ム
全
体
を
別
棟
に
移
動
す
る
大
改
革
で
し
た
が
、
顧

客
満
足
度
が
向
上
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
露
出
や
メ
デ
ィ
ア
取

材
が
増
え
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
を
生
み
ま
し
た
。

③
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
と
Ｉ
Ｔ
合
宿

そ
ん
な
折
、
島
根
大
学
の
学
生
さ
ん
か
ら
弦
楽
四
重
奏

美保館本館と青石畳通り

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

美
保
館
（
島
根
県
松
江
市
）

―
古
建
築
で
の
婚
礼
、ラ
イ
ブ
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
も
―

宿
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
づ
く
り

定
秀　

陽
介

旅
館 

美
保
館
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の
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
と
し
て
の
本
館
ア
ト
リ
ウ
ム
の
利

用
希
望
が
入
り
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
端
で
数
々
の

コ
ン
サ
ー
ト
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
す
る
ま
で

に
35
回
の
開
催
を
敢
行
、
展
示
会
や
講
演
、
松
江
市
が
力

を
入
れ
て
い
た
Ｉ
Ｔ
合
宿
の
舞
台
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

④
空
き
家
再
生
と
古
民
家
Ｂ
Ａ
Ｒ
の
展
開

島
根
大
学
総
合
理
工
学
部
の
地
域
調
査
に
協
力
す
る
中

で
、
街
並
み
に
空
き
家
や
空
地
が
増
え
、
往
時
の
雰
囲
気

が
消
え
つ
つ
あ
る
危
機
を
痛
感
し
ま
す
。
同
時
期
に
総
務

省
の
地
域
循
環
型
補
助
金
の
存
在
を
知
り
、
所
有
す
る
廻

船
問
屋
時
代
の
古
民
家
４
軒
を
貸
切
宿
に
、
本
館
ア
ト
リ

ウ
ム
の
支
度
部
屋
を
Ｂ
Ａ
Ｒ
に
改
修
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
→
観
光
・
散
策
→
食
事
→
Ｂ
Ａ
Ｒ
→
宿
泊
→
朝
食

→
参
拝
の
一
日
の
流
れ
の
全
て
の
合
間
に
徒
歩
移
動
が
必

要
と
な
る
「
ま
ち
歩
き
」
の
形
を
作
り
ま
し
た
。
閑
散
と

し
て
い
た
通
り
に
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
地
域
の
売
店
や

飲
食
店
の
利
用
も
自
然
と
増
え
ま
し
た
。

趣
の
異
な
る
古
民
家
貸
切
宿
群
は
単
価
向
上
と
新
た
な

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
貸
切
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
、
苦
し
い
中
で
も
営
業
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑤
キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設

コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ウ
ト
ド
ア
需
要
の
高
ま
り
を
感
じ
、
キ

ャ
ン
プ
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
ヤ
ギ
を
購
入
し
て
荒
地

を
除
草
し
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
の
仲
間
の
協
力
で

整
地
や
芝
張
り
を
進
め
る
な
ど
、
ほ
ぼ
手
作
り
で
敷
地
を

造
成
。
全
方
向
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
完

成
し
ま
し
た
。

売
り
上
げ
は
小
さ
い
で
す
が
３
年
間
右
肩
上
が
り
の
成

長
を
続
け
て
お
り
、
日
帰
り
入
浴
な
ど
の
相
乗
効
果
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
ヤ
ギ
さ
ん
も
人
気
と
な
り
、
訪
れ
る
人

に
癒
し
を
与
え
て
い
ま
す
。

⑥
観
光
庁 
高
付
加
価
値
化
事
業

２
０
２
２
年
、
美
保
関
地
域
は
観
光
庁
の
高
付
加
価
値

化
補
助

金
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
美
保
関
。

廃
墟
ビ
ル
の
撤
去
や
、
既
存
施
設
改
修
な
ど
計
10
施
設
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
当
館
で
も
３
施
設
を
改
修
し
、

旅
館
部
＋
古
民
家
宿
５
棟
、
商
店
１
棟
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

運
営
し
て
お
り
ま
す
。

⑦
地
域
の
産
物
の
商
品
化

帰
郷
し
て
板
場
修
行
し
て
い
た
時
期
に
、
地
元
漁
師
さ

ん
か
ら
教
わ
っ
た
郷
土
料
理
の
「
鯖
塩
辛
」
が
評
判
に
な

り
商
品
化
。
水
産
加
工
業
と
し
て
「
㈱
松
田
十
郎
商
店
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
平
安
末
期
の
定
秀
家
初
代
「
藤
原

朝
臣
松
田
十
郎
定
秀
」
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

本
当
の
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
へ

企
業
と
し
て
の
取
り
組
み
を
列
挙
し
ま
し
た
が
、行
政
、

観
光
協
会
、
商
工
会
な
ど
の
施
策
の
影
響
も
大
き
く
、
年

間
20
万
人
だ
っ
た
美
保
神
社
の
入
込
客
数
は
こ
こ
10
年
間

で
60
万
人
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
客
の
減

少
が
著
し
い
中
、
旅
館
の
宿
泊
者
数
も
堅
調
に
維
持
し
て

お
り
、
地
元
雇
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
美
保
関
で
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
登
録
を

目
指
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
古
き
良
き
時
代
の

面
影
を
し
っ
か
り
と
残
し
つ

つ
、
多
く
の
参
拝
客
が
ま
ち
を

周
遊
し
、
そ
こ
に
新
た
な
商
店

が
参
入
し
、
あ
る
い
は
移
住
者

が
増
え
て
い
く
。
そ
ん
な
未
来

を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

本館でのコンサート

古民家 BAR の様子

貸切古民家の１軒

花嫁行列
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山
下　

由
美

企
業
組
合
津
島
あ
ぐ
り
工
房
あ
す
も

代
表
理
事

農
家
の
主
婦
仲
間
４
人
で
ス
タ
ー
ト

平
成
15
年
に
「
農
家
女
性
の
自
立
」
を
掲
げ
、
農
家
の

主
婦
４
人
の
仲
間
で「
津
島
あ
ぐ
り
工
房
」を
結
成
し
、「
女

性
農
業
者
は
作
り
手
で
あ
る
と
同
時
に
消
費
者
で
あ
り
、

そ
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
で
き
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
女
性
に
よ
る
「
農
産
物
へ
付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売

す
る
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
目
的
を
、「
農
家
女
性

の
経
済
的
な
自
立
」
と
と
も
に
、「
地
域
の
食
文
化
を
次

世
代
へ
伝
え
る
こ
と
」
に
置
き
、
地
域
の
食
材
を
利
用
し

た
食
品
の
製
造
・
販
売
を
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
当

初
経
験
も
な
く
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
の
お
力
を
借
り
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
３
年
間
は
、
Ｊ
Ａ
え
ひ

め
南
に
よ
る
米
粉
パ
ン
専
門
店
「
手
作
り
パ
ン
工
房
み
な

み
」
の
立
ち
上
げ
か
ら
製
造
販
売
に
関
わ
り
ま
す
。
そ
の

経
験
を
基
に
法
人
化
。
平
成
24
年
に
、「
企
業
組
合
津
島

あ
ぐ
り
工
房
」
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

同
時
に
地
域
交
流
カ
フ
ェ「
あ
す
も
」を
オ
ー
プ
ン
。「
作

◆◆◆

る
食
事
」
か
ら
「
買
う
食
事
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
今
、

地
元
の
農
産
物
を
使
用
し
た
ラ
ン
チ
や
米
粉
パ
ン
、
総
菜

の
販
売
に
加
え
料
理
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
食

材
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
店
舗
運
営
を
通
し
、
地
元
の
活
性
化
に
貢
献
し
地
域

の
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
お
店
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
子
ど
も
も
笑
顔
に
な
れ
る
場
を

企
業
組
合
津
島
あ
ぐ
り
工
房
の
経
営
理
念
と
し
て
、「
宇

和
島
の
食
文
化
を
つ
な
ぎ
子
供
た
ち
の
未
来
を
つ
く
り
ま

す
」「
安
心
安
全
な
地
産
地
消
食
材
を
作
り
手
と
共
に
つ

く
り
ま
す
」「
高
齢
者
も
子
供
も
笑
顔
に
な
れ
る
地
域
の

場
を
つ
く
り
ま
す
」
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
、

地
域
の
食
文
化
の
継
承
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が

進
み
、
作
り
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
受
け
継
い
だ
大

豆
と
炒
り
子
の
栄
養
揚
げ
「
元
気
も
ん
」
は
、
今
で
は
看

板
商
品
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

創
業
２
年
目
に
ス
タ
ー
ト
し
た
買
い
物
弱
者
向
け
移
動

販
売
事
業
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
調

子
が
悪
く
な
っ
た
方
を
見
つ
け
、
救
急
搬
送
の
連
絡
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
す
も
の
お
弁
当
が
最
期
の
食
事

に
な
っ
た
高
齢
者
の
方
も
、
こ
こ
10
年
で
数
人
。
そ
こ
で

馴
染
み
の
お
客
さ
ま
と
も
一
期
一
会
の
気
持
ち
で
接
す
る

こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
間
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災
害
で
多
く
の
方
が
被

災
し
ま
し
た
が
、「
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
」

と
い
う
想
い
で
津
島
町
か
ら
被
災
地
域
へ
配
食
支
援
を
３

カ
月
続
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
そ

の
折
、
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る

こ
と
、
そ
し
て
話
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て

強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
に
よ
り
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
始
め
た
の
が
、「
あ
す
も
ふ
れ
あ
い
モ
ー
ニ
ン
グ
」

で
す
。
地
域
の
人
た
ち
に
「
月
に
一
度
、
み
ん
な
で
朝
ご

は
ん
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？
」
と
投
げ
か
け
た
の
で
す
。
独

居
の
高
齢
者
の
方
が
来
ら
れ
た
り
、
家
族
全
員
で
食
卓
を

囲
む
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
ご
家
族
が
、「
月
に

一
度
あ
す
も
で
」
と
言
っ
て
来
ら
れ
た
り
、
介
護
疲
れ
の

方
が
息
抜
き
に
な
る
と
い
っ
て
来
ら
れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
解
決
の
場
と
し
て
、
あ
す
も
を
利
用
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

元気もん

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
組
合
津
島
あ
ぐ
り
工
房

あ
す
も（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）

―
食
文
化
の
継
承
と
地
域
活
性
化
へ
多
彩
な
取
り
組
み
―

人
と
食
、
人
と
地
域
、
食
と
地
域
つ
な
ぐ
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「
ふ
れ
あ
い
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
１
０
０
人
来
店

事
業
を
進
め
る
な
か
で
、
地
域
の
方
々
が
喜
ん
で
く
れ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
特
に

月
１
回
の
開
催
で
始
め
た
「
ふ
れ
あ
い
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、

会
場
の
あ
す
も
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て

確
立
さ
れ
、１
日
１
０
０
人
以
上
の
地
域
の
人
々
が
来
店
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
地
域
の
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事

を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
貢
献
と
い
う
創
業
時
の
目
的
に
向
か
う
た

◆◆◆

め
に
は
事
業
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
ス
タ
ッ
フ
の

意
識
改
革
が
あ
り
ま
す
。
あ
す
も
で
は
、
ひ
と
つ
の
目
標

を
掲
げ
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
に
む
か
う
過
程
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
年
配
の
ス
タ

ッ
フ
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、
全
員
が
エ
ク
セ
ル
３
級
を
取

得
し
ま
し
た
。
そ
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
を
考
え
る
機
会
を
与
え
る
な
ど
、
士
気
を
高
め

る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
れ
る
と
い
う

の
は
、
あ
す
も
の
強
み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
ず

と
売
上
に
反
映
さ
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
実
績
に
つ
い
て

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

「
宇
和
島
の
食
」

発
信
基
地
へ

令
和
４
年
８
月
、
あ
す

も
は
地
域
雇
用
増
加
に
伴

い
、
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
環

境
を
整
え
る
た
め
に
廃
校

に
な
っ
た
小
学
校
を
選
択

し
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の

「
廃
校
利
用
」
が
新
た
な

切
り
口
に
な
り
、
一
企
業

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
域
活
性
化
協
議
会

と
の
４
者
に
よ
る
協
働

で
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら

な
る
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
「
食
文
化
継
承
」

と
い
う
大
き
な
目
的
の
も

と
、
10
年
、
20
年
先
へ
、
私
た
ち
の
世
代
か
ら
そ
の
次
の

世
代
へ
と
食
文
化
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
、
そ
し
て
地
域

で
雇
用
を
生
む
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
感
じ
て
い
ま
す
。

津
島
あ
ぐ
り
工
房
の
経
営
理
念
の
も
と
、
愛
媛
県
内
は
も

と
よ
り
、
全
国
規
模
で
活
躍
す
る
企
業
組
合
、
宇
和
島
の

食
の
発
信
基
地
へ
と
着
実
に
歩
み
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆◆◆

廃校になった小学校に移転し、新たなスタート

年代に関係なくさまざまな住民が集うふれあいモーニング

項目 平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度（見込）

ふれあい
モーニング
来店者数

３６０人 ４８０人 ７２０人 ７２０人 １２００人 １２００人

高齢者地域ささえあい事業　ふれあいモーニング

地域雇用 ６人 ６人 ７人 ７人 ９人 ９人
加工品製造、レストラン接客、移動販売等に従事するスタッフ等

移動販売車
実施場所

32カ所 35カ所 40カ所 40カ所 50カ所 60カ所
主に中山間地域や島嶼部など、買い物弱者支援の為の移動販売車での販売を実施
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安
岡　

千
春

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
高
わ
の
わ
会
事
務
局
長

で
き
る
人
が
で
き
る
時
間
に
で
き
る
こ
と
を

日
高
村
は
、
高
知
市
よ
り
西
に
16
㌔
の
距
離
に
あ
り
、

水
質
日
本
一
に
輝
き
、
仁に

淀よ
ど

ブ
ル
ー
と
称
さ
れ
る
「
奇
跡

の
清
流
仁
淀
川
」
が
流
れ
、
高
糖
度
ト
マ
ト
の
「
シ
ュ
ガ

ー
ト
マ
ト
」
を
生
産
し
、
広
大
な
茶
園
が
あ
る
ほ
か
、
土

佐
二
宮
の
小
村
神
社
に
は
国
宝
の
「
金こ

ん

銅ど
う

荘そ
う

環か
ん

頭と
う

大た

刀ち

」

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
14
年
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
、「
何
か
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
し
た
い
ね
ー
」
と
い
う
会
話
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
な
分
野
を
生
か
し
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
崩
す
こ
と
な
く
で
き
る
こ
と
を
、
日
中
の
村
内

に
い
る
何
ら
か
の
事
情
が
あ
り
働
け
な
い
人
や
働
か
な
い

人
た
ち
（
子
育
て
中
の
親
子
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
引

き
こ
も
り
の
人
）
を
巻
き
込
み
な
が
ら
「
日
高
村
住
民
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
わ
の
わ
」
を
結
成
、
高
齢
者

の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
の
居
場
所
事
業
等

の
受
託
事
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

◆◆◆

平
成
17
年
３
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
、「
で
き
る
人
が
、
で

き
る
時
間
に
、
で
き
る
こ
と
を
」
を
合
言
葉
に
、「
年
を

と
っ
て
も
障
害
を
も
っ
て
も
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
日

高
村
」
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
受
託
事
業
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
10
を
超

え
る
公
的
事
業
に
加
え
、
喫
茶
２
店
舗
の
運
営
や
村
の
特

産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
の
加
工
品
の
販
売
な
ど
独
自
に
20
以

上
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

規
格
外
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

日
高
村
の
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
ト
マ
ト

の
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
の
規
格
外
品
を
活
用
し
た
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
を
製
造
し
、
ゆ
で
た
パ
ス
タ
と
混
ぜ
る
だ
け
の
簡
単

パ
ス
タ
ソ
ー
ス
や
、ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
野
菜
が
不
足
す
る
な

か
、
高
知
で
は
野
菜
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状
を
知
り
、

ト
マ
ト
ス
ー
プ
と
乾
燥
野
菜
の
セ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。外

販
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
地
域
の
ト
マ
ト
農
家
に

◆◆◆

手
伝
い
に
行
っ
て
市
場
に
出
せ
な
い
ト
マ
ト
を
頂
い
た
こ

と
で
し
た
。
沢
山
い
た
だ
い
た
の
で
喫
茶
で
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
を
作
り
パ
ス
タ
に
し
て
出
し
た
と
こ
ろ
、
ソ
ー
ス
だ
け

売
っ
て
ほ
し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
外
販
で
き
る
商
品

に
す
る
た
め
高
知
大
学
の
社
会
人
講
座
に
通
っ
て
い
ろ
い

ろ
学
び
売
れ
る
商
品
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
加
工
品
の
取
り
組
み
は
、
第
１
９
６
回
国

会
に
お
け
る
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針

演
説
で
も
評
価
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
推
進

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
、
次
々
と
新
商
品
開

発
を
進
め
、
今
年
は
「
高
知
県
日
高
村
と
ま
と
み
そ
」
が

大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。「
日
高
村
で
バ
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
が
作

っ
て
い
る
お
味
噌
・
じ
ー
ち
ゃ
ん
が
作
る
ニ
ン
ニ
ク
・
息

子
が
作
る
ト
マ
ト
を
嫁
が
混
ぜ
て
作
っ
た
と
ま
と
み
そ
」

で
、「
メ
イ
ド
イ
ン
日
高
の
商
品
が
作
り
た
い
」「
ト
マ
ト

は
和
風
の
出
汁
と
相
性
が
い
い
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

い
、
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
日
高
村

オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
」
の
お
約
束
「
日
高
村
の
ト
マ
ト
を
使

う
」
を
守
る
た
め
に
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
を
開
発
し
、
各
店

舗
の
提
供
メ
ニ
ュ
ー
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
地
域
を
盛
り 小村神社夜の参道ライトアップ

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
高
わ
の
わ
会

（
高
知
県
日
高
村
）

―
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
特
産
品
販
売
ま
で
―

村
ま
る
ご
と
家
族
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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上
げ
る
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
や
地
域
の
大
学
生
と
と
も
に
、「
日
高
メ
シ
ふ
ぇ

す
て
ぃ
ば
る
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
10
回
目
と

な
り
、
約
２
０
０
０
人
の
集
客
を
誇
る
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。
美
味
し
い
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
も
ら
い
ト
マ
ト
の

村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

「
人
の
輪　

話
の
話　

平
和
の
和
」

「
わ
の
わ
」
と
は
、「
人
の
輪
」「
話
の
話
」「
平
和
の
和
」

が
つ
な
が
り
大
き
な
輪
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
命
名
し
ま

し
た
。
み
ん
な
が
家
族
の
よ
う
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
よ

う
に
な
り
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
で
、
わ
の
わ
会
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
成

長
し
、
設
立
当
初
は
20
人
だ
っ
た
会
員
数
も

現
在
で
は
50
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
会
員
数

は
単
純
に
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
に

は
一
般
就
労
に
つ
な
が
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
わ

◆◆◆

の
わ
会
卒
業
者
」
が
30
人
も
い
ま
す
。
当
法
人
で
２
級
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
実
務
経
験
を
積
み
、
村
内
介

護
施
設
に
就
職
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
人
も
い

ま
す
。
活
躍
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
き
た
結
果
活
動
を

通
し
て
、
関
わ
る
人
が
自
ら
成
長
し
、
生
活
の
基
盤
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
た
実
績
で
も
あ
り
ま
す
。

「
人
・
物
・
事
」
を
つ
な
ぎ
ビ
ジ
ネ
ス
に

主
婦
の
目
線
で
の
お
節
介
を
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
！
」

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
変
え
て
代
金
を
頂
く
。
小
さ
な
こ
と

で
も
続
け
る
こ
と
で
必
要
と
さ
れ
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ
て
い

く
。
代
金
は
契
約
書
み
た
い
な
も
の
で
対
等
な
関

係
を
作
る
た
め
の
も
の
で
す
。

働
け
る
時
間
が
あ
る
の
に
働
け
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
そ
ん
な
「
人
」
た
ち
が
つ
な
が
っ
て

つ
く
る
「
ト
マ
ト
（
物
）」
を
加
工
品
と
し
て
製

造
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売

す
る
「
事
」
を
始
め
る
。
地
域
に
あ
る
も
の
を
掘

り
起
こ
し
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で「
人
・

物
・
事
」
を
つ
な
ぎ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
片
手
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
片
手
に
電
卓
を
持

ち
な
が
ら
何
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
る
の
か

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
社
会
の
流
れ
、
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
「
く
ふ
う
」
し
て
変
化
し
て
「
進
化
」

す
る
こ
と
で
、
地
域
に
寄
り
添
い
必
要
と
さ
れ
る

事
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
必

要
と
さ
れ
る
地
域
で
展
開
さ
れ
、
個
人
個
人
が
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆「日高村オムライス街道」のオムライス

今年は「高知県日高村とまとみそ」が大ヒット小村神社で行われた「日高メシふぇすてぃばる」の様子
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上
本　

航
平

北
九
州
市
役
所
産
業
経
済
局

地
域
経
済
振
興
部
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
推
進
課

北
九
州
市
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

北
九
州
市
は
令
和
２
年
２
月
に
民
間
企
業
や
教
育
機

関
、
行
政
を
主
体
と
し
た
「
北
九
州
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
年
７
月
に
は
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
内

閣
府
よ
り
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
拠

点
都
市
」
に
認
定
さ
れ
、北
九
州
市
の
強
み
で
も
あ
る
「
ロ

ボ
ッ
ト
」「
環
境
」
に
加
え
「
Ｄ
Ｘ
」
分
野
を
中
心
に
、

官
民
が
連
携
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

北
九
州
市
は
全
国
的
に
も
高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
に
加

え
、
若
者
の
人
口
流
出
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
逆

風
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
公
害
問
題
と
い
っ
た
社
会
課
題

を
克
服
し
、
自
治
体
が
抱
え
る
社
会
課
題
を
乗
り
越
え
る

こ
と
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
過
去
を
踏

ま
え
、
現
在
、
北
九
州
市
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
民
間
企
業
と
共
に
取
り
組
み
、
よ
り
よ
く
し

◆◆◆

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
現
在
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。「

生
み
出
す
」
と
「
成
長
」

北
九
州
市
で
は
「
生
み
出
す
」
と
「
成
長
」
の
部
分
に

特
に
力
を
入
れ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

「
生
み
出
す
」
部
分
の
事
業
と
し
て
平
成
29
年
よ
り
「
メ

イ
カ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

事
業
は
市
内
の
共
創
企
業
と
事
務
局
に
よ
る
試
作
品
作
成

ま
で
の
伴
走
支
援
や
開
発
資
金
（
１
０
０
万
円
）
の
支
援

を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

令
和
４
年
度
末
ま
で
の
６
年
間
で
28
件
採
択
し
て
お

り
、
製
品
販
売
や
資
金
調
達
に
成
功
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

「
成
長
」
の
部
分
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
事
業

◆◆◆

化
や
実
証
の
た
め
の
資
金
支
援
や
必
要
な
伴
走
支
援
を
行

う
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ

イ
ア
ル
事
業
」、
民
間
企
業
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
成
長

や
海
外
展
開
等
の
伴
走
支
援
を
行
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
採
用
支
援
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

福
岡
県
北
九
州
市

―
試
作
品
作
成
か
ら
海
外
展
開
伴
走
支
援
ま
で
―

「
日
本
一
起
業
家
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
へ
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上
記
以
外
に
も
創
業
支
援
の
中
核
施
設
と
し
て
「
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
小
倉
（
正
式
名
称
・
北
九
州
テ
レ
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
）」
の
運
営
や
特
区
制
度
を
活
用
し
た
「
開
業
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」「
雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
北
九
州
と
も
連
携
し
た
海
外
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
誘
致
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
海
外
展

開
支
援
等
、
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム 

形
成
へ
の
道
の
り

北
九
州
市
が
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推

進
拠
点
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
今
年
度
で
４
年
目
に
突
入

し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
良
い
流
れ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
推
進
拠
点
都
市
に
選
定
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
以
上
に
力
を
入
れ
て
前
述
し
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
ス

◆◆◆

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
で
、
連
携
し

て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い
る
地
元
企
業
や
金

融
機
関
の
皆
様
や
本
市
「
認
定
Ｖ
Ｃ
制
度
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
Ｖ
Ｃ
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
皆
様
、
市

内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
大
学
や
民
間
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
と
の
関
係
が
以
前

よ
り
深
ま
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ご
紹
介
や
支
援
者
側
と
な
り
う
る
企
業

様
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て
考
え
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
り
よ
い
方
向
に
進
ん
で
い
く
か
、
互

い
に
議
論
を
重
ね
、
各
々
が
出
来
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で

い
く
。
そ
こ
に
ま
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
支
援
者

が
加
わ
る
こ
と
で
、
支
援
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
さ
ら

に
成
長
す
る
と
い
っ
た
流
れ
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
育
ま
れ
て
き
て
お
り
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
の
形
成
に
一
歩
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
近
づ

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の 

取
り
組
み
の
成
果

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
実
感

す
る
中
で
、
北
九
州
市
が

支
援
し
て
き
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
中
に
は
、
シ
リ

ー
ズ
Ｃ
（
黒
字
経
営
が
安

定
化
し
始
め
た
段
階
）
の

資
金
調
達
を
行
い
、
北
九

◆◆◆

州
市
内
に
自
社
工
場
を
建
設
す
る
よ
う
な
企
業
や
経
済
産

業
省
が
認
定
す
る
「J-Startup

」
に
選
定
さ
れ
る
よ
う

な
企
業
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
体
的
に
み
て
も
北
九
州
市
が
支
援
し
た
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
資
金
調
達
額
や
調
達
社
数
と
い
っ
た
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
に
関
す
る
指
標
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
市
内
で
の
新
規
雇

用
者
数
も
増
え
て
き
て
お
り
、
市
内
の
経
済
状
況
に
係
る

指
標
に
つ
い
て
も
成
果
が
出
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
や
展
望

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
や
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
の
成
果
が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
み
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

確
か
に
支
援
し
て
き
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
成
長

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
次
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
輩
出
し

て
い
か
な
く
て
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
内
の
学
生
や
若
い
人
た
ち
の
起
業
を

促
進
し
、
下
か
ら
突
き
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
す
る
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ら
に
輪
を
広
げ
て
い
く
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

「
日
本
一
起
業
家
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
こ

れ
か
ら
も
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に

取
り
組
み
、
北
九
州
市
の
課
題
解
決
と
さ
ら
な
る
発
展
を

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
支
援
者
の
皆
様
と
と
も
に
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

◆◆◆

創業支援施設 COMPASS 小倉

市の大規模イベント「北九州市スタートアップ最前線」
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林　

飛
鳥

伊
万
里
市 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
挑
戦

伊
万
里
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
伊
万
里

市
に
関
わ
る
全
て
の
人
や
企
業
、
団
体
な
ど
が
、
伊
万
里

を
知
り
、
好
き
に
な
り
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
伊
万
里

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
考
え
実
行
す
る
、
全
て
の
活
動
の

こ
と
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
部

署
が
な
く
な
っ
て
も
（
む
し
ろ
な
く
な
っ
た
後
に
こ
そ
）、

こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
の
で
、
行
政
が
変
わ
る
こ
と
も
含
め
、
民
間
の
意

識
を
ど
の
よ
う
に
変
え
、動
か
す
か
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
は
コ
ロ
ナ
禍
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
対

面
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
中
で
、「
人
に
直
接
会
わ
ず
」「
地

域
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
効
果
を
出
す
」
と
い
う
難
題
に
頭

を
悩
ま
せ
た
自
治
体
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
各
地
で
ゼ
ロ
イ
チ
ベ
ー
ス
の
面

白
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ

◆◆◆

Ｅ
に
全
面
的
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
、令
和
３
年
度
に「
伊

万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

伊
万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
と
は

「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
」
と
は
、
文
字
通
り
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
伊
万
里
の
地
域
活
性
化
の

た
め
の
事
業
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
選
定
さ
れ
た
ア
イ
デ

ア
に
つ
い
て
複
数
の
メ
ン
タ
ー
（
助
言
者
）
に
よ
る
数
カ

月
の
メ
ン
タ
リ
ン
グ
（
ア
イ
デ
ア
の
練
り
上
げ
）
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
い
、
実
現
可
能
性
と
提
案
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
、
伴
走
す
る
…
そ
れ
が
「
伊
万
里
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
」
で
す
。

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
ア
イ
デ
ア
を
加
速
化
さ

せ
る
と
同
時
に
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
そ
の
取
り
組
み
自

体
を
発
信
す
る
こ
と
で
、「
事
業
意
欲
を
後
押
し
し
て
も

ら
え
る
『
ま
ち
』
伊
万
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
拡
散
す
る
。

新
規
事
業
の
実
施
促
進
、
地
域
活
性
化
、
そ
し
て
情
報
発

信
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
定
着
を
一
つ
の
事
業
の
中
で
狙
う
欲

張
り
な
取
り
組
み
で
し
た
。

◆◆◆

ア
イ
デ
ア
を

形
に
す
る
た
め

に
助
言
を
す
る

メ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
一
般

社
団
法
人
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
か

ら
全
国
規
模
の

企
業
等
に
所
属

す
る
方
を
御
紹

介
い
た
だ
く
一

方
で
、
伊
万
里

市
に
関
係
の
あ

る
企
業
や
団
体

に
も
趣
旨
を
御

理
解
い
た
だ

き
、
一
緒
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
浸
透
し
て
い
た
た
め
応
募
要
件
に
所
在
地
を
設

定
せ
ず
、
10
件
の
目
標
数
に
対
し
市
内
外
か
ら
19
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
３
件
採
択
す
る
予
定
で
し
た
が
、
ど

の
事
業
ア
イ
デ
ア
も
素
晴
ら
し
く
、
最
終
的
に
６
件
の
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
と
し
て
主
に
地
方
紙
な
ど
一
部
の
報
道
機
関

に
発
信
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
試
み
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
、
32
の
メ
デ
ィ
ア
に
転
載
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
２
万
人

以
上
の
目
に
触
れ
て
お
り
、
広
告
費
に
換
算
す
る
と
約
３

７
０
万
円
の
効
果
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
起
業
」
や
「
地
域
活
性
化
」
な
ど
の
事
業
特
性
か
ら
、 伊万里アクセラレータロゴ

地
域
の
未
来
を
担
う

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

佐
賀
県
伊
万
里
市

―
伊
万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
！
―

地
域
活
性
化
ア
イ
デ
ア
事
業
を
加
速
さ
せ
る

29 2023・12 月号 地域づくり 特集編 2023・12 月号地域づくり 特集編 28

12



特 集

首
都
圏
の
40
～
50
代
男
性
層
（
お
そ
ら
く
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
）
に
多
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
て
い
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
分
析
も
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
な
ら
で

は
で
あ
り
、
市
の
情
報
発
信
に
も
生
か
し
た
い
手
法
の
一

つ
で
す
。

事
業
ア
イ
デ
ア
の
御
紹
介

事
業
担
当
者
と
し
て
は
当
時
の
何
も
か
も
を
つ
ま
び
ら

か
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
を
重
ね
、

全
て
の
事
業
ア
イ
デ
ア
が
前
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
現

状
を
中
心
に
御
紹
介
し
ま
す
。

【
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
～
市
内
に
サ
ラ
ダ
専
門
店

を
オ
ー
プ
ン
！
】
メ
ン
タ
リ
ン
グ
で
揺
る
ぎ
な
い
コ
ン
セ

プ
ト
を
設
計
し
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
大
行
列
。
ス
ム
ー
ジ
ー

◆◆◆

も
サ
ラ
ダ
も
改
良
を
重
ね
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
か
。
定

期
的
に
新
商
品
を
開
発
し
、
野
菜
マ
ル
シ
ェ
コ
ー
ナ
ー
も

人
気
商
品
は
陳
列
後
す
ぐ
に
完
売
！　

業
務
体
制
を
随
時

見
直
す
な
ど
、
開
業
時
の
「
無
理
し
な
い
」
を
貫
き
起
業

と
子
育
て
を
両
立
し
て
い
る
。

【
く
す
き
の
杜
～
伊
万
里
全
部
を
薬
草
園
に
！
】
他
に

類
を
見
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
る
前
か
ら

福
岡
等
県
外
か
ら
の
誘
客
多
数
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講

座
も
開
く
な
ど
、
漢
方
の
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
が
満

足
で
き
る
、
ま
さ
に
小
さ
な
漢
方
王
国
。
メ
ン
タ
リ
ン
グ

で
沸
き
上
が
っ
た
サ
ウ
ナ
の
実
現
は
?!

【
ス
ヱ
子
農
園
～
伊
万
里
に
新
た
な
特
産
品
を
】
メ
ン

タ
リ
ン
グ
を
重
ね
る
中
で
発
想
の
柔
軟
さ
、
考
え
方
、
楽

し
む
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
。
事
業
終
了
後
「
牛

乳
を
使
わ
な
い
プ
リ
ン
」
を
開
発
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資

金
調
達
に
成
功
。
卵
の
販

売
以
外
の
分
野
に
も
積
極

的
に
打
っ
て
出
る
。
養
鶏

の
サ
ブ
ス
ク
、
い
つ
か
実

現
し
て
く
だ
さ
い
！

【
こ
の
び
ば
～
伊
万
里

で
こ
ど
も
を
の
び
の
び

と
】
メ
ン
タ
リ
ン
グ
で
実

現
可
能
性
を
上
げ
、
ま
ず

は
無
理
な
く
で
き
る
範
囲

で
ス
タ
ー
ト
。
荒
れ
た
農

地
を
借
り
、
自
由
に
な
ん

で
も
で
き
る
場
所
を
作

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

定
期
的
に
農
作
業
や
遊
び

の
場
を
設
け
、
子
ど
も
の
た
め
に
、
自
分
の
た
め
に
と
集

う
大
人
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
か
ら
、
６
件
の
中
で
最
も
同
志
が
増
え
て
い
る
。

【
鷹
工
房
～
伊
万
里
牛
で
革
製
品
】
メ
ン
タ
リ
ン
グ
で
伊

万
里
産
和
牛
の
革
の
入
手
経
路
を
開
拓
し
、
事
業
終
了
後
、

「
伊
万
里
レ
ザ
ー
」
の
商
品
化
に
成
功
！　

名
刺
入
れ
や

財
布
な
ど
、
柔
ら
か
い
手
触
り
と
滑
ら
か
な
光
沢
で
喜
ば

れ
る
。
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ラ
ン
ド
セ
ル
の

リ
メ
イ
ク
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

【
Ｐ
Ｍ
企
画
～
伊
万
里
焼
の
図
柄
で
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
】

事
業
終
了
後
、
し
ば
ら
く
の
リ
サ
ー
チ
・
準
備
期
間
を
経

て
令
和
５
年
、
つ
い
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作
り
に
踏
み
出

す
！

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
ま
す
！

こ
の
事
業
は
、
先
に
触
れ
た
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ

Ｉ
Ｒ
Ｅ
の
協
力
無
く
し
て
は
成
し
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
わ
が
ま
ま
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
今
で
も
採
択

さ
れ
た
皆
さ
ん
と
交
流
さ
れ
る
な
ど
、多
大
な
る
御
協
力
、

御
指
導
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
、
協
力
企
業
の
皆
さ
ま
に
も
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

採
択
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
で
市
と
関
わ
り
が
少
な
か
っ
た
方
々
で
し
た
。
そ
ん
な

皆
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
伊
万
里
の
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
タ
イ
ミ
ン

グ
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
も
ち
ろ
ん
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
エ
ン
ジ
ン
の
加
速
化
を
お
手
伝
い
す
る
、

伊
万
里
市
は
そ
ん
な
「
ま
ち
」
な
ん
で
す
！

◆◆◆

オンライン併用で実施した地域活性化アイデア事業の成果発表

事業終了後のフォローアップミーティング
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て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
に
お
い

て
も
「
当
面
の
重
点
検
討
課
題
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
（
令
和
５
年
６
月

16
日
閣
議
決
定
）
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

以
下
、創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
詳
し
く
解
説
す
る
。

創
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
た 

支
援
メ
ニ
ュ
ー

①
事
業
の
企
画
段
階

ま
ず
、
事
業
の
企
画
段
階
は
、
創
業
の
意
思
は
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
か

を
検
討
す
る
段
階
の
支
援
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
関

係
者
間
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
関
係
者
に
対
す
る
研
修
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
等
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援

等
事
業
計
画
の
作
成
に
係
る
経
費
（
委
託
費
や
会
議
費

等
）、
関
係
者
の
打
合
せ
に
係
る
経
費
（
会
議
費
や
謝
金

等
）、
研
修
に
係
る
経
費
（
謝
金
や
会
議
費
等
）
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
自
治
体
が
実
施
す
る
案
件

募
集
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係
者
が
登
壇
し
、

地
域
金
融
機
関
や
投
資
家
等
か
ら
の
資
金
提
供
を
募
る
よ

う
な
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
（
起
業
家
や
投
資
会
社
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
機
会
）
の
開
催
、
学
生
や
若

手
起
業
家
を
対
象
と
し
て
行
う
起
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
想
定
さ
れ
る
。

令
和
４
年
度
に
制
度
を
検
討
す
る
過
程
で
は
、
地
域
の

創
業
状
況
を
自
治
体
自
身
が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
一
方

で
創
業
者
も
、
自
治
体
に
相
談
へ
行
く
機
会
が
少
な
い
と

の
意
見
が
自
治
体
や
金
融
機
関
等
の
間
に
散
見
さ
れ
た
。

今
回
ご
紹
介
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

制
度
」
は
、
こ
れ
ま
で
総
務
省
で
実
施
し
て
き
た
創
業
支

援
に
係
る
取
り
組
み
を
令
和
５
年
度
か
ら
再
編
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
資
す
る
事
業
の
企
画
段
階
か
ら
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
段
階
ま
で
、
国
費
・
地
方
財
政
措
置
に
よ
り
一

気
通
貫
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
制
度
の
総
称
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
新
た
に
拡
充
し
た
地
方
財
政
措
置
の
内

容
を
中
心
に
解
説
す
る
。
各
自
治
体
の
地
域
課
題
の
解
決

に
当
た
り
、本
制
度
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
る
。

制
度
創
設
の
背
景

岸
田
政
権
で
は
、
令
和
４
年
を
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創

出
元
年
」
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
振
興
を
強
力
に
推

進
し
て
お
り
、
資
本
主
義
の
持
続
可
能
性
と
強
靱
（
き
ょ

う
じ
ん
）
性
を
高
め
、
全
て
の
人
が
成
長
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
場
だ
け
で
は
進
み
に
く
い

分
野
で
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
を
、
官
民
挙
げ
て

大
規
模
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

創
業
形
態
を
分
析
し
て
み
る
と
、
融
資
や
大
規
模
投
資

を
必
要
と
し
な
い
創
業
が
多
数
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
地
域

経
済
の
活
性
化
等
に
資
す
る
も
の
も
多
く
あ
る
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
に
お
い
て
従
来
か
ら
実
施
し
て
き

た
ロ
ー
カ
ル
１
０
，
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
す

る
設
備
投
資
以
外
に
も
支
援
の
射
程
を
広
げ
、
地
域
資
源

を
活
用
し
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
小
規
模
創
業
を
支

援
し
、
地
域
発
の
経
済
好
循
環
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る（
資
料
１
）。
具
体
的
に
は
、ロ
ー
カ
ル
１
０
，

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
地
方
財
政
措
置
等
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
、
事
業
の
企
画
・
立
ち
上
げ
準
備
・
立
ち
上
げ
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
各
段
階
に
お
い
て
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
幅
広
く
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
（
資
料
２
）。

ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
に
つ
い

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

�

支
援
制
度
に
つ
い
て

特 集
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新
た
に
拡
充
し
た
措
置
も
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
治

体
が
地
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
状
況
に
関
し
て
主
体
的

に
状
況
把
握
・
支
援
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

②
事
業
の
準
備
段
階

次
に
、
事
業
の
準
備
段
階
は
、
事
業
構
想
を
決
定
し
た

後
の
手
続
き
段
階
の
支
援
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
地

域
資
源
の
活
用
方
法
の
分
析
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討

の
ほ
か
、
事
業
開
始
を
見
据
え
て
法
人
設
立
の
手
続
き
や

オ
フ
ィ
ス
借
入
れ
等
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
資
源
の
発
掘
や
活
用
方
法
の
分
析
に

係
る
経
費
（
委
託
費
や
会
議
費
等
）、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
の
た
め
の
調
査
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
経
費
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
法
人
設
立
等
に
係
る
経
費

（
定
款
や
登
記
簿
、
社
会
保
険
・
税
務
関
係
書
類
作
成
等
）

や
、オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
等
に
係
る
経
費（
上
限
１
０
０
万
円
）

に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

創
業
時
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に
み
れ

ば
当
座
の
運
転
資
金
が
必
要
で
あ
る
が
、
性
質
別
に
分
析

す
る
と
、
概
ね
不
動
産
の
賃
借
料
、
登
記
等
の
事
務
費
、

人
件
費
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
小
規
模
創
業
支

援
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
の
で
、
特
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
の
賃
借
料
、
司
法
書
士
等
に
委

託
す
る
登
記
等
の
経
費
を
対
象
と
し
て
措
置
の
拡
充
を
行

う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

③�

事
業
の
立
ち
上
げ
段
階

事
業
の
立
ち
上
げ
段
階
に
関

し
て
は
、
事
業
計
画
を
具
体
化

す
る
段
階
の
支
援
で
あ
る
。
こ

の
段
階
で
は
、
設
備
投
資
を
行

う
の
か
ど
う
か
、
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す

る
か
等
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

動
向
調
査
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ

ィ
ス
タ
デ
ィ
（
事
業
化
の
可
能

性
調
査
）
等
を
行
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
商
品
化
可
能
性

調
査
や
需
要
動
向
調
査
に
係
る

経
費
（
調
査
費
や
委
託
費
）、

収
支
計
画
書
や
初
期
投
資
計
画

書
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
係

る
経
費
（
調
査
費
や
委
託
費
）、

実
施
計
画
書
の
作
成
に
係
る
経

費
（
委
託
費
や
会
議
費
等
）
に

つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講

資料 2

資料 1

特 集

31 2023・12 月号 地域づくり 特集編 2023・12 月号地域づくり 特集編 30



ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
設
備
投
資
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
総
務
省

が
展
開
す
る
国
費
事
業
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
１
０
，
０
０

０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
24
年
度
創
設
）が
挙
げ
ら
れ
る（
資

料
３
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
先

進
的
で
持
続
可
能
な
事
業
で
あ
っ
て
、
地
域
経
済
の
循
環

効
果
（
地
域
に
投
資
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
地
元
の
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
、
地
元
の
原
材
料
を
活
用
す
る
こ
と

等
）
を
創
出
す
る
見
込
み
の
あ
る
地
域
密
着
型
の
事
業
に

対
し
、
国
、
地
方
、
地
域
金
融
機
関
等
の
支
援
策
を
講
じ
、

そ
の
初
期
費
用
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
て
、
円
滑
な
事

業
立
ち
上
げ
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
融
資
元
と
な
る
地
域
金
融
機
関
等
に
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
）
や
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
す
る

場
合
の
自
治
体
融
資
も
対
象
と
し
、
資
金
供

給
元
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
申
請
書
類
の

記
載
様
式
も
極
力
簡
素
化
、
記
載
例
も
幅
広

く
お
示
し
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
則
無
担
保・

無
保
証
（
交
付
金
事
業
で
取
得
す
る
財
産
に

関
し
て
は
担
保
権
設
定
可
能
）
の
融
資
を
条

件
と
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、

信
用
保
証
協
会
等
の
保
証
付
き
融
資
も
対
象

と
し
て
い
る
（
経
営
者
保
証
は
不
可
）。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
く
の
自
治

体
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
優
良
事
例

等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

④�

事
業
立
ち
上
げ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
立
ち
上
げ
後
、
事
業
の
分
析
や
再
構

築
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

諸
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
創
業
さ
れ
た
事
業

が
必
ず
し
も
順
調
に
成
長
す
る
訳
で
は
な
く
、
創
業
後
も

資
金
繰
り
や
事
業
計
画
の
見
直
し
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
発
生
す
る
。
そ
の
際
に
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
へ
の
委
託
、

商
工
会
等
の
経
営
指
導
員
と
連
携
し
て
課
題
分
析
等
を
行

い
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
た
支
援
措
置
は
、
産
業
競

争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
等
事
業
計
画
を
策
定
し

た
市
区
町
村
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
計
画
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
６
月
23
日
の
改
正
法
第
11
回
認
定

ま
で
に
、
１
３
２
０
件
（
47
都
道
府
県
、
１
４
７
９
市
区

町
村
）
が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
多
く
の
自

治
体
に
も
策
定
い
た
だ
い
て
い
る
。
総
務
省
は
共
管
で
あ

る
中
小
企
業
庁
等
と
と
も
に
、
全
市
区
町
村
に
よ
る
計
画

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
支
援
措
置

①
ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
制
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
り
自
治
体
が
起
業
家
を
支
援
す
る
際
に
活
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
（
資
料
４
）。
本
制
度
は
、
起
業

家
の
事
業
立
ち
上
げ
の
初
期
投
資
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
自
治
体
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
補
助
す
る
額
を

超
え
な
い
範
囲
で
行
う
補
助
等
に
対
し
て
特
別
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
現
状
、
幅
広
い
地
域
で
本
制

度
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
自
治
体

が
地
方
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
起
業
家
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
関
係
人
口
獲
得
に
も
つ
な
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ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
設
備
投
資
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
総
務
省

が
展
開
す
る
国
費
事
業
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
１
０
，
０
０

０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
24
年
度
創
設
）が
挙
げ
ら
れ
る（
資

料
３
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
先

進
的
で
持
続
可
能
な
事
業
で
あ
っ
て
、
地
域
経
済
の
循
環

効
果
（
地
域
に
投
資
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
地
元
の
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
、
地
元
の
原
材
料
を
活
用
す
る
こ
と

等
）
を
創
出
す
る
見
込
み
の
あ
る
地
域
密
着
型
の
事
業
に

対
し
、
国
、
地
方
、
地
域
金
融
機
関
等
の
支
援
策
を
講
じ
、

そ
の
初
期
費
用
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
て
、
円
滑
な
事

業
立
ち
上
げ
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
融
資
元
と
な
る
地
域
金
融
機
関
等
に
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
）
や
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
す
る

場
合
の
自
治
体
融
資
も
対
象
と
し
、
資
金
供

給
元
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
申
請
書
類
の

記
載
様
式
も
極
力
簡
素
化
、
記
載
例
も
幅
広

く
お
示
し
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
則
無
担
保・

無
保
証
（
交
付
金
事
業
で
取
得
す
る
財
産
に

関
し
て
は
担
保
権
設
定
可
能
）
の
融
資
を
条

件
と
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、

信
用
保
証
協
会
等
の
保
証
付
き
融
資
も
対
象

と
し
て
い
る
（
経
営
者
保
証
は
不
可
）。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
く
の
自
治

体
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
優
良
事
例

等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

④�

事
業
立
ち
上
げ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
立
ち
上
げ
後
、
事
業
の
分
析
や
再
構

築
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

諸
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
創
業
さ
れ
た
事
業

が
必
ず
し
も
順
調
に
成
長
す
る
訳
で
は
な
く
、
創
業
後
も

資
金
繰
り
や
事
業
計
画
の
見
直
し
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
発
生
す
る
。
そ
の
際
に
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
へ
の
委
託
、

商
工
会
等
の
経
営
指
導
員
と
連
携
し
て
課
題
分
析
等
を
行

い
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
た
支
援
措
置
は
、
産
業
競

争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
等
事
業
計
画
を
策
定
し

た
市
区
町
村
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
計
画
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
６
月
23
日
の
改
正
法
第
11
回
認
定

ま
で
に
、
１
３
２
０
件
（
47
都
道
府
県
、
１
４
７
９
市
区

町
村
）
が
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
多
く
の
自

治
体
に
も
策
定
い
た
だ
い
て
い
る
。
総
務
省
は
共
管
で
あ

る
中
小
企
業
庁
等
と
と
も
に
、
全
市
区
町
村
に
よ
る
計
画

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
支
援
措
置

①
ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
制
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
り
自
治
体
が
起
業
家
を
支
援
す
る
際
に
活
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
（
資
料
４
）。
本
制
度
は
、
起
業

家
の
事
業
立
ち
上
げ
の
初
期
投
資
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
自
治
体
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
補
助
す
る
額
を

超
え
な
い
範
囲
で
行
う
補
助
等
に
対
し
て
特
別
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
現
状
、
幅
広
い
地
域
で
本
制

度
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
自
治
体

が
地
方
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
起
業
家
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
関
係
人
口
獲
得
に
も
つ
な

す
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
地
域
内
の
人
材
で
完
結

さ
せ
る
仕
組
み
も
重
要
で
あ
る
。

地
域
企
業
に
お
い
て
も
人
手
不
足
が
課
題
に
な
る
中
、

育
児
等
で
短
時
間
の
業
務
、
柔
軟
な
働
き
方
を
希
望
す
る

よ
う
な
多
様
な
人
材
が
い
る
な
ど
、
顕
在
化
し
て
い
な
い

働
き
手
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
の
意
思
疎
通
も
一
般
的
に
な
っ
て

お
り
、
幅
広
い
働
き
方
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

が
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
活
用
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

②
地
域
企
業
人
材
支
援
事
業

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
等
は
地
域
の
資

源
を
生
か
し
地
域
の
「
し
ご
と
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
主

眼
に
置
い
て
い
る
が
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す

上
で
は
、
地
域
の
「
し
ご
と
」
を
地
域
外
に
外
部
委
託
等

本
措
置
は
自
治
体
が
行
う
地
域
人
材
と
地
域
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
要
す
る
経
費
（
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
構
築
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
等
）
を
特
別
交
付
税
措
置
に
よ
り
支
援
す

る
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
講
じ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る

が
、今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（
資
料
５
）。

お
わ
り
に

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
制
度
は
、
ご
紹
介
し

た
と
お
り
、
自
治
体
が
単
独

事
業
で
行
う
地
域
の
創
業
支

援
を
幅
広
く
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
の

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
創
業
費
用
50
万

円
以
下
の
創
業
が
全
体
の
82

％
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な

設
備
投
資
や
融
資
を
必
要
と

し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
数
と
な

っ
て
い
る
。
政
府
全
体
で
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
推
進
し
て

い
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
地

域
密
着
型
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
支
援
し
、
地
域
発
の
経

済
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
各
自
治
体

に
お
い
て
は
、
本
制
度
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
。
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